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1) SRHRAAICD E30, 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む と と が で きる 。 非 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 
が あっ た 場合 に か ぎり 受理 する と こと が ある 。 

2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , 応用 と ん 虫 学 , 骨 薬 入 よ び 防 除 器具 な ど に 関す る 原著 論 叉 
(GRA), 新刊 紹介 , 抄録 , 会 報 お よび 時 報 と する 。 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と と が ある 。 

4) 登載 順序 は 哀 障 の な いか ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の 順序 は 前 後 す る と と が ある 。 

5) ARIAS SO IRMCL L, 横書き に する 。 和 和文 原 稿 は 昭和 34 年 7 月 11 日 内 閣 訓 人 各 に よる 送り が な を 用 
い 。 演 字 は 固有 名 詞 を 除き 当 用 漢学 を 用 いる 。 ま た 人 学術 用 語 は , 文部 省 学 術 用 語 分 科 客 議会 な らち びに 日 本 植物 
防疫 協会 学術 用 語 審議 委員 会 で 定め た も る の は と れ を 用 いる 。 了 欧文 原稿 は タイ プラ イタ ー で 打つ て と と 。 

6) 生物 名 。 HE, 外国 の 地名 な ど は 片 か な と し , 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 日 本 語 の ョ ー マ 宇 つづ り は 條 用 
の 姓名 を 除き 訓令 式 に よる こと と 。 

7) REBLORS RA, 欧 六 と も 刷り 上 が り 6 ペー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 和文 の 場合 に は , 400 FORM 
用 紙 で 30 枚 前 後 ) 以内 と し , と の 制限 ペー ラ を と を た る 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 

8) 短 報 は 則り 上 が り 2 ペ ー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は 400 字 づ め 原 稿 用 紙 で 10 枚 前 後 ) 以内 と する 。 

9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 


(R ) (1. 8M ©. 著者 名 oO. 所 属 名 お よび 所 在 地名 =. ke 。 ホ 、 吹 文 摘要 
10) He RBO MMMM NICK ST Lo 
(Go) 4.86 «. H8R へ: 所 属 名 お よび 所 在 地名 =. kk. MC 


11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ロー マ 字 つづ り の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 欧文 短 報 の 場 
AICRMLEE, 和文 著者 名 , 和文 所 属 名 を 脚 話 に 入れ る と と 。 な お 和 六 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧 交 の 場合 
の 和 詞 摘要 は つけ な いこ と と 。 

12) 図 ぉ よび 表 の 説明 は 本 放 が 和 六 の 場合 に は 和文 と する 。 

13) 文献 の 引用 は 本 廊 中 に お いて は , 著者 名 (年 号 ) あぁ あるいは (著者 名 , HH) と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め た も の に ょ る (ASEH ERIC) o 欧文 誌 に つい て は 
Biological Abstracts お よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 

15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 十分 理解 で きる よう な も の と する て と と 。 

16) さ し 図 の 差し 入れ 人 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 泉 記 する こと と 。 

17) さ し 図 は 著者 に お いて あら か し じ め 1/2 程度 に 縮小 で きる よう に 墨汁 で 描き 、 必ず 白色 の 厚紙 に は る と と 。 A 
完全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 

18) アー ト 紙 印刷 を 希望 の 場合 は 実費 を 申し 受け る 。 

_19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 よび さき し 図 は 返却 希望 の 買 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 。 

21) 原著 論文 に 対し て は 別 刷 50 部 (表紙 付 ) を 贈 量 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単位 と し 
THES HL ZI CHAT 45, SREB ( 贈 量 分 を 含む ) を 原稿 の 頭 初 に 深 記 する こと と 。 

22) 別刷 代 は 表紙 2 円 , 本 区 2 ペー ジ に つき 3 円 (2 ペー ジ 単 位 )) くら いで ある 5 

23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し ) を 贈 量 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 の 希望 に つい て は 原著 諭 区 の 場合 と 同 6 

24) 文部 省 科学 研究 費 な ら び に こと れ に 人 準ずる も の に よる 研究 論文 は 必ず その 結 を 脚 許 に 明記 する こと と 。 

25) 原稿 用 紙 は 400 字 づ め (FSC BOM, MAMMA) の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 』 司 手 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 ALU, 左右 を 2.5cm ずつ あけ る こと と bs 

26) 原稿 は 書留 便 で 下記 へ 送付 する と と 。 


東京 都 北 区 西ヶ原 虐 林 省 農 業 技術 研究 所 内 
日本 応用 動物 昆虫 学会 編集 事務 局 
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WR PA We SEZ AS OE FE 


by sey DR i 

筆者 ら (FR - A - RIK, 1960) は さき に , MX Ht 
けた キッ ぇ ベツ 畑 に 実験 的 に 放 飼 し た モン シロ チ ョ ウ 個 体 
群 の 動態 を 報告 し , あわ せ て 自然 に お ける 本 種 の 個体 数 
制限 要因 に つい て 考 穴 し た 。 を その 結果 , Drow eMic 
お ける 死亡 の 主 原因 で ある 病気 と 寄生 は , 世代 か ら 世 代 
会 と 密 度 に 依存 し て 増加 する 傾向 が ある と と が 明らか と 
な つた 。 SANS, 前 報 で 省 略 し た 株 別 の 個体 数 の 空間 的 
分 布 を 検討 し , 同じ よう な 死亡 の 密度 依存 性 が 同一 世代 
際 の 空間 的 分 布 の 面 か ちゃ も 認め られ る か どう か を 確か め 
THREW o この 研究 は 綱 を 掛け た 畑 の 中 で , MELO 


_ ろ っ た 個体 群 を 用 いて 行なわ れ た も の で ある か ら , どこ 


に 報告 する 結果 が 町 外 の 実態 を その まま 表わす と は いい 
きれ な いけ れ ど も , 今後 野外 調査 を 行なう 場合 の 一 つの 
比較 資料 と し て 役立つ も の と 思わ れる 。 
調査 の 方 法 は 前 報 で 記載 し た か ら , と こと こ で は 省略 する 。 
『: 結 eR 
JHIZIRO CHK] LEVY OF 5 OM DSA EIB 
に 始ま る 個体 数 の 空間 的 分 布 の 変化 を 第 1 図 ヒ 示す 。 と こと 
の 図 の うち , 4 月 25 日 ,.5 月 10. 量 お よび 5 月 267 理 
の 結果 は 第 2 世代 (4 月 21~23 日 に 産卵 ), 6 月 11 B 
以降 の 結果 は 第 3 世代 の B 区 (6 月 8 日 ~10 日 に 産卵 ) 
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策 1 図 、 モン シロ チョ ウ の 卵 お よび 幼虫 の 空間 的 分 布 


7) ほ場 に なお ける こと ん 躍 の 行動 と 死亡 率 その 5 
7 現在 長崎 県 農業 試験 場 愛野 試験 地 
(1960 年 6 月 14 日 受領 ) 
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142 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 4 巻 第 3 号 
第 1 表 実験 畑 に お ける モン シロ チョ 個体 群 の 空間 的 分 布 の 特質 
4 | = | | を 除い た | の 
調査 月 日 お よび 畑 全 体 | 番外 側 の 株 | 右 を 除 内 側 の 株 
1 2b IE =) 1 2h MLE Se ie ee Vi 
mem | eR ee ee | ak a eC | me Bats 
BR 
25/N 3A 15.62 37.77 29.89 53.46 6.95 10.80 
A/V 1 tits 8.14 20.18 17.11 28.36 3.50 7.45 
10/V 2 i 6.30 17.49 13.50 22.38 2.52 4.70 
14/V 3% 5.27 12.80 10.52 16.68 2.52 4.98 
26/V 5 is 6.45 14.24 12.66 18.76 3.23 5.42 
31/V 病死 個体 0.47 HE 0.89 = 0.25 = 
31/V xis 3.50 5.99 4.89 7.43 3.40 3.99 
11/W 58 18.90 30.88 | 27.61 39.28 13.81 22.20 
A 区 
11/W 5H 62.02 135.28 117.56 184.87 32.90 47.91 
16/1 ik 28.50 43.58 48.79 59.42 17.99 22.67 
25/W 5 is 23.35 35 .52 42.21 45.37 14.06 20.17 
2/W 5 ik 3.69 7.45 3.64 9.53 3.72 6.47 
2/V 病死 個体 6.69 12.48 11.81 16.55 4.04 6.73 


の 調査 結果 で ある 。 こ の 図 を みる と , 卵 は 明らか に 周辺 
た 多く, また 2 化 期 に は 特に 北西 お よび 南西 の すみ に 多 
ぐ 産 まれ て いる 。 (ARORA Tilt, その 後発 育 が 
進む と どる ゃ る に 次 第 に 均質 と な っ つっ だが, それ に も か か わら 
ず 周 辺 の 個体 数 は 最後 まで 多 か つ た 。 内 田 ら (952) が 
試み た よう に , 株 あたり 個体 数 x の 散布 指数 s*/z を 指 
標 と し て , 全 株 六 よ び 周 辺 株 と 内 側 の 株 に お ける 個体 の 
集中 程度 を 調べ て 次 る と 第 ユ 表 の まう に な る "!。 

と の 表 に よる と , 1 株 あたり の 個体 数 の 散布 指数 は , 
WIAA CLA OF ら の 調べ た 普通 の 畑 の 場合 に と 比べ て は る 
か に 高かっ た が , 一 番外 側 の 株 を 除く と , BROWS 
WH SOF 3 回 調査 (6 月 10 A: これ は 第 3 化 期 の 羽 
化 最盛 期 直 前 に あたり , 株 あたり 産卵 数 が 最も 多 か つ た 
時 期 で ある ) と 比べ て る さほど 大 き な 達 い は な か つた 。 
それ ゆえ を , 網 わく 内 で 産卵 させ て も る, 産卵 直後 に 一 番外 側 
の 株 を 抜き 取れ ば , MHL FALL TIVUEARO 
状態 と あぁ まり ひど く は 違わ な い 容 間 的 分 布 が 得 ら れる 。 

第 ユエ 表 か ら , 散布 指数 は 幼虫 が ふ化 し , その 発育 が 進 
行 す る と と も に 減少 する と こと が わか る 。 こ と これ は , AHS 
(1952) の いう よう に , 発育 に 伴 つ て , 冠 間 的 分 布 が 集中 
分 布 か ら よ り 均 質 な 分 布 に 近づく こと と を 意味 し て いる 

FT AiO B—{ Liew LT, cE ORR ELE 
れれ だ け の 役割 を 果たし て いる か を 知る 目 宏 と し て , ある 
調査 時 の 個体 数 と 次 回 また は それ か ら 2 回 目 の 調査 時 の 
個体 数 (また は 死 虫 数 ) と を 株 別に プロ ッ ト し て みた の が 
第 2, 3 図 で ある 。 第 2 Mica Ses ile CO 
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で は , 指数 値 が か り に 1 に 


cies & 4, 


と の 指数 は 元 来 ポ ァ ソン 分 布 と の 適合 度 を 検定 する も の で ある が , 
それ か ら ボ ポア ウン 分 1 信 で の る 00S いい は で a 
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1 株 あぁ あたり 産卵 数 


第 2 図 株 ご と の 卵 密度 と 数 日 後 の 幼 虫 個体 数 の 関 保 
図 甲 の 終 線 は 個体 数 だ この間 に 変 化し な か っ た 場 
合 の 値 。 上 図 : 第 2 化 期 , 横 買 は 4 月 25 日 産卵 数 , 
MEH IL5 A 4 OS Wee, FM: 第 3 化 期 (A 
区 ), 横 軸 は 6 月 11 日 の 産卵 数 , 縦 軸 は 6 A 16 日 の 
卵 ・ 幼 虫 数 。 黒 丸 は 畑 の 外周 の 株 , AAIAM OR. 


例 を , 第 3 MICE IO Ble ao 
Ll. = we 
前 報 (BHR - BOF - IR, 1960) で 述べ た よう に , = 


CUCU E 5 BAA eA 


で は 株 別 の 


個体 数 の 分 布 の 不 均質 性 を 判定 する 一 つの 目 雪 と し て 用 いた 。 
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3M 第 3 化 期 A 区 6 月 2 AOKMAD YD AMR 
に 対す る 7 月 2ZAOA RR (上 図 ) ぉ および 同日 
の 病死 虫 率 (下図 ) の 関係 
病死 虫 率 は 7 月 2 日 の 全 個 体 数 に 対す る % 


誕 ン ショ チョ ウ の 野外 で の お も な 死亡 時 期 は , C) NDS 
1 齢 幼虫 期 ま で , (2) 老 就 幼虫 期 , お よび (3) よう 
CHIDO 3 回 で ある 。 第 1 表 を みる と , 散布 指数 の 減少 
%, TO (1) & (2) の 時 期 に 最も 著しい こと が わか る 。 

散布 指数 の 減少 は 次 の 2 つの 場合 に 起こ りう る 。 Cd) 
密度 の 増加 と と も に 高 率 と な る 死亡 ある い は 移動 が 起こ 
つ で いる 場合 (2) FRIAS 起こ つて いる 
Boo COC (2) OMALIz, 107 頭 いた 株 な すべ て 
50% ずつ 死ん で 5 頭 に な り , 6 頭 い た 株 は 3 頭 に な る 
と いう 場合 で , この 際 は 密度 に 依存 し た 死亡 また は 移動 
2 る 3 なく と る も 散布 指数 は 減少 し , その 減少 率 は 平均 個体 数 
の 減少 率 と 等 し い '。 第 1 表 を みる と , 第 2 化 期 の 卵 か 
"1m E COMO MTT ROMD Rid, 平均 個体 数 
OMDB LIES LW o 第 2 図 の 上 例 を みて も , この 時 
期 に は 株 あたり 卵 数 と 次 回 調査 時 の 個体 数 と の 間 に ほ ぼ 
直線 的 な 関係 が ある よう な の で , 分 布 の みか け 上 の 均一 
Abid, 密度 比例 的 な 卵 ま た は ふ化 幼虫 の 死亡 に よる も の 
で ある と 推定 され る 。 こ と これ に 対し て , 第 3 化 期 の 同時 期 
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に は , 平均 個体 数 が 約 45% と な る 間 に , 散布 指数 は 
33% に 減少 し て お り , 密度 比例 的 な 死亡 だ け で は 説明 
で き な い 。 第 2 図 の 下 側 を みる と , ば ら つ き が 多い の で 
確 言 は で き な い が , 個体 数 80 あたり の と ころ で 線 が や 
や 下向き に な つて いる よう に 見 える 。 第 エ 表 か ら は , 艇 
布 指数 の 減少 が 主として 外側 の 株 の 影 逢 で 起こ うろ た ご と 
が 読み と れる し , また 周辺 株 に は 卵 塊状 に 卵 が 産ま れ , 
それ が 風 な ど で つ ぶさ れ て いる 例 を し ば し ば 観 宏 し て い 
る の で , この 時 期 の 散布 指数 の 減少 は , 平均 個体 数 の 減 
少 に よる ば か り で な く , 非常 に 卵 の 多 か つ た 株 で ば 死亡 
率 が 高い 傾向 が あっ た こと に よる と 思わ れる 。 

一 方 , 老 熱 幼虫 期 に お ける 散布 指数 の 減少 率 は , 第 2 
化 期 で は 平均 個体 数 の 減少 率 を 上 まっ わ て お り , 密度 に 
依存 し た 要因 の 働き を めい りょう に 示し て いる 。 第 3 化 
期 に は , 1 齢 か ら 5 BRC pF CARA 1/9 と な っ 
て いる の に , 散布 指数 は 1/6 に し か な ら な いと いう 結果 
が で て いる が , 第 3 図 上 側 を みれ ば わか る よう に , ご の 
時 期 の 個体 数 減少 が 密度 に 依存 し た 要因 に よっ つて いる こと 
と は 確実 で ある *。 病気 の 発生 率 も , ば ら つ き が 大 きい 
と は いえ 個体 数 の 多かっ た 株 ほど 高い 。 と ここ と で は , 逆 , 
密度 依存 的 な 要因 が 強 す ぎ て 5 見 初期 に 高密 度 だ つた 株 
の 5 齢 末期 の 個体 数 が し ば し ば 初期 に 低 密 度 だ つた 株 の 
それ を 下 ま わり め , 。 持 び 個 体 数 の 分 布 を 不 均質 と し た の だ 
と 思わ れる 。 確認 し た 病死 虫 数 は , TORO APD Hh 
数 の 1/3 で あっ た が , 調査 時 の 寄生 バチ の 寄生 率 が きわ 
め て 低かっ た こと や , HOT AMICK SHIA < HE 
で き な か っ た こと か ら 老 えて , 原因 不明 の 減少 個体 の 大 
部 分 は , 調査 の あい だ の 期間 に 病死 し 消失 し た も の と 思 
お われ むる 。 

移動 の 役割 は どう で あろ ら うか 。 第 2 表 に よる と , 第 2 
化 期 に は 外側 の 株 で は 個体 数 の 著しい 減少 が あっ た の に 
対し て , 内 側 の 株 で は 個体 数 が 若干 ふみ えて さえ いる (5 
月 26~31 日 )。 こ の こと は , 分 布 の 均一 化 た 対し て 移動 
が 大 きい 役割 を 果たし て いる こと を 示す 。 ま た 第 3 化 期 
に も , 個体 数 の 減少 は 外側 の 株 の ほう が ずっ と 著しい 。 
病死 率 は 第 2 化 期 に は 畑 の 外側 と 内 側 と で 差 が 少な く , 
第 3 化 期 に は 減少 率 と 同じ くら い の 差 が あぁ っ た 。 

以上 の こと を 総合 する と , EY YuF 3s ViKHO# 
間 的 分 布 が 均一 化し て いく 原因 は 次 の と お り で ある と 思 
われ る 。 


1) 発育 の 初期 に は , 密度 比例 的 な 死亡 に よる 見 か は け 


小数 で 表わさ れ た 死亡 率 を カ と する と , Ss?/z は が s?/ カ z= か s?/z と な る 。 
2 ただし, 第 1 表 に 見 られ る 5 齢 虫 数 の 減少 て は, よう 化 に よる も の も 含ま れる 。 グ ラフ の ほう は 各 ス テー ジ 
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第 2 表 畑 の 外側 お よび 内 側 の 株 に お ける 個体 数 の 減少 率 お よび 病死 率 


oe Burts 

Kia = 四 す み の 株 * = 
a8 2 foi BX , wt 
4 月 25 日 の 産卵 数 15.6 60.8 29. 2 
0 の E00 25.5 14.8 20.6 33.4 
4 月 30 日 ~5 月 4 上 日 の 減少 率 (%) 24.4 19.8 25.4 Fall 
5 月 26 AOA eh 26.3 14.2 3.6 
eee al EOE CO 35.3 71.4 56.6 —5.0 
5 月 31 HORMBICHS 4 4A OWFERRO MA (7) 9.8 10.0 11.8 Tal 

第 3 化 期 A 区 

6A 11 AOA RR (AMIN) 62.0 ital 7 98.5 34.6 
Pie cies poms 26.1 32.8 25.4 22.0 
6A 2 日 の 生 虫 数 36.8 90.3 59.2 25.8 
6H 2. A~7TA2AOMDR (%) 53.7 96.3 79.4 32.2 
7A 2 AOS BMC ST 44ADRAEBRROMA (%) 30.2 80.0 49.7 19.0 
TAZADSBMICWT 44MADRAAW RRO FA (%) 7 6.0 2.3 123 


* AR CIAMRMO KIC d & 
王 す み の 株 の 平均 値 を 掲げ た 。 

正 の 均一 化 が 主体 で ある が , これ に 極端 に 卵 数 の 多い 株 
COMOBWIE CS B < ASIA AEC BEATS < 9) 
RAMI (特に 風 と 雨 ) に よる J も 影響 し て いる 。 
"2) 発育 の 後期 た 移動 と , 密度 に 依存 し た 発病 が み ら 
i i Ges ACO 
気 が 半 要 な 役割 を 果たし た も の と 思わ れる 。 

「 別 の 報告 (宮下 ・ 伊 藤 ・ 後 藤 , 1956) で 筆者 ら は , 株 
あたり 病死 個体 数 ど 幼 中 密度 と の 間 に 相 関 が み られ な か 
っ た ご と を 報じ た 。 上述 の よう に 今回 の 調査 で は 密度 の 
高い 株 に 発病 が 多い と と が 認め られ た が , 発病 率 に ふれ 
が 大 きい た め , 両者 の 相関 ほそ う 高 いも の で は な か つた 。 
と れ は , 病気 の 起こ りか た が 集落 的 で あっ て , 感染 が 一 
席 始ま る と 大 多数 の 個体 が 死滅 する 一 方 , 感染 が 及ば な 
い 株 で は た と ど と え 密度 が 高く て も 全 個 体 が 健康 で ある と い 
うう 傾 向 が な られ る た めで ある ろう 。 前 報 で 両者 に 相関 が な 
か つた 理由 は , 株 が 小さき か っ た の で 移動 の 果たす 役割 が 
今回 より る も 大 きか っ た た DO CaP ER DIVS > 

また 筆者 ちら は 前 記 の 報告 (CaP - FRE - PARR, 1956) 
CS Megha ok ee 
ヨコ マデ バチ の 寄生 率 と の 間 に 正 の 相関 が な く , TPL AA 
の 相関 が あっ た こと か ら , 幼虫 寄生 バチ は 密度 の 高い 場 
所 へ 集中 的 に 寄生 じ で は いな いと も 述べ た 06 これ に と 対し 
松沢 1958) は ある キャ ベツ 畑 (面積 約 2 敵 ) に お いて 
本 種 の 寄生 率 が 寄 皇 密度 の 高い 周辺 株 ほど 高い こと を 報 
じ , アオ ムシ コマ ユエ バチ の 畑 内 で の 寄生 活動 は 寄主 の 窒 
鹿 に 依存 し て 行なわ れる も の で あろ うと 述べ て いる 。 FS 
回 の 調査 で は 寄生 率 が 低い た め 確か な 


どい 


り に 多く の 産卵 が あぁ あっ た た めこ と れ を 除去 し た (第 2 図 )。 し た が っ て で てこ と の 項 は 


が , 第 2 表 最 下段 に みな られ る よう に , 寄生 率 は 寄主 密 魔 
の 高い 部 分 ほど 高く な っ て いて , むし ろ 松 沢 の いう 場合 
に 近い 。 こ の 問題 は , パチ の 寄主 発見 能力 と る 関係 選 で 
今後 研究 する 必要 が ある が , 一 枚 の 畑 の 中 で 高密 度 の 場 

を 選択 する こと と , 世代 の 経過 に 応じ て 現われ る 密度 
に 依存 し た 増加 "(この ぼう は 前 述 の ご どく ば うき り と 認 
DVS) と は 別人 箇 の 問題 で ある と と を 指摘 展 で お きだ 
VS 


x 


V> 2 約 


1) 人為 的 に 産卵 させ た モン シロ チョ ウ の 未成 就 個体 
群 の 空間 的 分 布 の 変化 を , 全 株 調査 に まっ て 調べ た 7 
2) 畑 に 網 を か ぶせ た 六 め に , モン ショ チョ ヨウ は 周辺 
こと 特に 多く 産卵 し , (AD ZEISS AEE LX NIB 
な も の と な っ た 。 し か し , 畑 の 外周 の 株 を 除く な ら ば , 
散布 指数 を 指標 と する か ぎり 宣 間 的 分 布 は 野外 の 場合 と 
そう 著しく 違わ な いも の と な っ うな た 8 
3) 散布 指数 は , 発育 の 進行 と と ゃ に 減少 し た 8 ゴ す な 
bb, 集中 的 な 分 布 か ら ょ より 均質 な 分 布 へ と 変化 た 8 
こと の 原因 は , 発育 の 初期 に 密度 比例 的 な 死 記 が 散布 指 炒 
の 見 か け 上 の 減少 を も た らし た こと と , 第 3 (LINICIBDEAE 
ICE ENTCSMOMBDSSNE YE bY LU CHELY 
た こと, お よび 老 就 幼虫 期 に 密度 に 依存 し た 死亡 と 移動 
i ROE KS. ODS, FH 2(EMICISH OW’ 
» Bed {CIT LIRR EK APEC BB EBS RIE 
Roe eae 
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Summary 


On the Spatial Distribution of Pieris rapae crucivora Population 


By Yosiaki Ir6, Akira Gorom! and Kazuyoshi Mryasuira 


National Institute of Agricultural Sciences, Kita-ku, Tokyo 


In the present paper, the authors attempted a 
consideration on the density-dependency of some 
factors that affect the mortality of Pieris rapae 
crucivora, based on the survey data reported in 
the previous paper (Ird, Mryasuita & Goron, 
1960). 

Counts of the eggs and the larvae on cabbage 
plants grown on an experimental plot covered 
with a net, showed somewhat biased spatial 
distributions as shown in Fig. 1, because oviposit- 
ing butterflies congregated near the periphery of 
the plot. 
means be regarded as identical with that observed 


The type of distributions could by no 
under open conditions. By omitting the plants 
grown on the periphery, however, the type of 


distributions became similar to that observed 


— 


under open conditions reported by Uripa et al. 
(1952). 


of individuals per plant decreased as the insect 


Indices of variance (s*/¥) of the number 


grew. : 
Such a shift from contagious to spaced distri- 
bution was attributable to the density-proportional 
mortality at the egg and the first larval stages, 
destruction of the eggs laid in masses on 
peripheral plants, and density-dependent mortality 
and movement of mature larvae. In the second 
brood, the movement of larvae from larva-crowded 
to less crowded plants was a major factor in 
spacing the mature larvae, while, in the third 
brood, mortality by infectious diseases was thought 


to be the predominant factor. 


1 Present address: Aino Branch Station, Nagasaki Agricultural Experiment 


Station, Aino, Nagasaki Pref. 


集合 性 の 違う 2 種 の ドク ガ 類 幼虫 の 飼育 実験 " 


水 田 国 康 
京都 大 学 農学 部 昆虫 学研 究 室 


RC tc 


ある 発育 の ステ ー ジ に 集団 生活 を する こん 忠 は 数 多く 
HY), いわ ゆる 年 社会 性 (subsocial) の 現象 と し て 興味 
が 持た れ て いる が , こう いう 集団 現象 の 生物 学 的 意義 を 
詳し く 解 析 し た 研究 は 意外 に 少な い 。 チャ ドク ガ Eup- 
roctis pseudoconspersa STRAND の 幼虫 は 常に 集団 を つ 
ぐっ て 生活 し , 幼虫 を 若 齢 期 に 1 頭 ず つ 隔 離 飼育 する と 
死亡 する こと こと が 南川 (1952) SHH (1956) に よっ て で 報 
告 さ れ て お り , 山口 (1957, 1958) も 幼虫 の 集団 行動 に つ 
WW CHE LTS, PELWHRIEAN THEW, CZ 
の よう な 幼虫 の 集合 性 は 同属 の ドク ガ が ガ E. flava BREMER 
の 幼虫 その 他 多 く の こ ん 虫 に お いて も る 認め られ て いる 
(4875, 1958) 。 私 は , この よう な 幼 下 の 集団 習性 の 生活 
史上 に お ける 意義 を 解明 し , 集合 性 を も つこ と ん 虫 類 の 個 
体 刊 の 変動 の 機構 を 解析 する た め に , まず は じ め に チッ 
ドク ガ の 幼虫 に つい て 1 HRW 2 SARA BE ZC O fal 
と 各 齢 期 に 1 頭 ず つ 隔 離 飼育 を 行ない , それ ら の 間 に 認 
め ら れる 発育 経過 な どの 変異 を 通じ て 本 種 の 集合 性 の 観 
察 を 行 な つ た 。 な お , その 幼虫 に は 集合 性 は 認め られ な 
い が 卵 が チャ ドク ガ 同 様 卵 塊 と し て 産 付 され る マイ マイ 
ガ Lymantria dispar L. OX) (RAR 2 ZE XT O fil 
育 る 同時 に 行ない , Fe FIHOWBALIMLE. 
ABUICVEW SITS b, 終始 知 切 に ご 指導 くだ さき さっ た 
内 田 俊郎 教授 , 河野 達郎 助教 授 , ご 援助 を 受け た 厳 俊一 
FAD RAR RAE OR RIC Dd DIRT So 


個 


I. Fx FT FOBLER 
TREK EA CHB LRA 

1. 材料 と 方 法 
実験 に は 大 和 和 郡山 市 の ツバ キ Camellia japonica L. 
お よび 京都 大 学内 の チャ Camellia sinensis (L.) O. 
Kuntze OR ROPE LEANN 1 卵 塊 (GNEA ts 
LOBES) PES(LLEI {AAV feo これ 
ら の ふ化 幼虫 を 腰 高 シャ ー レ (内 径 1lcm, AX 3.5cm) 
あたり 1, 2, 5, 10, 20, 40 頭 の 各区 に 分 け , ツバ キ の 前 


"京都 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 室 業績 336 8 
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年 葉 を 与え て 飼育 し た 。 食 草 は 若 齢 期 に は 2~3 日 に 1 
el, 中 齢 期 以 後 は 毎日 1 回 変換 し た 。 各 区 へ の 分 離 は ぁ 
化 幼虫 が 卵 の か ら を 食い 終わ っ て か ら 葉 の 摂 食 に 移る ま 
で の 間 に 行 な い , 2 頭 以 上 の 区 で は 幼 下 が 互い に 接する 
ょ うに 置い た 。 を 化 是 は 卵 塊 A は 1959 年 4 月 15 日 OS 
化 幼虫 は 約 200 余 頭 ) B は 4 月 17 A CS(eEesK 40 
頭 ) で , ふ化 率 は いずれ も ほぼ 100% で あぁっ た 。 MHP 
の 温度 は 23~27°C の 範囲 内 に 保ち , 自然 日 長 下 で 飼育 
eee 

2. ¢ # 

死亡 の 起こ め 方 卵 塊 A に つい て は 40 TK VERSE 
亡 は いずれ る 2 齢 以前 に 起こ り , 3 齢 まで 生存 し た も の 
は その 後 も 順調 に 発育 し すべ て 羽化 し た 。 若 齢 期 た よく 
死亡 する 傾向 は 野外 の 集団 に お いて も 認め られ て いる 
(LI; 1957, 1958a), FMBOBA, ve -Vickot 
死亡 率 は 各区 内 で も 非常 に 変異 が 大 きい (0~100%) が, 
平均 死亡 率 は 個体 数 の 少な い 区 ほど 高い 傾向 が あぁ っ だ 
(第 1 表 )。 細谷 (1956) SHOR RICEROWISE 1B 
で も 生育 が 可能 と な る こと と を 示し た が , 本 実験 の 場合 も 
この 方 法 に よっ て 飼育 し た 1 頭 区 の 6 個体 の うち 1 個体 
は よう (GH 化し た 。 REL, 2A CHRECBES 
ATBRIC OSE Lio CAE 1, 2 BROWS 
は 卵 塊 BB の ふ化 幼虫 を 使っ て 追試 を 行なっ た 。 こ の 場合 
に は A の 結果 と は か な り 軸 なり, 1 頭 区 で は 葉 に 傷 を つ 
けた 場合 に は 6 例 中 の 4 例 , 無傷 の 場合 で も 8 例 中 の 1 


第 1 表 チャ ドク ガ 幼 虫 の 個体 数 別 飼育 に お ける 
死亡 の 起こ り 方 (RRP RM) 


| > eel Ae Baas 2 ces oie 
1 Hix | 14 | 92.8 
2 8 | 100.0 
ass 7 | 60.0 68.4 
10 5 | 44.0 48.0 
20 3 | 50.0 
40 NETS 32.5 
| | 
NG CO esr cmenodc 
2 oun sr 
ee 
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例 が 発育 
eat 

な お , JOP OWI D FEST SKS ICAAABL 
DDT RICH SHEL Sito HE BO LOL Bp 
bo 

SRM MH 各区 の 平均 幼虫 期間 (前 よう 期間 る 
rts) は 第 2 表 に 示し た 。 5, 10 お よび 40 HK CE 
亡 個 体 が ぁ る の で 実際 に は それ ぞ れ 2 へ ~4, 4~10 お よび 
27 頭 よ う 化 の 場合 の 平均 値 で ある 。 2 頭 以上 の 区 で は 
同一 シャ ー レ 内 の 幼虫 は 集団 を つく っ て 生活 し , 終 齢 ま 
で の 脱皮 も 一 斉 に 行なわ れる の で 終 齢 まで の 経過 は よく 
そろ っ て いる が , 同じ 個体 数 区 で も シャ ー レ ど と の 発育 
経過 に は 多少 の 相 異 が み ら れ る 。 ま た 卵 塊 B の 幼虫 は 一 
ARICA XO FET RIMES EA AMS MVE SC, 卵 塊 に 
まっ て 発育 の 能力 が 相当 培う も の と 推測 され る 。 資 料 が 
少な い の で 各 頭 数 区 の 間 の 比較 を 行なう の は 困難 で ある 
Ds, 個体 数 5 HLA FOR Clk 10, 20 頭 区 に 比べ 幼虫 の 
発育 日 数 が 長く な る 傾向 が あぁ る 。 こ と これ は お る も に 個体 数 の 
ADT 場合 腕 度 回 数 の 多い 個体 が 出現 する た めで ある 
(第 2 表 )。 同様 の ご と は 細谷 (1956) に よっ て る 観 奉 さ 
れ て いる 。 40 頭 区 で は 再び 幼虫 期間 が 長く な っ て いる 
が , これ は 終 貞 期 間 の 延長 に よる も の で , 死亡 率 か ら も 
推測 され る よう に , この 実験 の 条件 下 で は 終 齢 期 の 摂 食 
BIN IC KS 食物 の 不足 や 汚 梁 な どの と みあ い (over 
crowd) の 悪 影 導 が 避け られ な か っ た た めで あろ る うと 思 
われ る 。 2 頭 以 上 の 区 に お いて は , 見 数 の 少な い 個 体 が 
終 潤 に な る まで は 同一 シャ ー レ 内 の 幼虫 は 同時 期 に 集団 
PERT SD, それ 以後 よう 化す る も の と 更に 脱皮 を 行 な 
誰 る の が 分 離し て くる 。 と の よう な 現象 は 野外 に お いて 
も 認め られ た 。 終 齢 期間 は 同一 シャ ー レ 内 で も 変異 が あ 
9, 雌 の ほう が 少し 長く な る 傾向 が あぁ っ た が , これ が 雌 
雄 に よる 幼虫 期間 の 差 と し て 現われ た わけ で ある 。 

SHEWM, さなぎ 体重 お よび 蔵 卵 数 さなぎ は よう 
化 後 1 頭 ず つ 隔 離し て 羽化 させ た 。40 頭 区 を 除く と さ な 


を 完了 し た 。 ま た 2 頭 区 の 生存 率 も か な り 高 か 


第 2 表 チャ ドク ガ 幼 虫 の 個体 数 別 飼 育 
LIST B MRO AG 


Bis 7 i 8 9 

1 HK 1 

っ 5 6 

5 
A | 10 26 

20 30 

aaa at 

1 HK 2 2 1 
B 2 |- 10 2 
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第 3 表 チャ ドク ガ 幼 虫 の 個体 数 別 飼 育た に お ける 幼 


虫 期間 , さ な き 期間 お よび さ な き 体重 (平均 値 
土 標準 偏差 ) 
幼虫 期間 さ な き 期間 さなぎ 体重 
ERE (日 ) (A) (mg) 
1K 2 | 1 54 13 130 
- 6 | 6 47.744.3 12.741.0 67.3+ 8.4 
| @ | 4 51.040.0 12.340.1 141.84 9.2 
ho | 8 | 10 43.640.7 12.140.3 67.84 5.0 
A 9 14 45.940.9 11.6+0.8 126.4+18.8 
a 6 | 8 44.0 よ 0.8 12.940.4 55.04 2.9 
9 | 11 46.640.6 12.9+0.7 112.64 9.4 
lio 6 |11 46.841.7 11.540.5 56.74 3.0 
-¢@ | 15 50.043.8 11.741.0 88.8411.5 
ls | 3 50.748.0 12.341.5 58.34 3.8 
| 1 頭 区 ol 1 44 13 123 
Sh 6 42.242.5 11.341.6 60.84 6.7 
(9 | 3 45.745.0 12.740.6 136.3 7.5 


ぎ 期 間 と シャ ー レ あたり の 個体 数 と の 間 に は 一 定 の 関係 
を 見 い だ し が た い 。 ま た 幼虫 期間 の 長短 と も あま り 関 係 
が な いよ う で , 雌雄 に よる 差 る ほとんど 認 め ら れ な か っ 
た (第 3 表 )。 

さなぎ 体重 は よう 化 後 2 日 目 に 測定 し た 。 WBE 
40 頭 区 の さなぎ は や や 軽い が , その 他 の 区 の 間 に は 明 ら 
か な 違い は み ら れ な い (第 3 表 )。20, 40 頭 区 で は 終 齢 
期 に な る と 食 草 の 汚染 な ど が か な り 認 め ら れ た か ら , 
SE Et UBL, と みあ 

の 傾向 が 現われ て くる 場合 に お いて の み 現 われ る の で 
eee 

RINE, 産卵 数 と 死後 体内 に 残っ た 成熟 卵 数 を 加え 
た も の で ある 。 こ れ は 個体 変異 が 大 きく , 人 名 頭数 区 の 間 
の 差 は 明らか で な い が , SEAHORSE OBIE 
数 も 多い 傾向 が み ら れ る よう で ある 。 


HT. チャ ドク が ガ が の 第 2 実験 一 一 各 齢 
期 に 1 頭 に 分 けた 場合 


1. 材料 と 方 法 

. 前 の 実 険 で 認め られ た よう な 幼虫 の 隔離 の 悪影響 が 何 
齢 期 ま で 強く 働く か を 知る た め , 一 定 齢 期 ま で 集合 条件 
た 置き , 以後 任意 に 選び 出し た 幼虫 を 1 頭 に 分 離 飼 育 す 
る 実験 を 行なっ た 。 実験 に 使用 し た の は 2 化 期 幼 虫 で , 
前 記 の 飼育 実験 の 羽化 虫 (2 頭 区 ) OM FLEE 1 INC 
&; 京都 大 学内 の ツバ キ よ り 採 集 し た 1 SHADED SIE 
し た も の で ある 。 ふ 化 日 は じ は 6 月 27 日, Ri 
AG, を 化 幼 虫 数 は それ ぞ れ 187 HKO 189 頭 で あ 

70 


aK 


HA mS Fa he HE 


BAe 8 
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MAB Fe KIRMROLAK (Ab v7) OBIT SHE 
1a sands 3 4 5 6~P 
: | 38~18 
Ete i Merle l Zl 152 71 61 50 
eS (%) | 5.3 46.7 0.0 1.6 4.0 0.0 
| 16 2 3 4 5 6 re 8~P.- 
a4 i 39~18 
pe ah BH | 179 169 112 100 90 80 70 
He KR (%) 0.0 27.8 1.8 0.0 0.0 0.0 1.4 0.0 
第 5 表 Fa BY H Sys WAIN IC MEL Po ADAMANT UT B FET BE 
隔離 期 | 供 試 申 数 OCA 3 4 5 6 7 8~P 計 
1 i 16 16 16 
Dus 10 10 10° 
6 10 10 10 
4 10 3 3 0 1 0 7 
5 10 2 0 1 0 3 
6g 10 0 0 0 0 
7 10 0 0 0 
BE 10 A : 
Pea beatae | 1m 2 8 4 gle) 7 | eels i aip eee 
1 i 10 i 9 10 
2 10 10 10 
3 10 7 i 0 1 1 10 
eer 10 4 1 3 1 0 0 0 9 
5 10 1 4 2 0 0 0 7 
6 10 5 1 0 0 0 6 
7 10 0 0 0 0 0 
3 » 0 0 0 0 
9 10 8 9 
10 9 : 8 


飼 育 方 法 は 第 1 実験 と ほぼ 同様 で ある が , た だ スト ッ 
ク 用 の 集合 区 の 場合 , 7,8 齢 期 以 後に は と こみ あい の 影響 
を 避け る た め 大 形 の シャ ー レ (内 径 11 cm, BX 7cm) 
に 移し 変え た 。 ユ 1 頭 へ の 分 離 は , 1 見 期 に は 卵 の か ら を 
食べ た の ち , 2 貞 期 以後 は 集団 脱皮 終了 後 の 休止 期中 に 
行なっ た 。 飼 育 は ・27.5°C, 16H AB ORIBSN CH 
な い , 食 草 と し て は ツバ キ の 新 葉 を 表皮 に 傷 を つけ る こと 
と な くそ の まま 与え た 。 

2.  R 

FLOR OVA WELKER, 前述 の よう に 
ユ 頭 隔離 伺 育 の スト ッ ク と し て 使用 し た た め に , wAIIc 
ょ っ て を その 集団 を 構成 する 個体 数 は 異な る 。 LAK OBE 
TRE C, D 両 集団 を 通じ て 2 見 期 に 最も 高かっ た (第 
AR). 野外 お よび 室内 飼育 の 集団 で も , 1 へ 3 WIFE 
CERT EMME TVS. (UA, 1957, 1958a)8 

1~3 の 各 齢 期 に 1 頭 に 隔離 し た 場合 は 発育 を 完了 し 
た 個体 は な か っ た 。 C,D と も 4 上山 以 後に 隔離 し た 場合 
は 発育 を 完了 する 個体 が 現われ た が , “5 (ERR 
期 が お そく な る に つれ て 上 昇 し , C で は 6 見 以後 , D で 


は 7 齢 以後 に 隔離 し た も の は 全く 死亡 し な か っ た (第 5 
表 )。 。 
以上 の 結果 か ら , チャ ドク ガ 幼 虫 に られ る BAM 
は , 1~3 見 期 に お ける 幼 虫 の 生存 に 対し て 特に 重要 な 
意味 を も つと と が わか る 8 また 一 般 に とこ の 時 期 の 幼虫 ば 
悪 条 件 に 対し て る 特に 抵抗 力 が 弱い よう で ある 。 
SPR RARE mie 資料 が 少な い が , MEME L BLY mI 


に 隔離 し た 場合 ほど その 平均 発育 日数 は 長く な る 傾向 が 


あり , 幼 虫 期 を 通じ て 集合 飼育 し た 場合 の 平均 値 が 最も 


短い (第 6 表 )。 HBT E RHA DATO 4h BATTS LES 


長く , 個体 に よる 変異 も 大 きい 。 


FIR 1 OWE E ER, FBI CHEB DS <7 
PS WBE LE IE EWERO SV MRO BER ISS, ま 
TEPID AER OWES CHOC, SL WEHAIC HABE 


た 区 ほど 大 きく な る 傾向 が あぁっ た (第 7 表 )。 


"集合 区 で は 終 齢 に な る まで 全 個体 が 一 斉 に 脱皮 を 行 な 
うか から, シャーレ 内 で は 終 齢 期 を 除け ば 各 齢 期間 に 個体 


変 嘩 は み ら れ な い が , ある 油 期 に 1 頭 飼 育 に 移す と 次 の 
腕 度 まで の 日 数 は 集合 区 より 長く な り , か つ 個 体 に よる 


4 


& 
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BER チャ ドク ガ 幼 虫 を 各 齢 期 に 隔離 し た 場合 の 幼虫 期間 , さ な き 期間, 終 
Hh) AO Gas KOS te NRE (Sh Hoi + PAE) 
: 幼虫 期間 さなぎ 期間 HE th 3) Ht © GE 7 ¥ (KE 
RHE HE MER | MEMBER (i) (A) (1/50mm) (mg) 
a 3 2 85.5+ 9.2 13.5+0.7 102.1+2.1 53.04 1.4 
9 1 31 12 113 85 
3 3 73.0+ 3.6  12.7+0.6 98.044.6 47.34 4.5 
g 4 82.3412.8  12.541.3 112.8+4.6 82.5+10.8 
P 3 7 74.6+ 8.8  12.940.9 98.144.2 47.94 7:6 ° 
2 3 81.7+10.0°  -12.3+41.2 111.343.4 80.7+19.4 
F 3 5 3.2 8.3: 42.840.7 101.2+4.1 47.3 77 
2 5 73.64 6.5  12.0+41.2 114.6+3.6 84.2+ 8.5 
: 8 6 CT 12.840.7 101.2+1.9 51.54 6.0 
g 4 Wes ee ots 340.9 115.34+2.8 85.5+12.5 | 
ads 区 9 T7019 T2207 100.8 上 2.9 50.7+ 6.8 
ta 9 8 BOE TT —12.040.9 112.6+3.0 80.8+ 7.4 
4 ith 2 1 73 13 103 112 
5 9 3 83.8434.5' 14.041.7 120.7+6.7 153.7+33.8 
i 3 1 88 15 112 72 
9 3 80.7+ 6.4  14.340.6 121.343.2 134.34 3.2 
5 3 4 81.2+16.2 15.0+0.8 105.0+5.8 66.7+ 3.3 
9 6 80.0414.0 14.541.2 118.2+7.7 115.24+25.2 
: 3 3 "Ot 5.2 14.4129 100.0+1.0 64.0+ 1.7 
9 5 B10 6.0. weld Bate 115.44+4.6 116.0+21.3 
yu $ 3 79.74 7.2  14.0+1.0 107.7+0.6 68.3+ 4.5 
9 7 Th 64d. 9" 14 9-10 115.9+4.9 106.1+16.3 
a $ 5 76.2+ 82 14.640.9 107.8+4.3 61.8+ 6.3 
2 at 4 TA Ga) dole a S150 TS 121.8+4.6 123.3+12.6 
RSS ES ea See 9 71.64 7.0 .. 15,0+0.5 105.9+2.2 67.9+ 7.8 
集合 区 | 9 7 74.04 4.7- - 15.4£0.8 118.343.5 115.7+19.4 
第 7 表 Fx ED WY 2 ei Ic MEU 7c っ た 6 
| 場合 の 齢 数 の 変化 終 齢 幼虫 の 頭 幅 , さなぎ 体重 。 さなぎ 期間 KML 
; Rew | OF TO - 1b 12) 6138 #14 の 頭 幅 あ るい は さなぎ 体重 に は , 隔離 齢 期 , 齢 数 , 発育 
le ; ; 日数 な どの 相 異 た よる 差 は ほとん ど 認 め ら れず , RAI 
5 3 3 1 程 に お ける 脱皮 回 数 の 変化 に よっ て 最終 的 な 幼虫 の 大 き 
Oa Ge > ave hae rere さき は 一 様 に な る 傾向 が ある と みな され る (第 6 表 )。 
8 2 5 2 1 さなぎ 期間 の 長 さ は 幼虫 期間 の 長短 と は 無関係 の よう 
gam | 1 las 3 C, 各区 の 平均 日 数 に は 隔離 齢 期 の 違い に よる 差 は 認め 
, られ な い (第 6 表 )。 
ee ae , V. マイ マイ ガ が 幼虫 の 個体 数 を 
. 1 ° 2 1 BACOMBER 
hive COLeR > 4 1. 材料 と 方 法 
| SPREAD DON LY Quercus 
集合 区 a0 : 7 phillyraeoides A. Gray の か きれ ね 付近 に 産 付 され て い 


j 


変異 が 顕 蓋 に 現われ る (第 1 図 )。 それ 以後 の 各 齢 期 の 
霞 さ は 集合 区 の それ より 長い も の も 短い も の も あり , を 
の 変異 の 幅 は 集合 区 に 対し て だ いた い +2 日 以内 TH 


た 1 卵 塊 で , 4 月 13: 日 に ふ化 し た 。 飼 育 の 方 法 は チャ 


ドク ガ の 場合 と ほぼ 同様 で , 


内 径 約 11 cm, 高 さ 約 7 


cm の 腰 高 シャ ー レ を 飼育 容器 と し た 。 食 草 は アラ カシ 
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Quercus glauca Tuuns. の 新 葉 を 与え 毎 目 
BEL Io BRA OF AEE {OD BONO 2> 


Va 
9 


ら を 食い 終わ っ た 直後 に 行なっ た 。 期 間 中 の =H 
温度 は 23~27°C に 保ち 自然 日 長 下 で fial 
BLlKo 40 
2. fA 

幼虫 期間 お よび さなぎ 期間 20 頭 区 を 除い 
CHEETA RST ACHE Lo 2H, 


以上 の 区 で は 幼虫 が 偶然 接触 する と 互い に 体 ん 
の 前 半 を 左右 に 急激 で 振っ て むし ろ そ の 場 か 

SHU SAML LS. CONIA DBED pe 40 
に じ た が っ て 強く な る 傾向 が あっ た 。 

本 実 険 で は 幼虫 の 齢 数 は 雌雄 に より 異な っ % 
た 。 資料 が 少な い の で 比較 が 困難 で ある が , 
幼 是 期間 は 1 頭 区 で 最長 と な り , 2,5 頭 区 で 
は 1 頭 区 より る も 短縮 され る が , 10 頭 区 で は 青 
の CI Ve —V bY 40 
の 個体 数 の 多い 区 で は , 幼虫 の 発育 に 伴い 次 


第 に 接触 機会 の 増加 (前 述 の よう に 掴 食 中 に * 


触れ あう と 回 避 行 動 を と る ), BO Hyer 
CORE SBD, 発育 目 数 を 再び 増加 さ 
せる 方 向 に 作用 し た も の と 思わ れる 。20 頭 区 
で は この 悪影響 は 4 齢 末期 か ら す で に 現われ 
た の で 実験 を 中 止 し た 。 

1~3 回 上 中 の 腕 度 まで は 雌雄 六 よ び 個体 数 に よる 発育 
WED Fe RULE E AV ETE < RRICRE LEDS, 4 HAD B 
は 同一 シャ ー レ 内 で る も 変異 が 生じ て きた 。 MIRO MA 
間 の 個体 数 区 に よる 差 は 主として 4 回目 の 脱皮 以後 の 発 
育 の 差異 に 若 づ くも の で あぁ る と 思わ れる 。 

さなぎ 期間 は 1 頭 区 に 比べ て 2 頭 以 上 の 区 で は 短縮 さ 
れ て いる が , 10 頭 区 で は 幼虫 期間 に お いて 見 られ た よう 
な 延長 は 生じ な か っ た 。 


HAIG Hh ® Bo & ab 


BAe BSR 


fi JH fA (A) 
6 8 10 
i 38 fl (a) 
第 1 図 チャ ドク が ガ (C), wae is Kho 


fits JON a) El ke D AE FR 
1 頭 区 ーー : 集合 区 (ストック) 


QROBM, さなぎ 体重 お よび 蔵 卵 数 頭 幅 は 雌雄 を 
区 別 せ ず に 測定 し た が, 終 齢 幼虫 に つい て は 測る こと が 
で き な か っ た 。 頭 幅 の 成長 過程 を みる と , RRND S 
以前 に すでに 1 頭 区 の ほう が 大 きい 傾向 が 認め られ る 8 

さなぎ の 体重 は 個体 数 の 多い 区 ほど 軽く な っ て いる 
Ds, COWIE sV tk OPE CHS (第 8 表 )。 

FIN BOLE LC SRS ABOK) LE PINIC HY, 10 
GAR ClL 1 頭 区 の 約 半 分 に 減少 し て いる (第 8 R)o 


第 8 表 マイ マイ ガ 幼 虫 の 個体 数 別 飼 育た に お ける 幼虫 期間 , さなぎ 期間 , 
さき なき 体重 お よび 蔵 卵 数 (平均 値 十 標準 偏差 ) 


oe Ni # i ad な さき 体 
区 we HE | 調査 個体 数 Tee Sense a 蔵 9B 数 
1 頭 区 8 2 36.0+1.4 16.0+1.4 1.775+0.134 
2 5 41.4+1.4 13.4+0.5 4.520+0.752 1181.3+224.0 
9 5 Uf 32.4+0.8 14.4+0.8 1.703+40.166 
(e) 3 36.7 土 1.5 11.3+0.6 3.517+0.268 830.3+144.2 
5 8 13 32.1 土 2.0 14.6+0.5 1.449+0.179 
©) 11 36.8+42.9 11.3+0.9 2.928+0.657 625.1+4120.7 
10 8 19 33.7+1.4 13.6+0.6 1.285-+0.144 f ; 
2 Loe 38.1+1.9 11.1+0.8 2.78240. 432 571.1+ 87.0 
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V・ 考 As 
チャ ドク が ガ の よう に 幼虫 が 集団 を つく っ て 生活 する も 
の で は , 容器 内 の 幼虫 数 は 密度 と いう 概念 より る 集団 の 
秦 き さと いう 観点 か ら 考 えた ほう が 妥当 で ある と 思わ れ 
Do チャ ドク ガ 幼 虫 を 若 齢 期 に 集団 か ら 取 り 出 し て 隔離 
飼育 する と 大 部 分 の 個体 が 死亡 し て し まう こと, また 2 
3 頭 の ご く 小さ い グ ルー プ の 飼育 ある い は 中 齢 期 以 後 


上 者 が わか っ た が , これ ら の 結果 は 本 種 の 幼虫 の 示す 集合 
吐 の 意義 を 考え る 上 に 興味 が あぁ る 。 すなわち 相当 数 の 個 
床 が 集団 と な る こと こと に よっ て 初め て 幼虫 の 生存 が 可能 と 
0, 集団 内 の 各個 体 の 発育 は そろ えら れ 促 進 さ れる 。 
帳 か も 食 葉 の 汚染 な どの と こみ あいの 悪影響 を 生じ な いか 
立 り , 大 き な 集 団 ほ ど そ の 効果 は 大 きい も の と 思わ れる 。 
SI ab gh rig 
LS Ds, 生存 に 直接 関係 し て いる の は 少な く と る 実験 条 
eR pee: Et a 
本 の 大 き さ あ る い は 何 齢 まで 集団 と し て 生活 し た か は 。, 
幼虫 期間 に お ける 死亡 率 や 発育 経過 に は 大 きい 影響 を 及 
ほす が , 生育 を 完了 し ゃ た 個体 に つい て みる と , その 大 
SS (RMA RO SR, SHS), さなぎ 期間 , 蔵 卵 
な ど に は 大 き な 差 異 だ な み られ な いと と で ある 。 こ と これ は 
マイ マイ ガ の 場合 の 現われ 方 と 非常 に 異な る 点 で ある 。 


MOL ST HM ODML CHET SOR, 容器 あたり 1 頭 
MaBE LCRA UTS PELILABNEVOAMD, さなぎ 
AECKAO MIRILRLKCHS. 幼虫 の 発育 日 数 は 
共 頭 区 が 最も 長く , 2 頭 以 上 の 区 で は 短縮 され る が , 同 
様 な 現象 は Pieris brassicae L., Plusia gamma L., 
Diataraxia oleracea L. (Lone, 1953) 7 Sa 
ucania unipuncta HawortH (jig, 1956) な ど に お い 
CEMENTS. 

| PAIL 952) に よる と , チャ ドク ガ の 室内 飼育 の 第 1 
{EHND 1 Wk a7 0 OPE FORDERCIS 2 卵 塊 の 場合 が 多く , 
護 初 に 産 付 さ れる 卵 塊 の ほう が 卵 粒 数 は 多い 。 前 述 の よ 


D bale fil FICK > CT FEA TERETE POR AEF SO 
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うに 1 卵 塊 あ た り の 卵 粒 数 は 幼虫 集団 の 大 き さ を 第 一 ご 
規定 する も の で ある だ け に , 野外 に お ける 1 雌 あ た り の 
産 下 卵 塊 数 お よび その 卵 塊 の 大 小 は , 本 種 の 生活 と に と っ 
て 大 き な 意 味 を も っ て いる と 思わ れる 。 
VY. = 約 
チャ ドク が ガ が も マイ マイ ガ が ガ も 卵 は 卵 塊 と 
が その 幼虫 の 習性 は 異な り , Fe FX HOMME RWAIT 
達する まで 密接 に 集合 し 集団 的 に 行動 する が , 一 方 マイ 
マイ ガ は と の よう な 集合 性 は 示さ な い 。 


し て 産 付 され る 


~ 両 種 の 室内 で の 飼育 に よる と , チャ ドク ガ で は 集団 の 


個体 数 が 少な い ほ ど 死 亡 率 が 高く , 幼虫 期間 も 長く な り , 
PERILS <hoteo EPMA PAT DD) oh % 4S I 
ユ 頭 に 分 離し た 場合 に も , 早い 齢 期 た に 隔 見 し た も の ほど 
死亡 率 が 高く , 幼虫 期間 も 増加 する 傾向 が あぁ っ た 。 こ と 
に 若 齢 C1 ~ 3 iis) 期 に 隔離 し た も の は 発育 を 完了 する . 
と と が で き な か っ た 。 し か し さなぎ 期間 , 終 齢 幼虫 の 頭 
幅 , STREAM, 上 蔵 卵 数 に つい て は , 集団 の 大 小 あ る い 
は 隔離 齢 期 に よる 差 は 認め られ な か っ た 。 
マイ マイ ガ が では, 幼虫 期間 , さなぎ 期間 , 幼虫 の 頭 幅 , 
さなぎ 体重 お よび 上 蔵 卵 数 な ど は 1 頭 区 に お いて 最大 に な 
り , 容器 あたり の 個体 数 が 増加 する に し た が いこ と これ ら は 
減少 する 傾向 が 認め られ た 。 し か し 幼虫 期間 は 中 間 区 で 
最小 と な っ た 。 
We 5l A x me 
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Summary 


Effect of Individual Number on the Development and Survival of the Larvae 
of Two Lymantriid Species Living in Aggregation and in Scattering 


By Kuniyasu Mizuta 


Entomological Laboratory, Kyoto University, Kyoto 


Although both the tea-tussock moth, Euproctis 
gypsy moth, 
in tight 


pseudoconspersa Strand and the 
Lymantria dispar L. lay their eggs 
cluster, the larvae of the former live in compact 
aggregation until they reach to the last instar, 
while the larvae of the latter disperse out within 
a few days after hatching. Laboratory experi- 
ments were carried out to clear up the effect of 
individual number on the survival and develop- 
ment of the larvae of these species. 
Euproctis pseudoconspersa STRAND 

The larvae which hatched out from one egg- 
mass were reared at 1, 2, 5, 10, 20 and 40 
individuals per vessel under a temperature of 
23~27°C with the natural light condition. When 
the larvae were kept singly or in pairs, most of 
On 
the other hand, if 5 or more individuals were 


them wandered and died without feeding. 


reared together, they made a group and developed 
successfully. The larval duration seemed to 
increase with decreasing the number of larvae in 
association, because the larvae in smaller groups 
generally took more instars. However, the pupal 
duration, the weight of pupa and the fecundity 
did not differ significantly, unless the ill effect 
of overcrowding was brought about. 

The larvae were isolated toa solitary condition 
at each instar until which they had been reared 


in mass, and were further bred under a tempera- 


At 


the younger instar the larvae were isolated, the 


ture of 27.5°C with a day-length of 16 hours. 


higher the mortality of them tended to be. 
Especially, none of the larvae isolated at the Ist 
to 3rd instar could survive, while those isolated 
after the 7th instar did not die atall. The larval 


duration and the number of ecdysis were increased 


by the isolation at younger instars. . However, 


there seemed to be no difference in the pupal 


duration, the head width of the last instar larva 
the weight of pupa and the number of eggs per 
female. 

Lymantria dispar L. 

The larvae were reared at 1, 2, 5, 10 and 20 
individuals per vessel under a temperature of 
23~27°C and the natural light condition. In every 
culture all the larvae developed successfully. 
With the increase of the number of larvae per 
vessel, the larval and pupal durations, the weight 
of pupa and the fecundity decreased progressively. 

Thus, the formation and maintenance of agere- 
gation are essential for the larval life of Euproctis 
ill effect “am 
undercrowding is brought about by the artificial 


pseudoconspersa STRAND and the 
isolation of larvae. On the contrary, when the 
larvae of Lymantria dispar L. which show no 
the 


adverse effect of overcrowding tends to appear. 


strong aggregation are crowded together, 


ee Wales Ss ste 


| 従来 害虫 の 生息 密度 が その 諸 形 質 に いろ いろ な 変異 を 
境 た ら す こと が 報告 され , 大 発生 時 と 普通 発生 時 と で 全 
きき 異な っ た 個体 が 現われ る こと と が 知ら れ て いる (Uva- 
ov, 1921; Lone, 1953 ほか )。 そこ と で 筆者 は 重要 な を 
( 読 ) 菜 害虫 の 一 つ で ある モン シロ チョ ッ ウ Pieris rapae 
erucivora を 用 いて , その 生息 密度 が 外部 的 形質 ば か り 
「 き なく 内 部 的 形質 (精巣 の 発育 状態 お よび お も な 内 分 泌 
官 つ まり アラ タ 体 と いん こう (WR) 下 神 
BROKE S) に も どの よう な 影響 を も た ら 
等 か を 追 完 し た 。 
本 文 に は いる に 先 だ ち , 終始 ご 指導 ご べ ん 
FO HERE) くだ さっ た 内 田 俊 郎 教授 , 河野 
達郎 助教 授 を は じ め 当 研究 室 SIC < 
礼 中 し 上 げ る 。 
MBs LOBE 
| 用 いた モン ショ チョ ウッ は 1958 ER, 当 研 
発 室 近 くの一 杯 寺 付 近 の キャ ベツ 畑 で 成虫 を 
REL, リ ジ シャ ー ル 式 採卵 法 に よっ て 室内 で 
大量 採卵 を 行ない , これ より 一 斉 に ふ HD 
し た 幼虫 で ある 。 飼育 条件 は 25°C の 恒 
i, 自然 日 長 下 で 行ない , Bice LCS x 
ジ ペ ツ の 菜 を 与え た 。 そ の 量 は 個体 数 に 大 体 比 
レ し た 量 で , 次 回 給 飼 時 に な お 少量 を 残し て 
る 程度 で ある 。 実験 密度 区 は , 昔 独 区 (1 
A), 中 間 区 (2 頭 お よび 5 頭 ), 密集 区 (20 
AH) の 3 段階 と し , それ ぞ れ 直径 
&3cm の ガラ ス 容 器 を 用 いて 飼育 し た 。 ま 
若い ずれ の 容器 も 直径 2 cm 大 の 円 形 穴 が 中 
RICDSHIARREL, その 穴 に は 紙 を は 
苦 て ガラ ス 容 器 内 の 過 湿 を 防ぎ , また さら に 
通気 を も 良好 に する よう に し た 。 一 方 ガラ ス 
器 の 底 に は 吸湿 紙 を 敷き , 余分 の 水分 を 吸 
WEY, 毎日 給 飼 時 に 取り 替え た 。 ま た 各区 


1 喜 都 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 室 業 績 339-5 
(1960 年 7 月 5 日 受領 ) 


8cm, 高 


モン シロ チョ ツウ の 幼虫 密度 が 発育 及ぼす 影 線 に ついて! 


xe A tf 武 
京都 大 学 農学 部 昆虫 学研 究 室 


と も 途中 で 死亡 個体 の 現われ た 場合 に は , その 区 の 個体 
を すべ て 混合 し を た た び 一 定 の 密度 に 保っ た (RELI 


記 率 調査 を 除く )。 WISTS GW 45 密度 と は , ガラ ス 容 
器 の 空間 あたり の 個体 数 で あぁ る 。 
結 Re 

DREEOMRHAICRIET RSE 

発育 速度 AMICK CMBR ICL oh heAO 
変化 は 認め られ な い が , 発育 日 数 に は めい りょう な 差 が が 
— % 

mea 7 


72 (158) 


Fz) ITA] 


(理数 ) 
第 1 図 幼虫 の 発育 日 数 
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154 日 本 応用 動物 尾 虫 学 


み ら れ る (第 1 図 )。 すなわち ぁみ 化 か ら 化 よう GH) まで 
の 旧 数 を みる と , 中 間 区 で 最も 発育 が 速く , 単独 区 , 密 
集 区 で は お そい 。 こ の 遅れ は 特に 昔 独 区 で 頭 閉 で ある 。 
な お 各区 と も 雌雄 に よる 差 は 認め られ な か っ た 。 HH 


異 の 大 きき さ に も 特徴 的 な 差 が み ら れ , 中 間 区 は 他 区 に 比 
べ て 小さ い 。 すなわち 中 間 区 で 両性 と も 発育 速度 が 速 


く ,, 同 時 に 個体 変異 も 小さ か っ た 。 

精巣 の 発育 生息 密度 を 異 に する こと に よっ て , 内 部 
的 に どの よう な 変化 を 生ずる か を みる た め に , まず 精巣 
. の 発育 状態 を 外観 的 に 観察 し た 。 すなわち 5 wee 
; Og tle AEE DS B random に 取り 出し , Bouin 氏 
YCHE LEO DAL, 1 対 の 精巣 を 填 出 させ て 万 能 
般 影 器 を 用 いて その 長径 お よび 短 径 を 測定 する と 同時 
Wc, 容積 指数 Gee x IPE?) を 求め て , その 発育 状態 の 
指標 と し た 。 そ の 結果 を 第 1 表 に 示し た 。 すなわち 中 間 
区 (5 頭 ) で 大 きく , 他 の 区 の 間 に は 顕著 な 差 は みなみ られ 
な か っ た 。 各 密 度 区 と も に 個体 変異 が 大 きく , は っ きり 
と 断定 は で き な い まで も 密度 間 の 差異 の 傾向 を 伺う に は 
十分 で ある 。 結局, 幼虫 の 発育 速度 が 速く な れ ば な る に ほ 
ど 精 巣 も 大 きく な る 。 

その 他 の 内 部 器官 の 変化 次 に 休眠 ゃ や 腕 皮 成長 に 関係 
の ある お も な 内 分 泌 器 官 の 大 き さ の 変化 を 調べ た 。5 HS 
Wi 2 AAO Wee 各区 か ら 雌雄 いっ し ょ に random 


RIA 精巣 の 大 きき さ (5 MMA) 


| 
会 誌 BAA B3e 
第 3 表 いん と う 下 神経 球 の 大 きき さ (5208) — 
hw ih 5 20 
測定 個体 数 | 11 7 72. 
平均 mp 0.47 0.41 0.38 
E | Beh 0.06 0.02 0.02 
0 1D TH 4.43 5.53 
t45 (iam) | 0.40. 0.39 ~~ 0.34 . 
短 fK | EME ZE 0.05 0.02 0.01 
変異 係数 (%) | 12.30 4.66 3.79 
「 第 4 表 WOM (Sw AR) 
wh 虫 wm 鹿 1 2 5 20 
| 測定 個体 数 15 9 0 
ie | 32 #9 (mg) | 55.8 58.6 54.6 51.0 
|「 標準 偏差 6.50. 5.40. S70 
|「 変異 係数 (%) | 11.60 9.20 3.10 6.70 
「 測定 個体 数 | 10 9 9 10 3 
ie | 32 #3 (mg) | 55.6 57.9 59.4 50.4 
標準 偏差 6.40 6.40 2.60 5.40 
| FES KB(%) | 11.50 11.20 4.4 ioe 


yon Re EF Davai 2 5 20 
測定 個体 数 | 19° 9h) . sau.) bop 
SZ # (mm) | 0.82 0.81 0.97 0.83 
長 径 | 標準 偏差 0.09 0.09 0.10 0.11 
変異 係数 (%) | 11.00 10.80 10.30 13.20 
3Z # (mm) | 0.36 0.38 0.44 0.37 
短 径 | 標準 偏差 Oy O05 O05 O05 
変異 係数 (%) | 10.00 11.80 11.60 12.70 
SATE Ex 2) 0.11 0.12 0.18 0.12 
第 2 表 アラ タ 体 の 大 き さ (52 0B) 
oy 虫 密 度 | 1 5 20 
測定 個体 数 oe 6 8 
ne : 均 (mm) 0.10 0.10 0.13 
長 径 | 標準 AE ff 0.019 0.018 0.020 
変異 係数 (%) 18.63 18.56 15.15 
平 均 (mm) 0.08 0.08 0.11 
iE | AME ME 0.013 0.014 0.030 
変異 係数 (%) 16.25 18.18 28.57 


に 取り 出し , Bouin 氏 液 で 固定 し た の ち Re ia i 
て バア ラ タ 体 お よび い め こう 下 神 経 球 を 精巣 の 場合 と 同 
じょう に し て , その 長径 と 短 径 を 測定 セ だ 。 CORRE 
それ ぞ れ 第 2 表 お よび 第 3 表 に 示し た 。 7 7, 7 RS 
区 で 大 きく , 単独 区 お よび 中 間 区 (5 頭 ) で は 小さ い 和 | 
一 方 いん こう 下 促 総 球 は 単独 区 で 大 きく , FERC ISAS 
EVs 
幼虫 の 体重 5 pines 後 の 幼 虫 を 各区 か ら 雌 護 別 曽 
random に 取り 出し , トー ショ ン バ ラ ンス を 用 いて 測 層 


し た 。 そ の 結果 を 第 4 RICH LR. MBO KMS HD 


で 最も 重く , 密集 区 で は 軽い が , MROMOM EL AD 
Cad bIvitm7 Ko » 
幼虫 期 の 死 記 率 ふ化 か ら 化 よう に 至る まで の 期間 


中 , 2 日 ご と に その 死亡 虫 数 を 各区 別に 調査 し , その 
果 を 第 2 図 に 示し た 。 幼虫 の 死亡 率 は 中 間 区 で 低く 3 
%), 密集 区 で は 高い (43%) とこ と が わか っ た 。 KM 
積 死亡 率 曲 線 の 形 か ら , 中 間 区 で は 死亡 虫 は ふ化 後 2 マ や 
10 日 の 間 に 現われ る が , 単独 区 で は ふ化 か ら 化 き 装 
で 連続 し て 現われ る 傾向 が ある 。 RICHER Cee 
が ぁみ 化 後 7~16 日 まで 急激 に 現われ た 。 

幼虫 密度 の さなぎ の 形質 に 及ぼ す 影 響 

さなぎ の 体重 よう 化 直 後 の 個体 を 各区 か ら random 
に 取り 出し MEMERNICh-YaYNDVATCHBELKoE 
その 結果 を 第 5 RICHI. SHERBIIHHK CHS, 


1960 年 9 月 


Ko 


森本 : 


7 : 単独 区 (幼虫 寄 度 7) 
22 PME (HR 2) 
5: PRE (MRBRS) 
20: BRE (th RBH) 


3 5 7 9 11 13 15 17 19 (21 


4 6 8 LOLS 32 45 8 on, 3F 
ふ化 後 の 日 数 
第 2 図 幼虫 期間 の 累積 死亡 率 曲 線 


密集 区 で 軽い 。 また 各区 と も ME VMEDIES AD 重かっ 


さなぎ の 期間 各区 雌雄 別 に 示し た の が 第 6 表 で あ 
“HSH さなぎ の 体重 ( 化 よ う 1 日 目 ) 


ee ts 


EYYOF eI OMA ME dR 
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る 。 す な わ ち 各区 の 問 の 差異 は ほとん ど 認 め 
られ ず , 約 7.5 日 で あっ た 。 幼虫 期間 は 各区 
の 間 に 顕 閉 な 差異 が 認め られ る の に さなぎ の 
期間 に は 差異 が な いわ け で ある 。 


成虫 の 体重 


羽化 率 


よう 化 率 お よび さなぎ の 死亡 率 各 密 度 区 
別に 第 7 表 に 示し た 。 よ ょ よう 化 率 は 中 聞 区 で 高 
く 82~97% で あり ,・ 密集 区 で は きわ め て 低く 
55% で あっ た 。 一 方 さなぎ の 死亡 率 ぼ 中 間 
区 で は 0%, 密集 区 で は 20% で あっ た 。 KE 
亡 さ な ぎの 現われ る の ば よう 化 後 1~2 日 目 
で あっ て , それ 以後 は 全く 現われ な か っ た 。 


幼虫 密度 の 成虫 の 形質 に 及ぼ す 影 響 


羽化 新 成 虫 の は ね が 伸び 切っ 
エー テル で 麻 醒 し 
て トー ショ ン パ バ パラ ンス で 雌雄 別に 測定 し た 。 
| その 結果 を 第 8 表 に 示す 。 すなわち 幼虫 , よ 
う 期 の 場合 と 同様 に , 中 間 区 (5 頭 ) で 重く , 
密集 区 で 軽い 傾向 が 伺わ れ た 。 


た と き に 排出 物 を 出さ せ , 


羽化 率 を 第 9 表 に 示し た 。 こ と これ は 
中 間 区 で 高く , 密集 区 で は 低い 。 


雌 成 虫 の 寿命 未 交 尾 の 雌 と 交尾 し た 雌 の 寿命 を 各区 
を 得 た 。 未 交尾 の 雌 


別に 調べ た と こら, 第 3 図 に 示す 結果 
も 交尾 し た 上 駿 も いずれ も ハチ ミツ を えさ と し て 与え , キ 


8 Bw | 1 2 5 1 38 第 7 表 よう 化 率 お よび さなぎ の 期間 の 死亡 率 
測定 個体 数 「 30 10 20 22 oh 虫 密 度 1 2 5 20 
KE 平 #3 (mg) |179.0 198.0 190.0 146.0 A 6 mB 81 32 50 101 
標準 偏差 35.80 10.30 21.40 15.10 ——— 
変異 係数 (%) | 20.00 5.20 11.20 10.40 Ee nA, BE 60 31 41 56 
測定 個体 数 | 24 21 20 13 k 35 #6 # (%) | 74.07 96.88 82.10 55.45 
fe | 平 均 (mg) |147.0 176.0 183.0 131.0 死亡 き な ぎ 数 8 0 0 18 
標準 偏差 29.00 18.60 23.50 12.50 
変異 係数 (⑳6) | 19.70 10.50 13.00 9.50 よう 期間 の 死亡 率 (%)| 13.33 0 0 32.24 
第 6 表 さなぎ の 期間 第 8 表 成虫 の 体重 (羽化 直後 ) 
ee incleme ges | t=) うき る に 8 20 幼虫 @ me | 1 5 20 
観察 個体 数 | 26 10 20 23 測定 個体 数 15 6 6 
RB GD ZO CZ 7.7 7.9 雄 | 平 均 (mg)|91.67 105.00 58.34 
標準 偏差 0.78 0.10 0.09 0.74 標準 偏差 18.13 30.56 15.66 
変異 係数 (%) | 10.30 1.30 14.10 9.30 | SUR (%) | 19.78 29.10 26.83 
| MRKR | 23 21 2 13 測定 個体 数 27 17 11 
4 7.2 71 7.2 Mf 平均 (mg) | 88.70 105.59 64.06 
標準 偏差 0.71 0.79 0.54 0.77 標準 偏差 | 20.75 25.56 22.35 
変異 係数 (%) | 9.60 11.00 7.60 10.70 変異 係数 (%%) | 23.39 24.21 34.89 
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第 9 表 WB 化 率 
ci ae Wd ee 
3 He Sh oe 数 “81 32. 50 101 
te wk He Be | Souemett Saya 0-38 
羽 &  (%) 64.20 96.88 82.10 37.62 


(2m) => at 


Sh FD FA BE 
人 第 3 図 he HD AF fp 


A: RACBO hw, B: 2¢U tc ae 

4 NY eh ZTE AA RO PICAN THA Lo FALE O 
HOM MIS KL BIC 6 A CHIIERWY BIER, FE 
EE Lett CreHieOZnrkEN de <hO, 単独 区 お よび 
Pe Crk 5.5 卓 7 密集 医 で (3151 上 と 短く な る と 
が 明らか と な っ た 。 


老 a 


と れ ら の 結果 か ら , SBE DIBA AICHE 
か り で な く , 内 部 形質 (精巣, アラ タ 体 お よび いん こう 
下 神 経 球 の 大 き さ ) に る 何ら か の 影響 を 与え て いる と と 
が わか っ た 。 生殖 せん UR) OBA, 特 た 次代 へ の 増 

直 能 力 か ら 考 えて きわ め て 重要 な 間 題 で ある 。 幼 虫 密度 
Rs RE 
PLC EEBILE DED L, ひい て は 成虫 の 生理 的 
状態 に 対し て も 影響 を 与え る と 考え られ る 。 この よう 
DE OR BER 
みる と , 生理 的 活力 (physiological activity) は 2~ 
5 頭 の 中 間 区 で 最も 高い こと が 推測 され , モン シロ ョ チョ 
ウツ の 発育 に 対す る 密度 効果 の 現われ 方 が Arrgg 型 と 一 
致し , 中 間 の 密度 に お いて 最適 な 点 を も っ て いる と 考え 
られ る (Arrrr et al., 1955), 一 方 , 本 種 と 同属 の Pieris 
Ch, 幼 虫 の 発育 は 生息 密度 の 増加 に 伴っ て 
促進 され , また さなぎ の 体重 は 中 間 密度 (2~4 頭 ) で 
重く な る こと が 報告 され て いる (Warzinsxi, 1939: 
Lone, 1953), モン シロ チョ ウ が , ば ら ば ら に 1 卵 ず つ 


brassicae 
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産卵 する 種 で ある の に 対し , 後者 は 卵 塊 と し て 産卵 する 
種 で あっ て , SALE D FAABHN CURT BART TC 
EMMOIVTVS (Lone, 1955), CO うに 産卵 習性 
や 群集 性 が 異な っ た 両 種 で , 密度 に 対す る 反応 が まく 似 


て いる こと は 興味 ある 事実 で ある 。 他方 , A ABE 


+ 


A hf: omer 


存 し て 体 色 の 変化 を と もたらす 種類 すなわち ウッ ウ ワ バ の 一 種 


Plusia gamma (Lone, 1953), 
unipuncta (jz, 1956) お よび ョ トウ ガ Barathra bras- 
sicae (FH, 1954, 1956) で は , 体 色 と 発育 と の 関係 が 


LAE SN, RRO SMR ED ORME 


進 さ れる 傾向 が ある 。 


生息 密度 が こん 躍 の 形質 に 及ぼ す 影 響 は , MOK I 
過程 を 経て 発現 する も の も ある と 考え られ る 。 す な わ 
ち , {AT OFA ELVES ae REAR A WE AL 


(RB AOZIL, CHhS.o LPLWEECTICCABR 
用 いて この 過程 を 明らか に し た 仕事 は ほとん ど な い が な が ) 


ほ ( 嗜 ) 乳 動 物 の ネズ ミ を 使っ て と の 過程 の 一 部 が 研究 
され て いる 。 つ まり 生島 密度 の 増加 に 伴っ て 個体 間 の 王 
WAVE, その 結果 と し て ホル モン 異常 を 起こ し 内 分 滋 | 
せん 異常 と な っ て 築 殖 力 を 減じ , 次 代 の 個体 数 を 急速 
減少 きせ る の で ある (Curistian & Davis, 1955), CF F 
こと ん 虫 に お いて も と の ネズ ミ と 同様 な 現象 が 
ある の で は な いか と いう 仮定 の も と に , 各 密度 区 の 幼虫 
の 内 分 淡 器 官 の 大 きき さ を は か り ), その 活動 の 程度 を 比較 
に っ いて 8 
は すでに 多く の 人 人 々 に よっ で て 明らか に され て いる 8 
な わ ち , アラ タ 係 は 生殖 せん ( 腺 ) の 発育 を 促進 する ホリ 


で 筆者 は , 


する 指標 ど むし た 。 TAHD 内 分 泌 器 官 の! 機能 


ル モ ン を , 生 産 す る と と も に 
1954; 4, 1939), と ん 虫 体 の 成長 ;. 


器官 で ある (諸星 , 1949; WiccLeswortu, 1953), 一 方 


(WIGGLESWORTH, 1948, 


いん こう 下 神 経 球 は 幼虫 の 活動 性 を 支配 する (Roeper, 7 
1937) と と も に , カイ (Bombyx mori) で は 休眠 を 支 | 


配 す る 作用 を も っ て いる (Fukuna, 1951, 1952), まだ) 


これ は アラ タ 体 の 作用 を 促進 する 働き を も 有 し て いる = 


と が わか っ て いる (ENGELMANN, 1957), 


この よう な 考え の も と に , FISAKBLOVATH FS 
CIULHAF — VICBEOBIE | 


神経 球 の 変化 を 調べ て , 
に 伴っ て 現われ た 諸 形 質 と の 関係 を 考察 し た 。 アラタ 体 


の 大 きき さと 精巣 の 発育 と の 関係 を みる と , 75 RKOK | 
密集 区 で | 
に 容積 を 増し て いる 。 “Ht, 精巣 の 容積 は 密集 区 
密集 区 の アラ タ 体 は ネ 中 
ホル モ i 
異常 を 来 し て 異常 肥大 (hypertrophy) を し , その 機 


き さ は 単独 区 お よび 中 間 区 で は 変わ ら な い が ), 
は 急速 
Rcd tar wee co 
ズミ の 場合 と 同様 に 個体 間 の 相互 干渉 が 大 きく , 


脱 度 を つか さ ど る 


ァ アワ ョ トウ Leucania 7 
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能 が 低下 し て いる も の と 考え られ れる 。 し か し 実際 に これ 

| ら の 内 分 泌 器 官 の 大 き さ と , 機能 や 活動 性 と の 関係 に っ 

oe I to ie 

は っ きり と 結論 する こと は で き な い が , "ネズ ミ の 場合 と 

Rt TDD の 形 で 内 分 泌 器 官 に 現われ , そ 

誠に が 下 作 ま た は 中 に 外部 に 現われ る 芝 形 條 を 文 本 し て 
る も の と 考え られ る 。 


摘 Be 

モン シロ チョ ウ の 幼虫 を 25°C の 恒温 , 自然 日 長 下 で 
密度 を 種々 変え て 飼育 し , 幼虫 密度 が 幼虫 期 , よう 期 の 
| 諾 形質 に 及ぼ す 影 響 , ひい て は 成虫 の 生理 的 形質 に どの 
まう な 変化 が な られ る か を 調べ た 。 また, 特に 内 部 に 起 
| に る 変化 に も 注目 し て 実験 を 行なっ た 。 その 結果 , 次 の 
用 き うな ごと が 明らか に な っ た 。 

1) 幼虫 期 の 発育 速度 は , 中 間 区 で 速く 
BV. | 
2) 精巣 の 容積 は 中 間 区 で 大 きい 。 

3) 内 分 泌 器 官 の 変化 : アラ タ 体 の 大 き さ は 密集 区 で 
大 きく , 単独 区 お よび 中 間 区 で 小さ い 。 い ん こう 下 神 経 
球 は 単独 区 で 大 きく , 中 間 区 お よび 密集 区 で 小さ い 。 

4) 幼虫 の 体重 は 中 間 区 で 重く , 密集 区 で 軽い 。 
5) 幼虫 期 お よび よう 期 の 死亡 率 は 密集 区 で 高く , 中 
間 区 で 低い 。 

6) さなぎ の 体重 は 中 間 区 で 重く , 密集 区 で 軽い 。 

7) よう 化 率 は 中 間 区 で 高く , 密集 区 で 低い 。 

8) 成虫 の 体重 は 中 間 区 お よび 単独 区 で 重く , 密集 区 
で 軽い 。 

9) 能成 虫 の 大 命 は 中 間 区 で 長く 。 密集 区 で 短い 。 
10) 羽化 率 は 中 間 区 で 高く , 密集 区 で 低い 。 

11) さなぎ の 期間 は 各区 と も 顕著 な 差 は 認め られ な 
Wo 
な お , 内 分 泌 器 官 の 変化 と これ ら 各 ステ ー ジ の 講 形 質 


, MK Cis 
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Summary 


Influence of Density of the Larval Population upon the Development in the 
Cabbage Butterfly, Pieris rapae crucivora 


By Naotake Morimoto 
Entomological Laboratory, College of Agriculture, Kyoto University, Kyoto 


The influence of population density upon the 
developnicnt was studied using the cabbage 
butterfly, Pieris rapae crucivora. The experiment 
was carried out under a constant temperature 


of 25°C and natural day-length. 


organs such as corpus allatum and the suboeso- 
phageal ganglion were also examined under 
different densities, but there was any conclusive 
relation between the size of secretory organs and 


the bodily characters in each developmental 


There found some variations in larvae, pupae stages. 
and adults respectively, when the larvae were The results obtained are summarized as 
reared under different densities. The changes follows: 
in some internal organs, especially in the secretory 
Characters Isolated Intermediate Crowded 
Developmental velocity of larva Slow Rapid 
Development of testis Slow Rapid Slow 
Size of secretory organs 
Corpus allatum Small Small Large 
Suboesophageal ganglion Large Small Small 
Body weight of larva Heavy Light 
Mortality of larva and pupa * Low High 
Body weight of pupa Heavy Light 
Percentage of pupation \ High Low 
Body weight of adult Heavy Heavy Light 
Longevity of female adult Long Short 
Percentage of emergence High Low 


Duration of pupal period 


No significant difference 


From these results, it can be said that physiolo- 
is highest at the 
Therefore, this 


density seems to be favourable for development. 


gical activity intermediate 


density than at other densities. 


It is interesting that Pieris rapae crucivora and 


Pieris brassicae have different ovipositing habit 
respectively, that is, the former deposits in patched 
form, while the latter in mass, but the interme- 
diate density are favourable for the development 


of both two species. 
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いこ と な ど を 第 1 報 (正木 ・ 内 藤 , 1960), 


の DAR. 
の 分 布 ・ 発 生 に 関す る 研究 
BSR 本 邦 に お ける 両 種 の 分 布 ! 


内 Re 


iG 
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1. | 扶 
EH DVL 1955~1958 年 に 関東 東山 地域 に お ける 表記 
両 種 の 分 布 状態 を 調査 し , シロ イチ モジ マダ ラメ イガ は 
年 平均 気温 11~12°C 付近 まで 分 布 し , 特に 14°G= 以 


" EORWNCHEAEARBASWTE, これ に 対し て マメ シン タイ 


ガ は 当地 域 全 域 に 分 布 し , 比較 的 こう 積 台 地 に 発生 が 多 
第 2 報 (内 
fe, 1960) で 報告 し た 。 

と と で は 引き 続い て 1958, 1959 年 に 行なっ た 全国 的 
な 調査 を 中 心 に , AMICI SMO ADH MAT SD 
稿 を 進め る に 先 だ ち , 調査 材料 の 採取 送付 に 協力 し て い 
た だ いな た 各 上 過 農 試 関係 者 各位 , 実地 調査 に 便宜 と 協力 を 
惜しま れ な か っ た 福島 県 農 試 の 遠藤 正 技 師 に 深謝 する と 
と も に , この 問題 を 孤 り 上 げ る に あたっ て 責 重 な ご 意見 
を 仰い だ 石倉 秀次 博士 , 本 研究 の 推進 に あたっ て 常に 湯 
重 な ご 意見 と ご 教示 を 賜 わ っ た 渡辺 千 尚 博士 な ら び に 中 
国 大 陸 で の 分 布 概 要 を 知ら せ て 下さ っ た 公主 儲 農 業 科学 
研究 所 の 徐 慶 豊 氏 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る 。 

Dee 

調査 は すでに 報告 し た 関東 東山 地域 を 除き , 東北 , 北 
PE, 東海 近畿 , 中 国 , POR, 九州 の 各地 域 に つい て 行 な 
いい シロ イデ ヂ デモ ジマ ダラ メイ ガ の 分 布 限界 に 近い と ころ 
や , マメ シン クイ ガ の 分 布 南 限 に 近い と 思わ れる 地帯 に 
重点 を お いて 調査 し た 。 特 に 東北 南部 は 前 者 の 分 布 北 限 
と あぁ あたる と 思わ れ た の で , 福島 県 一 帯 に つい て は 実地 調 
審 を 行なっ た 。 調 査 方 法 は 第 1 報 お よび 第 2 報 の 場合 に 
HEU, 各 県 か ら 郵 送 さ れ て きた ダイ ズ さ や を 到 凍 次 第 分 
解 し て 内 部 の 幼虫 また は 食害 の 状態 , 脱出 孔 の 位置 形状 
な どか ら 両 種 の 被害 を 区 別 し , 1 点 ど と に それ ぞ れ の 被 
mex eer BM Lio 調査 地点 は 第 1 表 の よう に 全部 で 
98 地 点 で あっ た が , 1 ヵ所 か ら 2 回 に わた っ て 材料 の 送 
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1 本 報告 の 一 部 は 昭和 35 年 応 動 慣 大 会 
(1960 年 7 月 8 日 受領 ) 


で 報告 し た 。 


第 1 表 調 査 th 点 


府 県 fH, | Om a aaa 


名 川町 名 久井 , 階 上 料 田代 , 田子 田 師 子 内 , 
横浜 村 向 井 , 甲 地 村 保 戸 沢 , 天 間 林 村 十 枝 
内 , 田名部 市 関根 

黒沢 及 町 , FRTEREFA, aid iti F, eRe 
Tae, 軽米 町 上 館 , 軽米 町 晴山 , 大 野村 長 
四郎 , 大 野村 日 当 

大 曲 市 花 館 , Ada Ti FAKE 

仙台 市 原 , 名 取 市 増田 町 , 柴田 町 上 名 生 , 川 
崎 町 甘 石 , 村田 町 針生 , 宮城 村上 愛子 

部 山 市 若宮 前 , 福島 市 立 子 山 字 葉 山 , 同 字 三 
My, 西郷 村 米 , 矢吹 町 中 畑 , Mem LIE, 
AREAS, PENA, 白川 市 小田 川 , 
安達 町 小沢 , 二本松 市 部 内, XTi 

高田 市 上 真砂 , fee es SHA 

城端 町 京 塚 , 八尾 町 保内 , 大 沢野 町 , 氷見 市 

PERT, BRIN LA, 金沢 市 米 泉 

> BFA BY, PAM IPG, Ra ANT AM, 高 
REN REG, 関ヶ原 町 , RAIA 

静岡 市 北 安 東 , 天竜 市 石神 


安城 市 農業 試験 場 
SRN A AEM, SURAT ARIK, OCHS 
弥栄 町 農 試 丹後 


wR 


部 
gw $H 


=E a 


RMS ROMA 


a 
Spt STO tA NM maa @ 


余呉 村 小 谷 , REHEAT 3 
fd sei, 福知山 市 市 守 
支場 , 城陽 町 寺田 
鈴鹿 市 江島 , 磯部 町 , BAM 
三隅 町 井野 , 大 野村 ; 日 原町 青 原 , 安来 市 赤 
尾 , 掛合 町 波多 , 江津 市 跡 市 
下関 市 川中 地区 , 柄 町 船木 , 南陽 町 和田 
池田 町 , 阿南 市 山口 , 国府 町 
西条 市 , 松江 市 南町 , 宇和 町 , 作 幡 浜 市 , 松 
崎 町 筒井 。 久 万 町 入野 
佐賀 市 高木 瀬 
熊本 市 上 郷 , 菊陽 村 新 山 , 高森 町 色 見 
飯野 町 慈 , 小林 市 堅田 原 , BATRA, Ae 
市 香田 , 高 干 穂 町 
東 市 来 町 , 末吉 町 , 大 口 市 , 栗野 町 


St 


{i 


付 を 受け た も の も ある の で , 調査 数 と ピ て は これ より 多 
く 119 点 で あっ た 。 1 点 あ た り の 調査 さや 数 は 300 以上 
が 望ま し じい の で ある が だ が, 今回 の 調査 で は 平均 363 で あっ 
た 。 し か じ し 中 に は 100 以下 の も の も 9 点 ほ ど あ っ た が , 
と れ ら も 除外 せ ず に 一 応 収録 し た 。 
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Seif Sasa eos wa cs 9) 


分 布 範囲 お よび 発生 の 地域 的 差異 

調査 結果 は 第 1 図 お よび 第 2 表 の よう で ある 。 す な ね わ 
ちち シ ロイ チ モ ジ マダ ラメ イガ は 本 州 中 部 以 南 の 北陸 , Bel 
東 東山 , RYOTE, 中 国 , 四国 お よび 九州 に 分 布 し , 一 
郭 は 東北 の 南部 太平 洋治 賠 に も 及 ん で いる 。 し か し それ 
以 北 の 東北 に は 分 布 が 認め られ な か っ た 。 北海 道 は 調査 
の 対象 か ら 除い た が , と これ は 本 種 の 分 布 し て いな い 束 北 
地方 より 更に 津軽 海峡 を 隔て て 北方 に 存在 する こと こ と, ダ 
4 ZORETGRS <, ダイ ズ 害 虫 の 詳細 な 調査 が 行 な 
われ て いる に も か か わら 吾 本 種 の 記録 が な いと こと な ど に 
よっ て て, 同島 に 分 布 し て いな いこ と こと は 確実 と 老 え られ た 
か ら で あ る 。 こ と の まう に に 本邦 に お いて は 比較 的 案 冷 地 で 
ある 東北 以 北 に は 分 布 し て いな い が , 北陸 , 関東 以 南 の 
暖地 で は 広く 分 布 が 認め られ る 。 従来 山陰 , 北陸 地方 に 
お いて は 本 種 の 存在 が 明らか で な か っ た が ( 柔 山 , 1953), 
今回 の 調査 に よっ て これら の 地方 に も 普通 に 分 布 し て い 
る こと と が 認め られ た 。 同 地方 に 分 布 が 判然 と し て いな か 
っ た の は 発生 が 少な いた め 見 の が され て いた も の と 思 
われ る 。 

本 種 の 分 布 が 比較 的 暖地 に 限ら れ で いる こと と は 世界 に 
お ける 分 布 状態 (内 藤 , 未 発表 ) を みて も わか る が , Mi 
東 , 東南 アジ ア を 例 に と っ て も, 中 国 大陸 (CmEnNrv, 
1938; Curv, 1943), 台湾 (Ge BABA, 1944), 4 
ンド (Lerroy, 1909), セイ ロン (Henry, 1916), イン 
ド ネ シア (Dresner, 1955; Van Hatt, 1920 な ど ) な 
Chine Sma, 熱帯 だ か け て 分 布 す る こと が 知ら れ 
て いる 。 た だ 例外 と し て は , 松村 博士 が 1925 年 に 樺太 
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の 一 の 沢 で 採集 し た と いね われ る 1 頭 の 雄 に 基づい て 引 格 
欄 太 に 産 す る と と が 発表 され て いる 。 し か し 樺太 は 宗谷 
海 談 を 隔て て 北海 道 よ り 更 に 北 に 存在 し , これ まで の 筆 
者 ら の 調査 結果 か ら す れ ば , 南方 系 と 思わ れる 本 種 が 半 
北 や 北 海道 を 飛び 越え て 寒 帯 に 属す る 樺太 に 分 布 す る こ 
と は と う て い 考え られ な い の で ある が , 本 件 に つい て は 
今後 精査 の 上 論ずる 機会 を 持ち た いと 思っ て いる 。 

次 に 量 的 な 分 布 に つい て で ある が , 第 1 報 で 述べ た 関 
東 東山 地域 を 例 に と っ て みる と , 発生 量 は 年 平均 気温 や 
禁 高 と 密接 な 関係 が ぶ あ ちり, 14°C 以上 の 平均 地帯 で は 多 
Wes, 13°C 以下 の 山間 地帯 で は 徐々 に 減少 し , 分 布 限 
RCMEV. 11~12°C : 付近 で は ほとん ど 発生 を みな か つっ 
た 。 今回 の 調査 で は , この よう な 量 的 な 比較 を する の に 
は は な は だ 材料 が 不足 で ある が , それ で も 分 布 限 界 に 近 
いと ころ は 一 様 に 発生 が 少な く , Tok AVRIL EAP 
洋 崖 や 岐阜 県 の 中 部 山 策 地帯 寄り の と ころ は , いずれ も 
被害 が 19% 以下 で あり , まな た 従来 分 布 が 判然 と し て いな 
か っ た 北陸 , 山陰 地方 も 1~29% に すぎ な か っ た 。 こ ね れ 
ica CHM, JERE, 山陽 , 四国 , 九州 で は 平均 被害 量 
と し て は 必ず し も 多い と は い を な い 地 方 も ある が 7 個々 
の 被 者 と し て みる と 中 に は 30~70% に 及 ん で いる も の 
も 少な く な か っ た 。 と この と と は 暖地 に お いて 発生 が 多 
く , 分 布 北限 界 に 近づく に し た が っ て 減少 する 傾向 が あ 
る と と を 示し て いる も の と 思わ れる 。 

本 邦 に お ける 分 布 の 北限 

東北 地方 の 分 布 が 南部 太平 洋治 溢 地 帯 に 限 ち られ で て いる 
と と は , 実地 調査 の 結果 それ に 近接 する 阿武 隈 筆 地 に 分 
布 が 確認 まれ な か っ た こと と で 確証 うけ られ る まう に 思わ 
れる 。 続く 関 東 東 山地 域 の 北 隈 に つい て は 第 1 eC 
た と お り で ある 。 北陸 で は 富山 , 新潟 の 平坦 部 に 分 布 レ 


@ 分 布 を 認め た 地点 
O 分 布 が 認め られ な か っ た 地点 


第 1 図 本 者 に お ける シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 分 布 
各 点 は 調査 地点 を 示す 。 関東 東山 地域 の 分 は 第 1 報 よ り 再 掲載 。 
年 平均 気温 の 等 温 線 は 中 央 気象 台 編 , 新 日 本 気候 図 帳 か ら と っ た も の 。 | 


1960 年 9 月 


第 2 表 ショ ロイ チ モ ジ マダ ラメ イガ お よび マメ シン 
クイ が の 都府県 別 の 被害 量 (被害 さ ゃ の %) 
wh Lda to | yo 4 | a 
HE 県 ae り 平 均 調査 モジ マダ ly ager 
ee eS ae SP RC et or 
青 森 C0900 0 10.8 
1° SB Mie 2 7161-0 0 18.1 
秋 A 2 520.5 0 ged 
宮 城 7 "319.4 0.4 8.0 
福 kb AY | nag 5 0.04 21.6 
at 渦 iat 96.0 0 16.7 
富 山 4 424.3 1.1 22.3 
Fie Jif 3 411.0 3.9 28.6 
ie | Ft 7 284.6 1.3 17.9 
静 岡 3 283.3 1.3 2.3 
a Al 1 304.0 0 2.0 
wm 5 541.6 6.9 6.8 
m 都 4 361.0 0.9 ave 
= § 3 351.3 5.6 14.2 
mB 6 321.2 1.0 15.1 
lr 3 312.7 37.9 9.5 
徳島 3 320.7 1.3 12-1 
ge 媛 6 373.5 5.1 9.2 
ie 1 336.0 3.3 0.6 
a ae 5 467.8 0.8 0 
宮崎 6 341.7 iy | 1.6 
鹿児島 4 896.3 9.3 0.2 


て いる が 発生 は 少な く 。 こ と れ よ り 北 部 の 山形 , 秋田 両 県 
で は 存在 が 認め られ て いない の で , お そら く 越 後 平野 が 
北限 で ある ろう と 思わ れる 。 佐渡 ヶ 島 で は 吉井 本 郷 部 落 の 
材料 に は 確認 で き な か っ た が , 調査 さき や 数 は わずか 96 
に すぎ な い の で ヶ 更に 今後 の 調査 を 必要 と する 。 

すなわち 本 邦 に お ける 分 布 北 限 帯 を 想定 する な ら ば , 
第 3 図 か ら も わか る よう に 仙台 平 野 南 部 に 端 を 発し て 太 
平 洋 岸 に 治っ て 南下 し , 関東 地方 の 北部 山 ろ る く 地帯 を 通 
り , 本 州 の 中 部 山岳 地帯 を う 回 し て 北陸 地方 に 達し , 反 
転 し て 富山 平野 の 南部 の 山 治 い を 東北 に 進み , 越後 平野 
の 北部 あたり で 日 本 海 に 抜け する よう で ある 。 な お 一 部 は 
東海 側 か ら 中 部 山岳 地 帯 の 和 盆 地 部 に 向かっ て 伊那 谷 を さ 
か の ぼり , 諏訪 松本 平 を 経て くさ び 状 に 善光寺 平 , 塩 
田平 まで 分 布 が 及 ん で いる 。 

今 と の よう な 分 布 限界 帯 と 年 平均 気温 と の 関係 を 吟味 
し て みる と , 東北 地方 南部 太平 洋治 岸 地帯 お よび 関東 地 
方 の 北部 で は , 11.0~12.5°C の 等 温帯 に 分 布 の 確認 
用 れ た と こと ころ と され な いと こと ころ が 存 在 し , 中 部 山岳 地帯 の 

周辺 お よび 長野 県 , 山梨 県 の 筆 地 部 で は 10.5°C 付近 に 
る 分 布 が 認め られ た が , 多く は 11.5~12.5°C. 以 上 の 等 
温帯 に 分 布 が 収まり , 北陸 地方 に お いて は 大 体 12°C 以 
下 の 地 に は 分 布 し て いな いよ う で ある 。 こ れ を 全国 的 に 
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みた 場合 は 大体 12.5°C 以上 の 地帯 は 分布 が 確実 で あ 
る が , 11.5°C 以下 の 地帯 に は きわ めで まれ で ある 。 こ と 
の よう な こと か ら 年 平均 気温 11.5~12.5°C 等 温帯 を , 
本 邦 に お ける シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 北限 帯 の 指標 
と 考え る と と が で きる 。 も し 等 温 線 で 示す な ら ば , 12°C 
線 が 最も 満足 すべ き 指 標 で あろ る ろう 。 

KIC FSR (5 へ ~10 月 ) と の 関係 に つい て みる 
と , 同等 温 線 は 本 邦 に お いて は ほぼ 年 平均 気温 と 平行 的 
に 存在 し し た が っ て 分 布 北限 帯 は 夏期 平均 気温 で は 大 
体 18.5~19.5°C の 等 温帯 に 相当 する 。 し か し 東北 南部 
太平 洋 側 に お いて は 一 者 の 関係 は や や 異な っ て お り , 年 
平均 気温 で は 福島 県 の 旬 地 部 は 太平 洋 岸 より 低温 で ある 
が , 長期 平均 気温 で は 逆 に 節 地 部 が 高温 で ある 。 一 方 分 
布 は 海岸 地帯 に 限ら れ て いて 免 地 部 に は 存在 し な い の で 
ある か ら , この 地 淀 だ け を みれ ば 年 平均 気温 の ほう が や 
や ゃ 適合 性 が 高い よう で ある 。 し か し 渡辺 (1950, 1952) 
は オオ ニ ジ ュ ウ ャ ホシ テン トウ の 南限 や , ANORRR 
を 大 陸 に まで 延長 し て 考え た 場合 , 夏期 平均 気温 (5~10 
月 ) の ほう が 指標 と し て より 適当 で ある と 述べ て いる 。 
シロ イチ モ ジマ ダラ メイ ガ の 大 陸 で の 分 布 は まだ 明らか 
で は な い が , 資料 を 総合 し て みる と 河北 省 以 南 で は 普通 
に 分 布 し , 遼寧 省 に お いて も 分布 が 認め られ て いる よう 
CHS (GR, 1958)。 か り に KMAOMMBAILIEL LT 
も, 年 平均 気温 で は 7~8°C で 本 邦 の 北限 で ある 11.5 
~12.5°C と は 全く 相 い れ な い 。 年 平均 気温 11.5~12.5 
°C の 地帯 と いえ ば 青島 付近 が これ に 相当 する が , 青島 
で は 本 種 の 発生 が 多い と いわ れ て いる 。 と ころ が 夏期 平 
均 気 温 を も っ て する と , AOA CHS 18.5~19.5 
°C 等 温帯 が 境 憲 省 の 中 南部 を 東西 に 通過 し て お り , 大 
陸 に まで 北限 界 を 延長 し て 考え る な ら ば , や は り 夏 期 平 
均 気 温 の ほう が 適当 の よう に 思わ れる が , 結論 は な お 大 
陸 に お ける 今後 の 研究 と に また ね ば な ら な い 。 

以上 の こと か ら , 筆者 は 本 邦 に お ける シロ イチ モジ マ 
ダラ メイ ガ の 分布 北限 界 の 指標 と し て 年 平均 気温 11.5 
~12.5°C 等 温帯 お よび 夏期 平均 気温 18.5~19.5°C 等 


温帯 を 提唱 し た い 。 
AS 


分 布 範 囲 お よび 発生 の 地域 的 差異 
調査 結果 は 第 2 図 お よび 第 2 表 に 示す よう に , 本 邦 に 
お いて は 九州 本 島 以 北 の 全 域 に 分 布 す る 。 北 海道 は 調査 


1 渡辺 (1950) は 分 布 限界 域 を 限界 線 で な く 限 界 帯 と 呼ぶ と と を 提言 し て いる 。 a 
? 渡辺 (1952) は 日 本 と お ける 年 平均 気温 と 夏期 平均 気温 と の 相関 を 求め た と と ろ , 7=0.939 と いう 高い 相 


関 が あ っ た と と を 報告 し た 。 
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© 分 布 を 認め た 地点 


O 分 布 が 認め られ な か っ た 地点 


A 2 KRICBIP Ae RU DA HORTE 
各 点 は 調査 地点 を 示す 。 関東 東山 地域 の 分 は 第 1 報 よ 5 り 再掲 載 。 


年 平均 気温 の 等 温 線 は 中 央 気象 台 編 新 日 本 気候 図 貼 か や ら と っ た も の 。 


の 対象 か ら 除 いた が , 本 種 は 全 道 に 分 布 し , ダイ ズ に 被 
害 が 多い と こと は 周知 の と お り で ある 。 発生 量 を 地域 的 に 
みる と 北海 道 , 東北 , 北陸 , 関東 東山 , 山陰 の 各地 方 で 
は 山間 平坦 部 を 問わ ず 多 い が , FRE, 山陽 , 四国 地 
方 な どの 曖 地 で は 山間 部 に 比べ て 平坦 部 は 少な い 傾向 が 
み ら れ た 。 平坦 部 に 少な いこ と は , 前 報 の よう に 南関 東 
で も 同様 な 傾向 が あっ た 。 ま た 等 者 (1960) は マメ シン 
クイ ガ が の 発生 量 は 土壌 条件 や 栽培 条件 に よっ て も RUE 
り , 水はけ の よい 軽 し ょ う 土 に 多い が , 降雨 の 際 漠 水 し 
や すい 重 粘 な 土壌 で は 少な く , また ダイ ズ の 栽培 面積 が 
JAS, か つ 連 作 が 行 な あ れ て いる と ころ は 多い こと な ど 
を 報告 し た 。 東 北 地方 や 北海 道 に 多い の は 軽 し ょ う 土 地 
WIC SIA <S PERN TW SlED DO Ch <, 栽培 面積 が 広 
く , HUEOASHIC AR bN CSC EMBASE RAR LES 
えら れる 。 ま な た 了 曖 地 で は 山間 部 に 発生 が 多い が , と これ は 
山間 部 は 軽 し ょ う 土 が 多く , 斜面 を な し て いる た め 排 水 
が よい こと な ども 重要 な 要因 で あろ 3 う 。 

九州 で は 分 布 が 部 分 的 で し か る 発生 が 少な く , 被害 は 
どく 軽微 で あっ た 。 九州 に 発生 が 小 な いと こと は , 古谷 ・ 
久木 井 (1955) が 九州 各地 の ダイ ズ 和 害虫 を 調査 し た 結果 , 
VEO4FEDVF IRA HOMIAVAVYVV IAFL RD 
れる も の も 多少 あっ た と 述べ て いる と と か ら も わか る 。 
従来 当地 方 に お ける 分 布 が 不明 確 で あっ た が , と これ は 分 
布 が 部 分 的 で 発生 が 少な か っ た た めで あろ う 。 レ ルレ かじ 季 
山 1928, 1938) は 早く か ら 福 岡 , 鹿児島 両 県 で ダイ ズ 
に 被害 が ある こと を 報じ , また 福岡 県 農 試 1953) WAL 
州 の 全 町 村 に 調査 カー ド を 配布 し , 農業 改良 普及 員 に よ 
っ て ダイ ズ 和 害虫 の 発生 分 布 を 調査 し た 結果 を なみ なる と , や 
まり 各地 に 分 布 し て いる よう で ある 。 


本 邦 に お ける 分 布 南限 

今回 の 調査 目的 の 一 つ は 本 種 の 分 布 南 限 を 知る こと に . 
あぁ あっ た の で ある が , 九州 以 南 諸島 の 調査 が 十分 で き な か 
っ た の で 確実 な 南限 を 堂 握 す る に 至ら な か っ た 。 し か し 
種子 島 で は 1953~1954 年 に 行なわ れ た 九州 農 試 の 同島 
に お ける ダイ ズ 和 害 虫 調査 や , HA - AA (1955) が 行 
な っ た 同島 の ダイ ズ 害 虫 調査 に お いて も 存在 が 認め られ 
て いな い 。 ま た これ より 南 の 沖縄 や 台湾 に も 全 ぐ 二 種 の : 
記録 は な い 。 一 方 大 陸 で は 極東 シベ リア , 中 国東 北 地区 , 
朝鮮 が その 範囲 と され (岡田 , 1948), 更に 徐 (1958) 
の 書簡 に よれ ば , 中 国 に お いて は 黒 童 江 , 吉林 , He, 
WHOSBRLOANRAICHS<, 河北 で は や や ゃ 少なく ぐ ), 
徐州 以 南 で は 清 減 する と いう 。 こ と これら の こと か ら 騙 州 は 
本 種 の 南限 に 近い 地域 と みる こと が で きる 。 そ し て で 種 手 
島 で の 分 布 が 確認 きれ な か る ゃ た と いう こと と は , "多分 で 同 . 
島 と 九州 本 島 と の 聞 に 南限 界 が 存在 する 公算 が 大 きい と 
思わ れる 。 し か し な が ら 本 種 の 南限 を 確定 する に は , = 
ら に 種子 伺 以 外 の 諸島 に つい て も 調査 する 必要 が ある ご 
LW SECEEV 


3. 本 孝 に お ける 両 種 の 混在 


ais Cuk~ CAE ole, ショ イデ テモ ジン タラ 
が ガ は 北陸 , 関東 以 南 に 広 ぐ 分布 じ , CHITHL TV AY 
ンク イガ は 九州 本 鳥 以 北 の 本 邦 全 域 に わた っ て PAT 
る 。" じ た が うこ で 東北 以 北 (た だ し 南部 太平 洋 溢 岸 な は 除 る ③④ 
は マメ シン クイ ガ の 独占 地帯 で ある が , 北陸 , 関東 か ら 
九州 まで は 両 種 が 混在 する 。 第 3 図 は この よう な 両 種 の 
分 布 状態 を 示し た も の で ある 。 と どれ ら の 混在 地帯 に お ばけ 
る 勢力 分 野 を 発生 量 で みる な ら ば , 北陸 , 関東 の 中 北部 , 


1960 年 9 月 


- 年 平均 18" 
BHATT 23,5° 
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第 3 図 本 邦 に お ける シロ イチ モジ マダ ラメ イガ お よび マメ シン クイ ガ の 分 布 想 定 図 
餅 線 部 分 は シロ イチ モジ マダ ラメ イガ , 点 刻 部 分 は マメ シン クイ ガ の 分 布地 帯 を 示す 。 太 い 磯 線 は 
現在 まで に マメ シン クイ が ガ の 分 布 が 認め られ て いる ろ る 最 南 の 線 を 示す 。 
年 平均 気温 は 新 日 本 気候 図 帳 より , 夏期 平均 気温 (5~10 月 ) は 日 本 の 気候 (AIM, 1958), 気温 報 
告 (大 15~ 昭 15) (中 央 気象 台 , 1955) より 計算 作図 。 


中 部 山岳 地 淀 の 周辺 お よび 山 険 の 各地 方 や それ 以 南 の 南 
関東 , 東海 近畿 , 四国 , 山陽 な どの 山間 部 で は マメ シン 
クイ だ ガ が 優勢 で あり , 後者 の 平坦 部 お よ び 九 州 で は ショ 
イチ モジ マダ ラメ イガ が 優勢 で ある 。 そ し て それ ら の 中 
— 間 地 淀 は 両 種 の 勢力 の 均衡 地帯 と みる こと が で きよ う 。 
これ ら の 地帯 で は 同時 に 両 種 の 防除 を 考え て いく 必要 が 
ある と 思わ れる 。 こ の よう に それ ぞ れ の 占め る 分 布 領 域 
や 勢力 分 野 か ら す る と , 明らか に マメ シン クイ ガ は 北方 
系 の 害虫 で あり , シロ イチ モジ マダ ラメ イガ は 南方 系 の 
害虫 と みる と と が で きる が , 分 布 領 域 の 広 さ や 発生 程度 
PETAL, 本 邦 に お いて は 北方 系 の マメ シン クイ ガ の 
ほう が 優勢 と 思わ れる 。 


4. 摘 = 


シロ イチ モジ マダ ラメ イガ は 広く 世界 の 熱帯 , 亜 熱帯 , 
温帯 地方 に 分 布 し , 本 邦 で は 九州 , 四国 お よび 本 州 の 中 
国 , 東海 近畿 , 北陸 , 関東 に 分 布 じ , 一 部 は 東北 南部 太平 
洋治 岸 地 帯 に も 及 ん で いる 。 し か し 九州 お よび 西南 暖地 
の 平坦 部 を 除い て は 発生 が 少な い 。 AMO AHAB Ar 
VS, 仙 全 平野 の 南部 太平 洋 岸 に 始ま っ て 海岸 沿い を 南下 
し , 関東 地方 の 北部 山 ろ る く 地 帯 を 通り , 本 州 の 中 部 山岳 地 
帯 を う 回 し て 北陸 に 達し , 反転 し て 富山 平野 の 山 治 い を 
東北 に 進み , 越後 平野 の 北部 あたり か ら 日 本 海 に 抜け る 。 

本 邦 に お ける シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 分 布 北限 界 
の 指標 と し て , 年 平均 気温 11.5~12.5°C 等 温帯 お よび 
夏期 平均 気温 (5~10 月 ) 18.5~19.5°C 等 温帯 を あげ 


と が で きる 。 し か し 分 布 限界 を 大 陸 に まで 延長 し て 
考え る な ら ば , 後者 の ほう が よう り 適 合 性 が 高い よう で あみ あ 
る 

マメ シン イィ だ が は 極東 地域 の 寒 帯 , 亜寒帯 お よび 温帯 に 
分 布 す る 。 AF CAGE, AM, 四国 の 全域 お よび 刻 
州 の 一 部 に 分 布 し , 北海 道 お よび 本 州 の 東北 , 北陸 , BA 
ROLL, 山陰 地方 で は 発生 が 多い が , それ 以 南 の 暖地 の 
平坦 部 や 九州 で は 少な い 。 ま た 種子 島 以 南 の 諾 島 で は 本 
種 の 存在 が 確認 され て お ら ず すず, お そら く 九 州 本 島 が 南限 
の よう に に 思 ね る 。 

以上 の よう な 両 種 の 発生 分 布 の 状態 か ら , 明らか に マ 
メシ ンク イガ が ガ を 北方 系 , シロ イチ モジ マダ ラメ イガ を 南 
方 系 の 害虫 と みる とこ と が で きる 。 両 種 は 東北 の 南部 が ら 
九州 に 至る 広範 囲 と わた っ て 混在 し , 関東 , 東海 近畿 , 
山陽 お よび 四国 地方 で は 両 種 の 勢力 は ほぼ 等 し い 。 し か 
し 総体 的 に みた 場合 は , 本 邦 に お いて は マメ シン クイ が 
の ほう が 優勢 で あぁ る 。 
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Summary 


Studies on the Distribution and Abundance of the Lima Bean Pod Borer, 
Etiella zinckenella TREITSCHKE, and the Soy Bean Pod Borer, 


Grapholitha glycinivorella MATSUMURA 
III. On the Distribution of the Two Species in Japan 


By Atsushi Narro, 


Kanto-Tosan Agricultural Experiment Station, Konosu, Saitama Pref. 
nN 


In the previous papers we discussed the 
geographical distribution of the two species, E. 
zinckenella and G. glycinivorella in Kanto-Tosan 
district of the country. The northern limit of 
distribution of E. zinckenella is indicated by an 
annual mean temperature of 11~12°C and the 
On the other 
hand, G. glycinivorella is found throughout the 


district, and the abundant area is pointed out as 


abundant area more than 14°C. 


diluvial light soil zone. 

In the present paper I made a further survey 
of the geographical distribution of the species 
throughout the country. The results obtained 
are summarized as follows. 

E. zinckenella distributes in warmer regions of 
the world, and is generally found in the tropical, 


subtropical and temperate zones. In Japan, it is 


found in Kyushu, Shikoku, Chugoku, Tokai-Kinki, 
Kanto-Tosan, Hokuriku and partially the sea 
side area of the southern Tohoku district, but 
not found in cooler region of the country such 
as northern Tohoku and Hokkaido (Fig. 1). 

As indicators of the northern limit of distribu- 
tion, I suggest the following factors according to 
the Fig. 3: 

(1) Annual mean temperature 11.5~12.5°C. 


(2) Mean temperature of warmer season (from 


_ May to October) 18.5~19.5°C. 


In Japan the applicability of the two indicators 
are nearly equal, but the latter will be more 
applicable in north China. 

G. glycinivorella is found throughout the frigid, 
subfrigid and temperate zones of Far East. In 


Japan it is abundant in cooler regions such as 
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Hokkaido,. Tohoku, Kanto-Tosan, Hokuriku and 
San-In districts, but it is not so abundant in 
warmer regions, i. 
Shikoku districts. 


e. Tokai-Kinki, San-Yo and 
In Kyushu district, southern 
part of the country, the species is rare in general, 
and not found in any island far south Kyushu 
Fig. 3). It may be said that the southern limit 
of distribution of the species exists between 
<yushu and Tanegashima Island. 


ey 

マツ ハバ チ の 大 発生 を お さえ る 要因 
Nixtas, O. F. und J. Franz (1957) Begrenzu- 
Ingsfaktoren einer Gradation der roten Kiefern- 
jbuschhornblattwespe(Neodiprion sertifer(Grorrr.)) 
in Siidwestdeutschland 1953 bis 1956. Mitt. Biol. 
Bundesanst. Land-u. Forstwirts. Berlin-Dahlem. 
89: 1~39. 
_ 1953 年 か ら 1956 年 に と にかけて Darmstadt HMBoOrT 
好 マ ツ 林 で マッ ハバ チ Neodiprion sertifer が 大 発生 し 
Teo 産卵 数 は 1953 PRCA LEO, と これ か ら 羽 化し 
Pepys 54 年 に 大 き な 被害 を 与え た 。 55 年 に は 個体 
葵 は 減少 し っ つっ あぁ つた が 被害 は 続き , 56 年 末 に は 個体 
数 は 通常 密度 を 下 ま わ つ た 。 枝 上 の 個体 数 ( 死 虫 , BH 
MENA S Gis) を 数 える と こと と , 粘着 剤 を 塗 つ た わく に 
まる ふん や 降下 幼虫 数 の 測定 に よ ょ つて, 次 の と と が 明 ら 
3 と なつ た 。 
7 印 の 死亡 率 は 低い 。 特 に 卵 寄生 パチ は せい ぜ い 1 へ 2 
SNe RSIS EW. しかし, その 中 で も 一 番 死 亡 率 
高い の は 1953~54 年 で あつ た 。 ふ 化し た て の 幼虫 は 
候 的 原因 に よ つ て た くさ ん 死ぬ 。 と これ は 特に 春 が 寒い 
ERBUW. 2h 6:4 齢 に か け て は ほとん ど 死 亡 が な 
O .CRMDROACRILAS, 特に 大 発生 の あぁ と で は 多 
体 タ ラ ィ ルス に よっ つて 個体 数 が 激減 する 。 寄 生 こ ん 超 は 
ra り 大 き な 役 を 果たさ な い 。 最後 に , HBO 
Weici bowm, Jens, wreicanons 
B, 205 S03 0 MMOMRMAHEKEINS, 
に は 80126 に 達 じ た 。 大 発生 の 進行 と と も に , 食害 に 
So CHEM <9, TMMOEL CE, OU 
Clk > MMOL ARs Ms erore Bons. 
結局 , AM OMAR, (1) 卵 の ふ化 する 時 期 , 
「2) SAMI, (3)E 5 (MMO 3 回 の 危機 が あり , 
5 れ ぁ の 時 期 に 作用 する 死亡 要因 , 特に 密度 依存 的 な 生 
2 要因 の 働き と よ つ て 大 発生 は 抑圧 され る の で ある 。 
(HEE UE prea) 


1955~56_ 
ーー どの 数 は 対照 的 に 現われ , 後者 
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As mentioned above, E. zinckenella is recognized 
as a typical southern species, while G. glycinivo- 
rella is anorthern one. The two species, however, 
are commonly found in many districts of the 
The 
abundance of the species is nearly equal in the 


country, from southern Tohoku to Kyishi. 


central region of Japan such as Kanto, Tokai- 
Kinki, San-Yo and Shikoku districts. 


BK 
在 来 の 寄生 虫 お よび 捕食 虫 の 利用 
A. D. (1959) Utilization of native 
parasites and predators. J. Econ. Ent. 52 (6): 
1103~1105. 

BAILIFF OI N+ AAYFeOVVAMCBIS 
害虫 個体 群 の 動向 に 及ぼ す 薬 剤 散布 の 影 絡 に 関す る 5 年 
間 に わ た る 研究 の 結果 か ら , 選択 性 薬剤 の 使用 に よ ょ つ 
CT, 二 要 種 の 4 りく <> ゴ カ キ カイ ゴイ ガラ ムジ AKIYYH, 9 
ie hes eis he By DEE TRS FT 
» VYTNAFARAMERBULSK MHTHATCLEHPCZRIE 
と 述べ て いる 。 FICHERRAOMA, = bo fhaw, ボ 
ルド ー 液 , 硫黄 剤 , ヒ 酸 鉛 , 硫酸 ニコ チン の 中 で , 油剤 
と イオ ウッ 剤 が 中 止 さ れ , イオ ウ 剤 に 代わ つて ファ ー パ バム 
剤 が 用 いら れ て か ら , 寄生 性 の Aphytis mytilaspidis 
と 挿 食 ダニ の Hemisarcoptes malus が 増加 し た (カイ 
ガラ ムシ を な 捕食 )。 また 食 葉 性 ハダニ = 類 の 大 発生 は 多く 
ABNBRC, 前 記 の 油剤 , イオ ウッ ウ 剤 お よび 合成 有機 
殺虫 剤 は 捕食 ダニ を ほとん ど 殺 し て し まう 。 と と ころ が , 一 
WRAOM CBE 5 年 間 殺 ダニ = 剤 を 用 いな い の に , MH 
AMES OEEMPROKLOS Mb SSo Jos 
ショ ハマ キ の 天敵 コマ ユ ュ バ チ の 一 種 (Agathis laticinc- 
tus) も イオ ウツ 剤 や と 酸 鉛 の 散布 を 中 止 し た と と ろ 実 質 
的 増加 し た (越冬 幼虫 の 90 %)。 コ ド リ ン ガ の 防除 
と 従来 の DDT ゃ を 用 いた と き と 選 択 性 の ライ アニ ア を 和 散 
UKE ERENSZL, HRHEDAZAYI YD FA, 297 
ARBRY, FYEYAY, ARXAY, BUA, 7 Mier 
で は 前 者 の 6 ~32 fF 1c 


PICKETT, 


YIyunys, 


we 


加 し て いる 。 

最後 ヒ 天 敵 保 護 の 上 か ら , と この よう な 選択 性 薬剤 の 応 
用 の ほか , 有益 種 の 薬剤 に 対す る MVEA SAU AT 
と , 害虫 が 満足 に 防除 され , し か る も 天敵 に ほとん ど 影 響 
し な い 最 低 薬 量 の 決定 な ど に 力点 を 置く べき こと が 強調 
され GN る 6 (REAR 福島 正三 ) 


カ ヵ キ を 加害 する キク イム シ 類 の 生態 な ぁ ら び に その 防除 に つい て 


A A 


iG 久 


和歌 山県 果樹 園芸 試験 場 紀 北 分 場 


iti a 


和歌 山県 の 紀の川 沿岸 , 伊都 , 那賀 両 郡 を 主 と す る 
わ ゆ る 紀北 地方 一 帯 は Le ganas 
ree eer が , 近年 こし むれ ん ら の カ ヵ カキ 園 
に キク イム ムシ 類 の 被害 が 激 発 し , 1958 年 に は 県 下 で 約 
730 ha の カキ 園 が 加害 を 受け , 3300 本 あま り の カキ が 
枯死 し た (高垣 , 1950)。 元 来 キク イム シ 類 は 古く か ら 
Pepe he LU CABLIC At, 山林 に お ける 被害 ある い は 
防除 な ど に つい て の 報告 は 多い が (村山 , 1953; KAar- 
SHOVEN, 1958a,b,c,d), 果樹 に 対す る キク イム シ 類 の 
加害 は その 例 が 少な い 。 ま た キク イム シ 類 の 生態 その も 
の る も 不明 の 点 が 非常 に 多い た め , 果樹 園 の 特殊 性 と あわ 
て を の 防除 は は な は だ むず か し い 問 題 で あり 』 EPR 
樹 園 に お ける キク イム シ 類 の 生態 を 明らか に する こと 
は , 防除 対策 確立 の た め の 先 決 問 題 で る あり , ERA 
HE ge <2 点 で も 非常 に 興味 ある こと と 思わ れ 
以上 の 見 地 か ら , カキ を 加害 する キク イ ム 
シ 類 の 生態 な らち ら び に ON つい G1958 
年 来 調 査 し て きた が , 加害 キク イム シ 類 は ハ 
ググ る 0 滞 germanus を 
優 占 種 と する いわ ゆる ambrosia beetle 類 
で 7 いす れる ゃ 材質 部 深 ぐ せん 1( 宰 ) FLL, 加 
害 の は な は だ し いも の は 完全 に 村 死 し , 軽い 
る の で も る 樹勢 が 著しく 旗 え , 新 し ょ う CA) 
の 伸長 不良 , 落葉 な ど で 収 穫 は ほとん ど 期 待 
で き な い 。 本 報 で は 優 占 種 で ある ハン ノ キキ 
HA ENE ET 
を 加害 する 第 1 化 期 の 生態 な ら び に 加害 様相 
学則 用 ら カ の 0 ES ELEA, TOF RR 
ドキ クイ ムシ Scolytoplathypus mikado, + 
の A A attenuatus 75 EDO 
加害 る 認め られ , これ ら に つい て も ハン ノ キ 
キク イム シ と の 関連 に お いて 若干 あじ た いと 
OG 


2 文 に は いる に 先 だ ち , AAAI Hr he 


(1960 年 7 月 25 日 受領) 


sl 


主幹 ある い は 


主 枝 に 垂直 な 方 向 へ 長き 数 cm, 直径 


RB RP bo THREES, また 一 方 な ら ぬ ご 援助 を 
いた だ いた 那賀 郡 那賀 町 赤沼 田地 区 実行 組合 長 水 穂 皿 炊 
氏 な ら び に 改 麻 生津 農業 協同 組合 技師 中 川 義勝 氏 に 深 雌 
DHBRRT So 


ABH Bt BT 7 A RO 


1. せん &) Fl 
成虫 態 で 越冬 し た 本 種 は 4 月 中 旬 よ り 越 冬場 所 を 出 で 
飛来 する 。 せん め 和 孔 部 位 は wk OU ERG 
| BHIE 10 年 生ま で の 幼 木 に 多い 。 1HOMED 1 FE 
vee Wd SM AIEIFLE O < Chad, 1957) 6 
は 3 主 枝 た 直角 に 材質 部 へ 数 cm EAFLLRO 
b, 2~4 BORNE ROMS (IMA). COCS 
の 状態 を 外 か ら 見 る と , AMT RRAFLE YSIS 
1~2mm OF EI 
に 固め て 排出 し て いる の で , —AL CREOR RE AY 
54 (第 1 図 B)。 いわゆる bark beetle と 呼ば や る 種 


第 1 図 


A: 食 入 初期 , 侵入 孔 よ り 直 角 に 木くず を 出し て いる 
B: 数 室 に 分 か れ た 産卵 室 
C: 変色 じ た 材 部 (侵入 孔 よ り 約 5 cm 上 ) 
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1960 429 A 


第 2 図 
: 1 雌 あ た り 産 卵 数 , z=34.2, s= 土 18.6 
LSA SRA tc DON, X=19.7, s=+9.7 
1 Ite & 72) IN SRR, z=1.8 


Oe 


HERD, MLSE VUAFET, 最初 に 食 入 し た 
頭 の 越冬 雌 成 中 に より せん 孔 は ほぼ 完了 し て し まう の 
NM 持 徴 で ある 。 加 害 を 受け た 木 は アル コー ル 臭 の ある 独 
必 め (で おい を 発し し 志 内 は 共生 する アン ブロ シア 苗 で 黒 
EL, 幼虫 が ふ化 する ころ に は 穴 の 周辺 の 組織 は 完全 に 
a LAKFEL THOS (第 1 図 C)。 

「 2. 産卵 調査 

1959 年 5 月 9 上 日 より 5 月 30 日 まで の 間 に 野 外 の 富有 
i 衝 の 被害 枝 を 割っ て 孔 内 の 産卵 状態 を 調査 し た 結果 を 
ド す と 第 2 図 の と お り で ある 。 

LEST) 産 外 数 中 最も 多い も の は 72, 最少 は 4 で 
rH) 34.2 SN, 変異 の 幅 は £18.6 と な っ た 。. ま た これ 
| の 卵 を 各 産 卵 室 に 1 卵 塊 ずつ 分 け て 産卵 する の で ある 
IS, 1 印 塊 あたり 卵 数 の 最も 多い も の は 45 卵 , 最少 4 
PCRs 19.7 SH, 1 雌 あ た り 卵 塊 数 は 平均 1.9 で あっ 


詩 ち 1 印 塊 中 の 卵 の 発育 状態 は は な は だ 不 斉一 で , お 
< まで 卵 と 幼虫 が 混在 し て いる 例 は 非常 に 多く , は な 
『 だ し いも の で は 卵 と 老 就 幼虫 が 同一 産卵 室内 に 一 塊 と 
5 て 発見 され た 例 も ある 。 ぁ と の た め 上 述 の 産卵 数 中 に 
[この よう に すでに ふ化 し た 幼虫 も 卵 数 の 中 に 繰り 込ん 
ド 調 べた た め , 卵 期 ・ 幼 虫 期 死 亡 率 を 考 應 する と 産卵 数 
[の 炒 字 よ りゃ も 大きな る の と な る は ず で ある 。 また 各 
「 だ は 1 頭 の 雌 成 虫 し か 認め られ な か っ た が , さ カ ドキ 
ムシ で は 2~3 頭 の 雌 成 虫 が 存在 する も の を し ば し 
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ハン ノ キ キ クイ ムシ の 産卵 調査 


3. SROMRA 

1959 年 5・6 月 中 に 野外 に お ける 富有 ガキ の ハン ノ ギ 
キク イム シ に よる 被害 枝 よ り 得 た 幼虫 約 250 頭 に つい 
て , COMM KOREA SPILT SRY, ミク ロメ 
ー タ を 用 いて 幼虫 頭 幅 の 最大 幅 を 測り , その ひん 度 分 布 
曲線 を 描い て みた の が 第 3 図 で ある 。 明 ら か に 4 つの 山 
が 認め られ , それ ぞ れ 各 齢 期 に 相当 する も の と すれ ば 上 
数 は 4 齢 る る も の と 思わ れる 。 た だ 第 4 MICHA T SL 


30 


20 30 x 7mm 
頭 幅 
MSM ヘ ハンノキ キ クイ ムシ の 幼虫 の 
頭 幅 の ひん 度 分 布 
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第 + 表 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


時 期 別 孔 内 構成 


a 


第 4 巻 BSH 


調 査 1959) 


調査 時 期 | ad EFL 2 Hes 


HS 
4 iii 


a 
さく , 


WE) また 第 3 齢 と 思わ れる 山 と の 境界 も や や 不 め 
いり ょ うな た め , 4 齢 と 断定 する に は 少 じ 難 が ある か る も 
し じ し れ な い 。 も る もう少し 個体 数 を 増 社 ば 解決 で きる こと と と 思 
われ る が ;,」 キク イネ ムシ 類 の 幼虫 の 齢 数 に つい て 調査 し た 
報告 が 見 当たら ず 。 今後 の 調査 に より 明らか に し た いと 
F556 

4. 時 期 別 孔 内 調査 

4 月 下旬 か ら 7 月 上 旬 ま で の 間 , 野外 の 被害 樹 に つい 
て 10 な いし 20 日 間隔 で 被害 枝 を 割っ て 乱 内 の 卵 , 幼 
Hy, SRS, 新 成 虫 な ど を 調査 し た 。 結 果 は 第 1 表 の と 
B30 CHS. WIKO 1 SHS 5 月 上 旬 か ら 6 月 上 旬 
法 で 見 られ る が それ 以後 は な く , さなぎ は 6 月 上 旬 か ら 
同 下 旬 に か け て 認め られ る 。 新 成 虫 な 6 月 下旬 か ら 認 め 
られ , 7 月 に は いる と 孔 外 へ 脱出 を 始め る よう で , 7 月 上 
人 旬 の 調査 で は 孔 内 に は 羽化 後日 の 浅い 成虫 の なみ が 認 め ら 
AL, 6 月 下旬 の 調査 時 の さなぎ の 数 か ら み て その 数 が 非 
常に 少な く , 大 部 分 の 新 成 中 は 脱出 し た あと と 推定 され 
Ko キク イ ムシ 類 は 一 般 に 雄 は 少な く 発 見 し と くい と さ 
れ て いる が , 本 調査 で は 1 和 孔 に 1~2 頭 ずつ 雄 成 虫 が 必 
ず すず 存在 し て いた 。 な お 7 月 上 旬 に カキ を 脱出 し だ 新 成 下 
は 大 部 分 付近 の 雑木 林 中 の 衰弱 木 な ど を 攻撃 する よう 
で 再び カキ を 加害 する も の は ご どく 一 部 の も の だ け で あ 
り , 2 化 期 の カキ の 被害 は ほとん ど 問 題 に な ら な い 。 
以上 の 議 結 果 よ り , ハン ノ キ キ クイ ムシ の 第 1 化 期 の 


第 2 Fe カキ を 加害 する キク イム シ 類 (1957~1960) 


26/W 


a 


\ 
WW 
第 4 図 


WM 


ハン フキ キク イム シ の 各 発 育 時 期 別 比率 
お よび 第 1 世代 推定 経過 


ee i NS ee ne 


¢ 
- 
| 
4 


生 経 過 習 性 を まとめ て みる と 第 4 図 の よう に な る 。 


He ORB ICOW 


1. 加害 種 お よび 加害 時 期 
1958 年 以降 カキ を 加害 し た キク イム シ の 種類 は , 第 2 


科 


iit Bt 種 
ハン ノ キ キ クイ ムシ Xyleborus germanus 
サイ 2 IA LUE - サク ラノ ホソ キク イム シ X. attenuatus 
ハネ ミ ジ カ キク イム シ KX. brevis 
Xyleborinae フッ テイ キク ES X. pfeli 
キク ムシ 科 Ipidae トド マッ オオ キク イム シズ Xvaridus 
Te = 5 
cm ae Scolytines aan ミカ ドキ クイ ムシ Scolytoplatypus mikado 
コキ クイ LU mR 
, : Crypharinae ay 
ナガ キク イム シ 科 AAS YA LU AB 
=a ___Platypodidae Crossotarsarinae SP 


a 


1960. 年 9 月 


A dl a or ils CN «a 
eso FRA RY PARRY EAE 
'9/V 9 0 oe 
20/ V 13 0 0 
2/\ 5 8 4 
22/1 19 4 1 


(の よう に 2 科 4 属 8 種類 に 及 ん で いる 。 ま た 第 3 Hit 
DY 年 に 発生 加害 の 認め られ た 3 種 の キク イム シ に つ 
前 述 の 調査 より その せん 志 数 を 比較 し た も の で ある 
| 全 加 害 期間 を 通じ て ハン ノ キ キ クイ ムシ が 最 る 被害 
G, VIBIBVUEIA RY, THEEAAAYEL 
PNY PEED A AYICH ATR RIE CHAT SGN 
OO, 数 的 に も ずっ と 少な い 。 な お 第 4 表 は 1956 年 
| 稚 の 果樹 に 対す る キク イム シ 類 の 被害 に つい て , 県 下 
MOAR EL DELO THOM, 被害 発生 時 期 
| ほぼ 4 月 下旬 ~5 月 上 旬 で , 1958 年 に は クリ , Hy, 
Efe EWE CREA CWS. ECP TUR 
KORA CHO Foe OOS <, 山林 を 開い 
ty BR) Le 5 へ 10 年 生 ぐ らい の 幼 木 園 に と 多い 傾向 が 
あら れる 。 
2. 加害 部 位 に つい て 
£74 ムシ 類 の 加害 習性 の 一 部 と し て , カキ の 主幹 , 
i, KEES GA) HE, どの 人 部位 に 最も 多く 加害 す 
か を 明らか に する と と は , 被害 予防 上 重要 な こと で あ 
DC, 1958 年 県 下 那 賀 郡 那賀 町 赤 冶 田 で 薬剤 に よる 
填 防 除 試 験 と 並行 し て 加害 部 位 の 調査 を 行なっ た 。 試 
MVS 350~400 m の 山間 地 で , 8~10 年 生 の 富有 
200 本 あま り が 栽植 され て いる 緩 傾斜 地 で ある 。 こ 


LS: カキ な 姓 害 する キク イム シ 類 の 生態 と 防除 


169 


の 園 の カキ の 主幹 ・ 主 枝 た 後述 の 各種 薬剤 を 塗 付 ま た は 
散布 し た も の と , コー ルター ル の 原液 を 塗 付 し た も の , 
無 処理 の も の の 3 区 に 分 け , 各区 被害 発生 樹 に つい て 被 
害 枝 の 年 齢 と 食 入 孔 数 を '5 月 20 日 に 調査 し た 。 結 果 は 
第 5 表 の よう に , 無 処理 区 の 被害 は 完全 に 6 年 生 以 上 の 
太 枝 , すなわち この 場合 主幹 ある い は 主 枝 の み に 認 め ら 
れ た が , 主幹 ・ 主 枝 を 薬剤 処理 し た も の で は 主幹 ・ 主 枝 
と と も に 若い 枝 に も る 被害 が 認め らち られ た し , 更に コー ル タ 
ー ル 処理 区 に な る と 1 年 生 ・ 2 年 生 と いう よう な 若い 細 
い 枝 に も 盛ん に 被害 が 発生 し て いる 。 第 5 表 で コー ル タ 
ー ル 処理 区 が 非常 に 被害 率 が 高く ,, また 食 入 孔 数 も 多い 
Dit, 主 回 h 主 枝 た 完全 に コー ルター ル を 塗 付 し た た め , 
コー ルター ル の 有害 成分 が 浸透 し て , いっ た ん 出 た 芽 が 
枯れ る ほど 樹勢 が 弱まっ た た め , キク イム シ の 集中 的 な 
加害 を 受け た も の と 思わ れる 。 ここ で 注目 すべ きこ と と 
は , コー ルター ル の よう な 持続 性 の あぁ る 激しい 作 且 の 薬 
の 上 か ら で る も, 木 が 衰弱 し た な ら ば キク イ ムシ 類 は 侵入 
し うる と いう こと と で ある 。 な お この 場合 も 食 入 キク イム 
シ は ほとん ど ハ ン ノ キキ クイ ムシ で あっ た 。 KALsHOVEN 
(1958) は X. fornicatus が 3/4 イン チ 以 下 の 小 枝 に 
は 加害 し な いこ と , 若木 た 加害 が 多い こと を 報じ て いる 。 
し か し 本 報 に お いて で 無 処理 区 で は 全然 認め られ な か っ 
Ko 4 年 生ま で の 若い 細い 枝 へ の 加害 が 薬剤 処理 区 , コ 
ー ル ター ル 処 理 区 で 認め られ た と いう こと と は , 原則 的 に 
は 主幹 ・ 主 枝 を 加害 する が , 主幹 ・ 主 枝 が 薬剤 な ど で お 
お われ ,: 加 害し に くい と き に は も っ と 細い 若い 枝 を も 町 
害する と いう と と を 示し て お り , せん 孔 予 防 の た め に は 
主幹 ・ 主 枝 の 保護 の み で は 十分 で な いこ と を 示し て い 


る 。 


第 4 表 過去 に お ける キク イム シ に よる 果樹 の 被害 発生 調査 


f 次 発生 発見 月 日 mm 害 果 樹 発 生 場 所 
1956 4 ARS al va) キ 伊都 郡 か つら ぎ 町 四郷 ほか 2 カ ヵ所 
1957 7S AB So Me SOR ois 同 上 ほか 7 カ ヵ所 
1958 | カキ ナシ ・ モ モ ・ ク リ J i ae te ; 
= 1959 4 A 28 A EE 那賀 郡 那 賀 町 赤沼 田 ほ か 2 ヵ所 
. 1960 5 8 20:8 カ キ HMBBDPO 5 XAT PGMs 1 ヵ所 
第 5 表 キク イム シ の 加害 部 位 調 査 : 処理 別 , ROAM ALR 
7 ee 校 の 年 #® 
ue Reds oe ced 2 3 4 5 6 x 8 9 10 
se 剤 処 理 区 174 11 0 0 1 0 2 0 11 3 1 4 
コー ルター ル 処 理 区 20 15 4 Oey eae genet © N38 25 6 1 iets 
| ne an 区 20 5 0 0 0 0 0 1: 3 4 SS = 
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SSO MM 護 試 カキ 園 に お ける キク イム シ 類 の 
被害 発生 分 布 図 
x: 1958 年 度 被 害 樹 , @: 1959 年 度 被害 樹 , 
O: aki 
3. REA A 
第 5 図 は 前 述 の 試験 園 の 一 部 で , ほぼ 長方形 に 比較 的 
形 の まとまっ た 園 の 列 植 模式 図 で ある 。 dt, 西 お よび 北 
東 を お そら く キ クイ ムシ 類 の 越冬 場所 と 思わ れる 雑木 林 
CAL, PALE HUY OMAP, WL + DSR LC 
いる 。 南面 し た 緩 傾斜 園 で 簡単 な 階段 畑 と な っ て いる s 
元 来 3~4 m 間隔 に 長方形 に 栽植 し て あっ た も の で ある 
が , 図 中 x 印 の つい て いる 所 は いずれ も 1958 年 の 被害 
CHE, EO (RK) 栽 し た あぁ と で ある 。 1959 EO 被 


BAG BSH 


at 


害 樹 の 分 布 は , 薬剤 処理 の 影響 を 考慮 て ね ば な ら な いで 
で 被害 分 布 の 調査 対象 と し に くい が , 1958-1959 EOF 
害 樹 の 園内 に お ける 位置 を みる と , LbICMAML BE 
れる 雑木 林 の 近く に 特に 多い と いう 傾向 は 認め られ 
い 。1958 年 度 に お いて は いずれ る 3 AKOMBITE VF 
害 を 受け , 樹勢 の 衰え の ひど か っ た も の が と くに 激 
被害 を 受け た よう で ある 。 な お 1958 年 度 の 被害 樹 の i 
で 成虫 の 越冬 し た も の は な く , 一 応 1958 年 度 の 被害 
1959 年 度 の それ と の 間 の 関連 性 は な いも の と 考え て で て ま V 
と 思わ れる 。 | 


薬剤 に よる 被害 防除 試験 


前 述 の 加害 部 位 , 被害 分 布 な ど を 調査 し た 園 に お い 選 
各種 薬剤 の 主幹 ・ 主 枝 塗 付 ま た は 散布 に よる せん 孔 陸 
試験 を 行なっ た 結果 を 示す と 第 6 表 の と お り で あぁ る 
試 樹 総数 214 AC, これ ら を 乱数 表 に より 任意 抽出 
各種 の 薬剤 を その 主幹 お よび 皇 枝 に 塗 付 ま た は 散布 
た 。 供 試し た 薬剤 の 種類 お よび 濃度 の 範囲 内 で は , WE 
マー ライ ト お よび サッ チュ ー コ ー ト (いずれ る も 7-BH 
を 主 成分 と する カミ キリ ムジ 防除 用 の 塗 付 剤 で ある )2 
補 害 皆無 で 最も 成績 よく , 2 KI LaABEOY 
ン 乳 剤 が これ に つい で よかっ た 。 ディルド リン 乳剤 3 
び 油 剤 は 無 処理 区 と 差 は 認め られ ず , コー ルター ル 浴 人 
区 に 被害 だ が は な は だ し か っ た の は 前 述 の と お り で ある 8 
な お 本 試験 を 行なう に あたり , 各種 農薬 を 提供 きれ 7 
TPES, 庵原 農薬 , FASB, 山陽 化学 お よび 木村 上 諾 3 
研究 所 の 各位 を 深く お 礼 申 し 上 げ る 。 | 


= ge 
% oS 


果樹 園 と し て 経済 経営 の な され て いる カキ その 他 の 5 
BCE DA ムシ 類 が 甚大 な 被害 を 与え た と いう 記録 J 
まり な く , 古く は 税 桃 に (内 池 ,1924), 最近 で は 京都 


第 6 表 薬剤 好 理 に よる キク イム シ 類 せん 和 孔 防止 試験 (1959) 


処理 濃度 Au BE I pe hu #2 A A 供 試 樹 数 被害 樹 数 
ェ ン ドリ ン 乳 剤 40 f% 散 布 30/ Il 40 2 0.035 
ディ ルド リン 乳剤 4 4 4 42 6 0.3<P<0.4 
Wu Fy FL Al 50 ff 4 ク 40 2 0.035 
シマー ga 原 液 塗 付 16/1 % 0 0.021 
Dk 4 倍 4 ク 20 0 0.023 
ディ ルド リン 油剤 原 液 4 ク 11 1 0.284 
コー ルル a — J Y 4 4 20 15 = 
無 Ku 理 — 4 = 20 5 = 
ah 214 21 


調査 日 5 月 22 A, 被害 発生 4 月 28 AQ 


械 し ょ うに 1 和 孔 以 上 せん 和 孔 き され で いる も の を 被害 樹 と 尽 た 8 


* 


FISHER の 直接 確率 計算 法 に より 無 処理 区 と の 有意 差 を 検定 。 


a) 


1960 年 9 月 


第 7 表 キク イム シ 類 に よる 被害 発生 カキ 園 面 積 


= x | Bat | ee Re 
1956 100 
1957 570 Pen a FAAS 
BEAST - HEUER - BE HS 
i ae Aldi wifi ~ pare ag 
1959 100 那賀 都 ・ 海 草履 
1960 20 i  . BB 


PD? VIA OD BED 認め られ た 例 が 報告 され て いる が 
1GR 田 ・ 井 上 , 1959), 本 県 に お ける カキ や モモ の よう に , 
REE, 病害 虫 防除 な 安 に 親 当 な 労力 の 払わ れ て いる 
[集約 的 栽培 の 果樹 園 に 被害 が 発生 し た こと は , 非常 に 重 
大 な 問題 を 含ん で いる 。 す な わ ち それ が 山林 部 の 大 発生 
| の 余波 と し て 付近 の 果樹 園 へ 飛来 加害 し た も の か , 何 か 
| の 食性 転換 を 起こ す よ うな 内 的 な 変化 が ぁ っ て 果樹 特に 
| カキ の 害虫 と し て 定着 し た も の か と いう こと と で ある 。 HF 
|7 表 は カキ に 被害 が 多発 し て 問題 と な り だ し た 1956 年 
| 以降 の 被害 発生 園 の 面積 の 推移 『 あ る 。1956 年 に お いて 
| は 伊都 郡 の 一 部 に 激 発 し た に 過ぎ な か っ た も の が , 1957, 
1958 年 に は 全 県 下 に 及び , 特に 1958 年 に は 大 発生 の 様 
PAR EL, カキ 栽培 の 危機 が 呼ば れる に 至っ た 。 し か し 
1959 年 に は 激減 し , 1960 年 に は 更に 減っ て どく 一 部 の 
HUMOR CHA LICHT SS, 大 局 的 な カキ 栽培 の 見 
地 は より みる と 重要 害 中 と し て の 地位 を 失い , 局部 的 な 発 
BOBBLE CWS. 一 考 見 方 を 変え て , 山 去 の 富有 
方 キ 栽 培 50 年 の 歴史 を 通じ て キク イム シ 類 が カキ を 如 
CREME EWS ERL CES CHS, EHO 
老 た に 開い て みて も 昔 も と きど きこ と の よう な 被害 だ あっ た 
CePeel CH), た だ これ が キク イム シ に よる 彼 害 
cmt, RARMWOREDTE CREEKS THS. し 
FP so CHD 5 AAI BAIS LIZ LIZ SV, た だ 被害 
面積 る 少なく, 問題 た な る ほど の も の で な か っ た と いう 
だ け で , 記録 に は の ら な いい 害虫 と し て 古く か ら カ キ を 加 
害 じ て いた よう で ある 。 ゆ え に 最 近 の 被害 を 特に 食性 の 
転換 と 才 え る 必要 は な く , 洪 在 的 害虫 と し て の 存在 が 何 
らら か の 誘因 で 大 発生 し た も の と 考え る の が 妥当 の よう に 
思わ れる 。 その 誘因 の 一 つと し て 1958 年 に は 3. 月 末 の 
WeFeIc KOAKTRBESDV, 衰弱 し た 木 が 非常 に 多かっ 
だ と いう こと る 考え て お く 必 要 が ある 。 た だ 興味 深い こ 
PE ictk, 1957, 1958 年 の 大 発生 の と き で も, DIOR 
審 は ほとん ど 1 化 期 に あたる -4, 5, 6 月 だ け で , 本 県 で 
は 2~3 回 発生 と 推定 され る キク イム シ 類 が 2・3 化 期 
で ヵ キ を 加害 する も の は ほとん ど な く , 大 部 分 が 付近 の 
雑木 林 や 衰弱 し た シュ ロ の 木 な ど に せん 孔 し て いる 。 ま 
FRE AZ SOE 10 年 生ま で の 幼 木 に 多く , 成 木 は 
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割合 に 加害 され に くい 。 と れ ら の 事実 は カキ の 生理 的 な 
状態 と 密接 な 関係 が あぁ ある の で は な いか と も 思わ れる が , 
原因 と に つい て は 全く 不明 で ある 。 

以上 の 諸 結 果 よ り 考 える に , キク イム シ 類 は 大 発生 の 
特殊 な 年 は 別 と し て , 加害 の 危険 の あぁ ある の は 晩 客 害 の ひ 
EVE, ある い は 病害 虫 , 薬害 な ど に より 著しく 樹勢 の 
弱まっ て いる 木 な ど で あ り , 木 を 強健 に 育て る こと は キ 
クイ ムシ の 和 撤 害 防止 上 最良 の 方 法 と 思わ れる 。 

Be 9 

1958 年 より カキ を 加害 する キク イム シ 類 に た ついて, そ 
の 種類 相 , 生態 な ら び に 加害 様相 の 調査 , 防除 試験 な ど 
を 行なっ た 結果 は 次 の と お り で ある 。 

1) 加害 種 は ハン ノ キ キ クイ ムシ Xyloborus germa- 
nus を 優 占 種 と する ザイ ノ キ ク イム シ 類 が ほとん ど で , 
今 ま で に 判明 し た も の は 2 科 4 属 8 種 に 及 ん で いる 。 

2) ハン ノ キ キ クイ ムシ は 成虫 態 で 越冬 し , 4 月 下旬 
カキ た 飛来 , 加害 せん 孔 す る 。 1 頭 の 雌 が 1 孔 を 材質 部 
浴 く せん 孔 し , 数 個 の 産卵 室 を つく り , 1 雌 あ た り 2~ 
3 卵 塊 , 20~50 卵 程度 産卵 する 。 幼虫 頭 幅 の 測定 結果 
より みる と 齢 期 は 4 齢 と 思わ れ , 6 月 下旬 に は 新 成 虫 が 
孔 内 に 認め られ る 。 新 成虫 は 7 月 上 旬 に は 孔 外 に 腕 出 し 
AOSD, 2 化 期 以後 は ほとん ど カ キ を 加害 し な い 。 

3) 被害 樹 は 10 年 生 以 下 の 幼 木 あ る い は 著しく 樹勢 
の 弱まっ た 木 に 多い 。 通常 主幹 お よび ERE 加害 する 
が , 加害 部 位 は 木 の 状 態 に より 変動 する 。 

4) 薬剤 に よる 被害 防除 試験 の 結果 は , ガン マー ライ 
hBLOY YF 2—-IA—bhOBREK<K, SVE USAW 
お よび リン デン 乳剤 が どれ に つい だ 。 
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Summary 


On the Bionomics and Control of the Wood Boring Beetles 
(Ipidae, Coleoptera) Attacking. Persimmons in Japan 


By Haruhisa UENo 


Kihoku Branch, Wakayama Horticultural Experiment Station, Wakayama Pref. 


Recently the increase of damages of Japanese 
persimmons, Diospyros kaki, caused by wood boring 
beetles (Ipidae, Platypodidae, Coleoptera) were 
pointed out in Wakayama Prefecture. The author 
studied the 


measures of the pests in 1958~60. 


life history and control 
The results 


hereby 


are summarized as follows. 

1. As injurious wood boring beetles of Japanese 
persimmons 8 species, belonging to 4 genera and 
2 families, are recognized. Among these species 
Xyleborus germanus is dominant in this district. 

2. X. germanus hibernates in the adult form, 
and then bores the trunks or boughs of Japanese 
persimmons in late April or early May. One 
female bores one tunnel and makes several egg 
chambers, so called ‘‘wood family-gallery’’. One 
female oviposits 20~50 eggs dividing into 2~5 
egg masses. The development of eggs in one 
egg mass is not simultaneous and both larvae 
and eggs usually exist in one egg mass in early 
June. The frequency distribution curve of the 


width of the head capsule of larvae separates 


into four peaks, so the number of larval instar 
seems to be four. In late part of June, newly 
emerged adults exist in their tunnels, but they 
run away inearly July. The new adults, however, 
do not attack Japanese persimmons in the year. 

3. In many cases they attack trunks or boughs 
of younger trees (until ten years old) as well as 
weekened trees. The place attacked, however, 
is variable according to the condition of trees. 
Most of the trees attacked by the beetles wither 
or die. 

4. The results of the control experiments 
against the beetles by means of spraying or 
painting of various insecticides are shown in the 


following table: 


x 


Class < Treatment and insecticides 
Effective Painting of lindane (commer- 
cial name: Gammaraito and 
Sacchukoto) 
Somewhat Spraying of lindane and 
effective endrin 


Studies on the Ecological Life History of the Indian-Meal 
Moth, Plodia interpunctella Hisner 


I. Comparative Studies of the Three Stocks with Special 
Reference to the Onset of Diapause' 


By Hideakira Tsuyt 
Entomological Laboratory, Kyoto University, Kyoto 


I INTRODUCTION 


“In preceding papers it was shown that 
| the Indian-meal moth, Plodia interpunctella 
| Htsner has a new type of diapause and 
_ the onset of diapause is governed both by 
| the condition of temperature and by larval 
| density when the larvae are reared in a 
| short day length (Tsuyr, 1958a, 1959a). 
| If the individuals are reared at 30°C 
| during the early stages(from their parental 
| stage up to the egg stage, or up to the 
| Ist, 2nd or 3rd instar stage) and removed 
to 20°C, all or nearly all of them enter 
| diapause at the fully grown stage, whereas 
| some or no larvae enter diapause when 
| removed at the later stages (the 4th or 
| 5th instar stage). 
On the other hand, the arrested larvae 
| pupate promptly without any interruptions 
| when they are removed again from 20°C 
| toa high (30°C) temperature condition. 
Under the 30°C temperature condition 
| no larvae enter diapause so far as they 
are reared in the condition of low larval 
density (50 eggs per 30g rice bran). A 
considerable number of individuals, how- 
| ever, wander out of the food at the fully 
_grown stage when they are reared in high 
| larval densities (100~400 eggs per 30g rice 
{ bran). These wandering fully grown 
larvae proved to be the individuals which 
‘had entered diapause by the high larval 
| densities but actually had no any dia- 
| pausing period because they were kept 
| under the high temperature. 


Further studies on the ecological mean- 
ings of the temperature-dependent onset 
of diapause and of the density-dependent 
one are being carried out. However, a 
new problem was recently offered. There 
has occurred a reduction in the number 
of density-dependent diapause individuals 
in the original stock at 30°C and it has 
become highly difficult to get them if this 
stock was used. In addition, by repeatedly 
breeding from the original stock, there 
evolved other stocks in which the modes 
of response to temperature and larval 
density were different from those of 
original stock (Tsuy1, 1959b). It is fortunate 
for further experiments that one of them 
has a high sensibility to larval density. 

The purpose of this paper is to describe 
the modifications in temperature or density 
response in these stocks, to give more 
strict materials for further experiments 
and to contribute general considerations 
of the ecological life history. 


II MATERIAL AND METHODS 


A large number of adults were caught 
in one of storehouses at Senbon-Nijo in 
Kyoto in the early summer of 1955, and 
were kept in a petri dish with a certain 
quantity of rice bran into which the 
females oviposited freely. Their progenies 
were repeatedly bred at 30°C and 45~75% 
RH, and were named ‘30°C original 
stock ’’ or OS in short. 

For each generation, several batches of 
200 eggs each were used, each batch being 
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put into a large petri dish (11cm ..in 
diameter, 3.5cm> in depth, covered up 
with a glass plate in the centre of which 
was a round hole of 3cm diameter covered 
with a paper) with 30g of rice bran on 
‘which the larvae fed. In some generations 
of this stock the rearing was initiated 
with a certain number of adults kept in 
a large petri dish with a certain amount 
of rice bran, and after a time a large 
number of the larvae which developed in 
the dish were divided into several large 
glass dishes containing an adequate quan- 
tity of new rice bran. 

The eggs were collected in the following 

way. When some or most of the adults 
had emerged they were collected from the 
petri dishes and were put into a glass 
cylinder (llcm in diameter, 15cm in 
length) in which the females deposited 
eggs. The upper end of the glass cylinder 
was covered up with a glass plate and the 
bottom was fitted with a wirenetting of 
24 meshes through which the eggs fell 
down. A large petri dish was placed 
under the cylinder, and the eggs laid 
were collected together daily or sometimes 
at intervals of 2~4 days, counted and 
used for the experiments and stocks. 
_ As containers, two sizes of petri dishes 
were used. Larger dishes were the same 
as used for making OS, and small ones 
were 7cm in diameter and 3cm in depth, 
and covered up with a glass plate having 
a hole covered with paper. 

The containers were placed on shelves 
in constant temperature rooms. In one 
of the rooms the temperature remained 
constant at 30-+0.5°C, the relative humidi- 


Table 1. 
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ty ranging from 45% to 75%. In the other 
room the temperature was 18~20°C, 19~ 
21°C or sometimes 20~21°C, but all of 
them were regarded as about 20°C, and 
the relative humidity was 45~85%. The 
duration of light was less than 11 hours 
a day. 

The water content of rice bran was 8~ 
12% before the experiments were begun 
and it did not vary so much during the 
experiments except in the condition of 
high relative humidity of the air. 

Ill EXPERIMENTAL RESULTS 

1. Some modification in the density re- 
sponse in 30°C original stock (OS). — Table 
1 shows that during three years from 1956 
to 1959 there was a reduction in the 
number of density-dependent diapause 
individuals in OS. In this stock, under 
existing circumstances, it is highly difficult 
to get a large population of such indi- 
viduals sufficient for experiments. 

In addition to this it seems that the 
reduction in the number of density-de- 
pendent diapause individuals had already 
occurred before the time when the results 
shown in the table were obtained in 1956, 
because in 1955 when the stock-making 
was initiated the wandering of the fully 
grown larvae, developed from 600 eggs 
per 40g rice bran in each petri dish, was 
much more remarkable than in 1956, 
though no record was taken in 1955. 

EZ (RG non-diapause stock A (NS-A).— 
In the case where the larvae of OS were 
reared at 20°C they entered diapause at 
a fully grown stage but after a long 
resting period they pupated and emerged!. 
Several moths produced in such a way 


A reduction in the number of density-dependent diapause individuals 


in OS reared at a density of 400 eggs per 30¢ of rice bran at 30°C 


‘ Number of 


Date 1 Larvae Larvae Per cent 
dishes Eggs diapaused diapause-free diapause 
Dec. 1956 . 3 1200 197 633 Pasha 
Dec. 1957 4 1600 160 942 AN 
Nov. 1959 2 800 3 473 0.6 


1 i : . 
Recently it became usual in OS that a few (4~6%) diapause-free individuals were obtained, 
and they emerged 60~70 days after hatching at 20°C. 


—. — 


| A in short. 
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were introduced in some large petri dishes 
in each of which a couple of male and 
female mating or not was confined with 
40g of rice bran into which the female 
oviposited freely, and the emergence of 
the next generation was examined. 

Then the beginning of emergence of the 
adults was earlier than that of the parental 
generation, and a few of the adults 
emerging foremost seemed to be diapause- 
free individuals as they emerged 70~80 


days after the introduction of their parents 


into the dish. In this case, however, there 


was no clear segregation between the time 
| of emergence of the diapause-free indi- 


viduals and that of the diapause individu- 
als, there being rather a_ continuity 
between them. 

By repeatedly breeding from such moths 
as emerged foremost, which escaped 
diapause and produced more diapause-free 
progenies than others did (the last breed- 
ing was carried out by selecting a few 
dishes in which the earlier pupation was 
most remarkable among similar dishes of 
the same generation), a stock was evolved 
that produced little or no diapause larvae 
so far as they were reared under a con- 
stant temperature of 20°C, and named 
here ‘‘ 20°C non-diapause stock A ” or NS- 
The accumulated emergence 
curves of three dished of F; (in summer 


| of 1959) are shown in Fig. 1, in which the 


curve of parental generation (in Dec, 
1958) is drawn for comparison. 

| 3. 20°C non-diapause stock B (NS-B).— 
As previously reported, when the larvae 


100 


aise) 
oO 
20 
w 
© 
q 
yes) 
SS 
\ 60 84 108 
Time in days 
Fig. 1. The accumulated emergence curves 


of three F, dishes of NS-A and the average 
values(@), compared with that of parental 
generation (©) 


(10 dishes) 


% Emerged 


0 4 108 
Time in days 
Fig. 2. The processes in which NS-B was 


evolved, showing the average (@), maxi- 
mum and minimum values (vertical lines) 


of this species were reared at 30°C up to 
Ath or 5th instar stage before they were 
removed to 20°C, most of them did not 
enter diapause at a fully grown stage, and 
pupated promptly. 

From these adults a stock was evolved 
by the same procedure as in NS-A that 
pupated also without interruption at 20°C, 
and named here “20°C non-diapause stock 
B”’ or NS-B in short. The pattern of the 
modification in the temperature response 
in this stock was also the same as that 
of NS-A as shown in Fig. 2. 

4. 20°C diapause stock (DS).— By the 
same handling method as described in NS 
and by repeated breedings from the moths 
which entered diapause, emerged last of 
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all, and produced less diapause-free pro- 
genies than other moths did, another stock 
was evolved that produced little or no 
diapause-free individuals in every gener- 
ation at about 20°C. The results up to Fs 
are shown in Fig. 3. 


(7 dishes) 


% Emerged 


; oie, 4 108 
Time in days 
Fig. 3. The processes in which DS was 


evoled, showing the average(@), maximum 
and minimum values (vertical lines) 


5. The mode of temperature response in 
each stock.—The mode of temperature 
response in each stock in which the larvae 
were reared in the condition of low larval 
densities is summarized in Table 2 to 
facilitate comparisons between the three 
stocks. 

OS: As described in the introduction 


Table 2. 
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the mode of temperature response in OS 
has already been reported (Tsuy1, 19584). 
In this stock, however, it has recently 
become usual that a few diapause free 
individuals pupated even if they were 
reared at 20°C from the egg stage, though 
no diapause-free individuals occurred when 
they were reared at 30°C up to the middle 
instar stage at which they were removed 
to 20°C. 

NS: The mode of temperature response 
in NS-B has also been reported (Tsui, 
1959b). In NS-A, the effect of initial ex- 
posure of larvae to 30°C upon the inception 
of diapause when returned to 20°C proved 
to be similar to that of NS-B, though other 
aspect has not been clarified. 

DS: As previously: described little . or 
no diapause-free individuals were produced 
in each generation so far as they were 
reared at 20°C and this was also true in the 
case in which they were reared at 30°C 
from the egg stage up to the middle larval 
instar at which they were removed to 
20°C. This was shown in an experiment 
in which two batches of 100 eggs each per 
30g of rice bran and a batch of 400 eggs 
per 30g of rice bran were used, there 
being no diapause-free individuals. 

6. The mode of density response in each 
stock. 

a) Comparisons 
stocks at 30°C. 

To demonstrate the sensibility to high 
larval densities in each stock, an experi- 
ment was carried out in December, 1959. 
Some batches of 100 and 400 eggs each 
were used in each stock. Each batch was 
kept in a large petri dish with 30¢ of 
rice bran. The procedures and results. 


between the three 


Comparisons of the mode of temperature response between the three stocks 
reared in the condition of low larval densities 


Stages and temperatures 


Stocks and diapausing larvae 


hoon tt ra Old TN NS Os ae 
30°C or 20°C 30°C 302Can Nosy No No 
30°C 20°C All All All 

20°C Little or no Nearly all or all 


20°C 


All or nearly all 
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3 Table 3. Comparisons of 


the mode of density response 


‘experiments in each stock. It 
is evident that DS is highly 
sensitive to the larval density, 
‘but OS and NS are not. 

b) An _ exceptionally high 
density rearing in OS at 30°C. 

There has been a reduction 
in the number of density- 
dependent diapausing individu- 
als in OS under the condition 
of larval densities below 400 
eggs per 30g of rice bran, So, 
an experiment was carried out Fig. 4. 
in the spring of 1959 to investi- “vw in OS 
gate the effect of much higher 
density upon OS. Four large petri dishes 
were used. In each dish 600 eggs were 
kept with 30g of rice bran. The wander- 
ing fully grown larvae and the adults 
emerging were picked out of the dish 
every day, and the larvae picked out were 
‘divided into two populations, each of 
“which was kept in a small petri dish with 
a certain amount of rice bran and removed 
to 20°C or left at 30°C where the emergence 
of adults was observed. The results 
obtained are shown in Figs. 4 and 5. 

It is clear from Fig. 4 that there are 
two peaks in the occurrence of wandering 
fully grown larvae. The time when the 
first peak occurred was too early to be 
regarded as that of the occurrence of 


Number of larvae wandering out 


= in the preliminary 


WANDERING LARVAE 


between the three stocks reared at 30°C 
ee ーー = = i 
me aay i: : f 100 eggs per 30g of rice bran | 400 eggs per 30g of rice bran 
| i on re OS DS NS Os DS 
Date of egg collection |. Dec. 4, Nov. 16, Nov. 18, Dec. 4, Nov. 16, Nov. 18, 
1959 1959 1959 1959 1959 1959 
Number of ay > 
dishes 2 2 1 
2 2 2 
eggs used 200 200 100 
pee diapaused 0 0 1 a ae 307 
arvae escaped diapause 142 120 “ : 
| Rk 83 478 473 277 
mortality 29 40 16 40 ( 
1 40 27 
diapause 0 0 (Ue 0.4 0.6 52.4 
are shown in Table 3, which 
‘are essentially similar to those 


Number of adults emerging 


Time in days 


The occurrence of wandering fully grown larvae 
reared at a density of 600 eggs per 30g of rice 


bran at 30°C (Total of four dishes) 


density-dependent diapause larvae as re- 
ported before (Tsujr, 1959a), while there 
was a reasonable agreement between the 
time when the second peak occurred and 
that when the density-dependent diapause 
larvae wandered out of the food as re- 
ported before. The difference between 
the two peaks was also shown with regard 
to the time when their emergence occurr- 
ed at 20°C or at 30°C, though in the larvae 
of second peak, especially at 20°C, the 
emergence occurred earlier than that of 
the diapaused larvae which had been 
reported before. So it seems that the 
occurrence of diapause is not remarkable 
even in such a high density. 

c) The effect of larval density on the 
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% Emerged and the day when the larvae wandered out 


Time in days 


Higad: 


inception of diapause in NS at 20°C. 

At 20°C it was impossible or nonsense 
to investigate the density effect on the 
inception of diapause except in NS, 
because all or nearly all the larvae in 
other stocks entered dapause irrespective 
of their larval densities. 

In NS, being reared in the highly 
crowded conditions (800~1000 eggs per 40g 
of rice bran in a large petri dish), most 
of the larvae wandered out of food at a 
fully grown stage, and the state in the 
petri dish was similar to that of a dish 
in which temperature-dependent diapause 
larvae wandered and spun up tent-like 
webs all over the surface of the dish and 
food. 

In this case, however, the characteristic 
feature was the state of food which was 
almost completely eaten and replaced by 
the excretions of the larvae. This state 
of food was rather similar to that of the 
exceptionally high density rearing in OS 


The accumulated emergence curves of the larvae which 
were picked out every day and were kep at 30°C or 20°C 
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at 30°C. In addition, the 
larvae wandering out of food 
were also similar to those of 
the first peak of the ex- 
ceptionally high density rear- 
ing in OS in regard to pupa- 
tion without any interruption 
at 20°C, so that little or no 
larvae of NS seem to enter 
diapause depending upon the 
high larval density at 20°C. 


IV DISCUSSION 


As pointed out by Core 


(1954), the birth rate, the 
death rate; and the age 
composition of the popu- 


lation, as well as its ability 
to grow, are of course con- 
sequences of the life history 
features of the individual 
organisms. Discussing popu- 
lation consequences of life 
history phenomena rather 
deductively, he declared the 
necessity of comparative 
studies of life histories, and 
after presuming every existing pattern of 
life history may have survival value 
under certain environmental conditions, 
he concluded that the study of these 
adaptive values represents one of the 
most neglected aspects of biology. 

When dealing with a classification of 
the ecological interspecific relationships 
between the closely related species of 
Japanese butterflies, the author (Tsuj1, 
1958b) reached a similar conclusion from 
the inductive standpoint. 

The studies on the ecological life history 
should not be merely accumulated de- 
scriptions of morphological, physiological, 
or sometimes ethological phenomena in 
connection with the life cycle, but be a 
new scientific system itself which must — 


‘be formulated for the special purpose of 


resolving population problems. 

Cole proposed life history features such 
as total fecundity, maximum longevity 
and statistical age schedules of repro- 
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duction and death. Of-course the way of 
classification of such life history features 
itself may be a subject of the studies on 
the ecological life history. In order to 
investigate ecological life history more 
practically, such features should be ap- 
proached from the inductive point of 
view. For example it is necessary for 
the studies of existent population of 
insects to investigate the pattern of 
features such as fecundity, speed of de- 
velopment, type and stage of diapause, 
method and stage of migration or habitat 
orientation, and degree or extent of 
fitness for environment including foods. 

So, in this paper, the diapause problem 
was taken up from such a standpoint, 
and the results reported were on the 
flexibility in the diapause character of a 
species population, 

The establishment of NS may perhaps 
be interpreted as a result of selection in 
the direction of freedom from the tem- 
perature-dependent onset of diapause ata 
constant temperature of 20°C. 

Although the effect of temporal ad- 
justment in the development of a gener- 
ation upon the temperature response of 
the succeeding generation does not seem 
to be of great importance in establishing 
NS, it seems from the data that there 
are some effects of the 20°C rearing 
of parental generation on the earlier 
emergence of the F; adults, as the par- 
ental moths are not selected in regard to 
the time of emergence. There are other 
data similar to this (unpublished data). 

The establishment of DS may also be 
regarded as a result of selection in the 
reverse direction to NS. 

There are two main possibilities as 
regards the cause of modification in the 
density response of OS. In the first 


place, there may have been progress of 


selection in the direction of freedom from 
the density-dependent onset of diapause, 
because for the purpose of mass culture 
each generation of OS has been reared in 
the condition of high larval density, and 
in order to repeat the experiments as 


quickly as possible only the moths emerg- 
ing early were used for collecting eggs, 
so that the density-dependent diapause 
individuals which alway emerged later 
(Tsuy1, 1959a) were excluded from the 
stock in every generation. The second 
possibility is the effect of the condition of 
previous generations upon the density 
response Of later generations though there 
is no positive evidence for this posibility. 

There are many species in which natural 
selection has tended to favour the evo- 
lution of genetic strains which respond 
differently to environment. Geographical 
races differing in the diapause character 
have been described in Pyrausta nubilalis 
by many authors including Bascock (1927), 
Bascock & Vance (1929), ARBUTHNoT (1944), 
WressELL (1952), in Gilpinia polytoma 
(PREBBLE, 1941), in Locusta migratoria (Lr 
Berre, 1953; Yaxkuimovicu, 1950), in Telea 
polyphemus (Dawson, 1931), in Chilo sup- 
pressalis (FUKAYA, 1948), in Barathra bras- 
sicae, (Masaki, 1956) and in Bryobia 
(Matuys, 1954). In Bombyx a graded series 
of phenotypes can be traced ranging from 
univoltine strains with obligatory diapause 
to multivoltine strains with facultative 
diapause or virtually free of diapause 
(Nacatomo, 1953). There are other species 
in which new strains could be built up 
with continued selections. The cases such 
as in Locusta migratoria (LE BERRE, 1953), 


Ephestia elutella (Watorr, 1949), and 
Antheraea pernyi (Tanaka, 1951) are ex- 
amples. 


From the ecological point of view these 
examples show that the population of 
many insect species has a considerable 
flexibility in the character of their 
diapause as well as in that of their re- 
sistance or tolerance to the environmental 
conditions including insecticides and 
natural foods. The significance of the 
results reported in this paper is that the 
flexibility in the character of diapause 
has been shown not only in the response 
to density-independent factor but also in 
density dependency itself. It is likely that 
the mode of response to density may 
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sometimes be modified independently of 
that of response to density-independent 
factor. Therefore OS is rather similar to 
‘DS in the mode of response to temperature 
but the intensity of density response is 
quite different from each other, and OS 
‘is similar to NS in the mode of density 
response but there is a great difference 
in that of temperature response between 
them (Tables 2 and 3). 


SUMMARY 


There was a reduction in the number 
of density-dependent diapause individuals 
in the original stock of Plodia interpunctella 
HUENER reared at 30°C. The percentage 
of density-dependent diapause decreased 
from 23.7% to 0.6% during three years 
from 1956 to 1959 (tested in the condition 
of 400 eggs per 30g rice bran at 30°C), 
whereas all or nearly all of the larvae 
entered diapause when they were reared 
ate Z0 Cars). 

On the other hand, by repeated breeding 

from the moths which emerged relatively 
early at a temperature of 20°C, a new 
stock was evolved that pupated without 
any interruption even under this tem- 
perature condition. This stock was also 
not so sensitive to larval density, showing 
0.4% diapause in the condition of 400 eggs 
per 30g rice bran at 30°C (NS). 
_ By the same handling method as in NS 
and by selecting in the opposite direction, 
another new stock was evolved that 
produced little or no diapause-free indi- 
viduals in every generation at 20°C. This 
stock showed a marked sensibility as 
regards the effect of high larval density 
of 400 eggs per 30 g rice bran at 30°C,result- 
ing in 52.4% diapause (DS). 

All the larvae of the three stocks entered 
diapause if they were reared at 30°C up 
to the middle instar.stage, at which they 
were removed to 20°C. No larvae of the 
three stocks entered diapause when they 
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were reared in a condition of low larvai 
density at 30°C. 

The significance of the results reported 
in this paper is that the flexibility in the 
character of diapause has been shown not 
only in the response to density independent 
factor but also in the mode of density 
response itself. : 
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摘 


| JYRXAYNHA Plodia interpunctella HUsNgr を 30°C 
PCRAMAL TOS 5 BIC, WhO NECA OR 
SEE << me D, HUE Ren PARAS 3 APM 
| 23.7% mb 0.6% に な っ た (いずれ る も 30g の ぬか に 
| 400 個 の 卵 を 投入 し 30°C CHA). Lael 20°C fia 
| うと 休眠 し た (OS)。 

一 方 20°C で 比較 的 早く 羽化 する 成虫 を 繰り 返し 飼育 
陽 た 結果 , 20°C の 恒温 で は 休 有 眠 し な い 新しい スト ッ ク 
| が 手 に は いっ た 。 と の スト ッ ク も やはり 密度 に 対す る 語 
| 芝 性 が 弱く , OS と 同じ 実験 方 法 で 0.4% し か 休眠 に は 
いら な か っ た (NS)o | 

ONS と 同じ 方 法 で ROTC BURMA LC, 20°C 
話 系 代 飼 育 し て も 休眠 する スト ッ ク を 手 に 入れ た 。 こ の 
トッ ク は 密度 に 対す る 感受 性 が 強く , OS, NS と 同じ 
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ノシ メ コ ク ガ Plodia interpunctella HUBNER の 生態 学 的 生活 史 の 研究 
lL. 休眠 生起 に つい て の 3 ストック の 比較 


it 英明 
京都 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 宰 


実験 方 法 で 52.4% の 密度 依存 的 休 過 率 を 示し た (DS)。 

どの スト ッ ク も 30°C の 温度 と 低い 幼虫 密度 の 条件 下 
で 飼う と 休 眠 に は いら な い 。 一 方 発育 の 初期 を 30°C で 
飼っ て 後期 を 20°C に 移す と , NS を 含め て 全部 の スト 
ッ ク が 休眠 する 。 

QOS は 温度 反応 で は DS と 似 て いる が , 密度 反応 で は 
大 きく 異な っ て いる 。 ま た OS は 密度 反応 で は NS と 
似 て いる が , 温度 反応 で は 大 差 が ある 。 

と こと で 得 ら れ た 結果 で 重要 と 思わ れる の は , 休眠 の 特 
性 に つい て の 種 内 変異 が , 密度 依存 的 で な い 温 度 の 働き 
に 対す る 反応 に み ら れ る ば か り で な く , 密度 の 働き に 対 
する 反応 に も は っ きり 認め られ , し か も それ が 温度 反応 
の 座 化 と は ある 程度 独立 的 と 生じ て いる と と で ある 。 


cea 


アブ ラム シ に 対す る アル ファ ルフ ァ の 耐性 と その 発育 
段階 と の 関係 

Howe, W. L. and G. R. Pesuo (1960) Influence 
of plant age on the survival of alfalfa varieties 
differing in resistance to the spotted alfalfa 
aphid. J. Econ. Ent. 53 (1): 142~144. 

アル ファ ルフ ァ ィ ャ の 4 品種 に と アブ ラム シ の 一 種 Therio- 
aphis maculata (Bucxton) を 接種 し , その 耐性 と 発 
育 段 階 と の 関係 を 調べ た 。 抵 抗 性 品種 Lahontan wt 
び Moapa の 枯死 率 は 植物 の 発育 段階 の 進行 と と も に 
低下 し , 感受 性 品種 African % も これ ら と は ほ ば 同様 の 傾 
向 を 示し た 。 し か し Caliverde で は どの 発育 段階 の 植 
移る 枯死 率 は 非常 に 高かっ た 。 すなわち Caliverde の 


耐性 は 極度 に 低い と 考え られ , と これ を 除い て は 一 般 に 発 
育 段 階 の 進ん だ 植物 の ほう が 幼 秋 植 物 よ り る アブラ ムシ 
に 加害 され た 場合 強健 で あぁ る 。 成 誤 し た 抵抗 性 品種 は ア 
ブラ ムシ に 対し て 選好 性 , 抗生 作用 の 面 で 抵抗 性 が 強い 
と 同時 に 加害 に 対す る 耐性 を 持つ て いる と いえ る 。 こ と これ 
に 反し て Caliverde の よう な 感受 性 品種 で は 選好 性 義 
よび 抗生 作用 に 関し て 抵抗 性 が 弱い 上 に , 植物 自身 の 強 
MES 低い た め , 大 きい 害 を 受け る の で あぁ ろう 。 

本 実 輸 は か ど を か ぶせ て 行なっ た の で , と これ らち の 結果 
は 野外 に みち られ る 現象 と いく らち か 異な っ て は いる が , 品 
種 間 の 抵抗 性 の 差異 関し, よく 野外 観察 を 説明 し て い 
Bo (BIAR —MAR) 
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岐 息 産 ネジ ノミ ムン シン の さや ゃ ば ね の 
I EON 


GEE =]- we a 

ye ee ce ee Ie Sey 
キス ジノ ミ ハ ム シ (Phyllotreta striolata Fasrictus) 
の さや ゃ ば ね に お ける 形態 学 的 地 方 変異 に つい て は , FTC 
に 長沢 (1954) の 報告 が ある 。 私 た ち は た また ま ハ タワ 
サビ を 加害 し て いる キス ジノ さき ミ ハム シ を 多数 採集 し た の 
で 』 こ れ を 機会 と さや ば ね の 2, 3 カ所 に お ける 測定 を 
行なっ た と ころ , 長沢 の 報告 に よる 各部 分 の 長 さ と の 間 
に 若干 の 差 が あぁ る こと を 知っ た 。 

成虫 は 1959 年 8 月 2~3 日 岐阜 県 稲 菜 郡 那加 町 の ハ 
タワ サビ 畑 で 接 集 し た も の で ある 。 測定 方 法 は お お むね 
長沢 1954) に し た が っ た 。 す な ね わ ち 雌雄 鑑別 後 , 左側 
の さや ゃ ば ね を 史 部 より 離し , スラ イド グラ ス 上 に 水平 に 
並べ ミク ロメ ー タ ー を つけ た 双 眼 顕 微 錯 で さや ば ね の 
終 (A), Hi (B) お よび は ん 紋 の 縦 の 長 さ (C) を 測っ 
た 。 そ の 結果 は 策 1 表 の と お り で ある 。 


BLK, まず 雌 に つい て 各部 分 の 平均 値 を な る と }」 
岐阜 産 の も の は 東京 産 の を そ を れ より BB 部 分 を 除い て いずれ 


る も 小さ く な っ て いる が , 京都 産 の も の より は 大 きい ee ま 
た 岐阜 産 の 雄 は 東京 産 の それ より すべ て の 部 分 で 小さ 


く , か つ 京 都 産 の も の より A お よび C 部 分 が 同様 に 小さ 
く な っ て いる 。 し か し 山 品 産 の も の に 比較 すれ ば 各部 夫 
と も 大 き な 存 を 示し て いる 。 

長沢 (1954) は A,B お よび C 部 分 の 長 さ が 体 の 夫 き 
さ を 代 表す る も の と すれ ば , FOR, 京都 , 山戸 の 順に 大 
き さ を 減じ , 北方 より 市 方 に た 向かっ て 小型 に と な る 傾向 が 
ある と 述べ て いる 。 今回 の 調査 結果 に よれ ば , 岐阜 産 の 
も の は 東京 と 京都 の ちょ うど 中 間 の 値 を 示し て いる と は 
いえ な い 。 し か し , 雌雄 と も ほとん どの 部 分 が 東京 の も 
の より 小さ く 京 都 の も の より も 大 きい こと か ら , AGE 
り 南 方 に 向かっ て 小型 に な る 傾向 が あぁ る と いう 裏づけ に 
は な る と 考え られ る 。 な お ここ とこ と で, 今回 の 調査 時 期 と 胡 
沢 の 行なっ た それ と の 時 期 的 要因 を 無視 し た こと を 了 断 須 
EAS ; 


FLOOR 
長沢 純夫 (1954) pS 10: 150~152. 
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第 1 エ 表 キス ジラ ノミ ハム シ の さや ば ね に お ける 各部 の 測定 平均 値 , 標準 偏差 な ら ぁ ら び に 変異 係数 
(1 単位 =0.0215mm) 


A oo 


Sous eee aw ee, 


WIE) egy z i ~ : 
¥ 3 i F 
att 測定 虫 数 平均 値 (Mkm) BRS 変異 係数 ase 平均 値 (M+m) pias | 変異 係数 
東 | 174 |81.115+0.318 | +4.198| 5.17% | 260 | 77.83140.244'| E5929 5.059%" 
ie Ie 重 NZ 80.094 土 0.341 +3.695 4.61 187 75.115+0.294 +4.021 ets) 
i Off 90 79.456+0.435 +4.129 5.19 160 75.650+0.252 +3.191 Mey 
el 176 78.654+0.254 +3.368 4.28 225 73.600 +0.184 +2.763 3¥75 
Ba ee 174 30.695 +0.114 =+1.501 4.89 260 29.288 +0.138 +2.218 Uae 
B Ie EA lve 31.105+0.201 +:2.171 6.98 187 28.879+0.141 +1.930 6.68 
mR 都 90 30.656 +0.164 +1.559 5.08 160 28.481+0.094 +1.192 4.18 
cE 176 30.244+0.109 +1.451 4.79 Ze 27.965 -+0.079 +1.187 AS? ae 
| 東京 6174 ‘| 69.397+0.249| +3.290| 4.74 260 | 65.789+0.255| +4.118| 6.26 
c | Ik 后 7: 68.046-+0.394 +4.260 6.26 187 63.603+0.285 | -+3.900 6.13 
Rm 90 67.733+0.351 +3.329 | 4.92 160  63.656+0.162 +2.054 ORO 
| Li el 176 67.409 -+0.230 =+-3.057 | 4.53 225 | 62:°702+0.183 +2.742 APOE 


東京 , 京都 お よび 山口 産 の 数 値 は 長沢 (1954) に ょ っ つた 。 


Note on the Elytral Dimension in the Flea Beetle, Phyllotreta striolata Fasrictus in Gifu 


Prefecture. 


By Sy6z0 Huxusima and Hiroshi Kaysrra, Laboratory of Entomology, Faculty of 


Agriculture, Gifu University, Gifu, Gifu Pref., and Aichi Agricultural Experiment Station, Anjo, 
Aichi Pref. Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 4, No. 3, 1960. 
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1960 年 9 月 「 短 


議 オ 3h 一 ププ アナ アキ ゾウ ムジ ツ 記 関す る 知見 補 適 ! 


KOR ve 
香川 大 学 農 学部 応用 昆虫 学研 究 室 


オォ リープ 樹 の 大 害虫 で ある オリ ー ブ プア ナ ア キ ゾウ ムシ 
"Hylobius desbrochersi Zumrr の 行動 習性 な ど に つい て 
は , すでに た び た び これ を 述べ た が (松沢 ,1957,1959), 
完全 な うし ろば ね を 有する に も か か わら ず そ れ ら が に ほ と 
区 と 沙 し ょ う で きず に , 非常 に すみ や か な 歩行 と よっ て 
移動 する も の で ある と 報告 し た 。 も ちろ ん は ね を 広げ た 
1D, 飛び た っ た と た ん 転落 する よう な いわ ゆる 飛 し ょ う 
ハウ カテ ゴリ ー に は は いら な いよ うな 動作 は と き に 見 
1 に ける の で ある が , し いて 筆者 の 経験 の 中 か ら 取 り 上 げ 
"る な ら ば , 1957 年 夏 に た だ 1 回 だ け 地 上 すれ すれ に か やろ 
導 う し じ て 3m を 飛ん だ こと が あぁ っ た 。 一 方 筆者 ちら は 尾崎 
| (1952a,b) が 最大 20.5 m を 飛ん だ の を 見 た と いう ぅ 記録 
を 知っ て いた の で , お りあ る ご と に タダ タ 方 活動 し 始める 
ろ を 見 計ら っ て 空中 に ほう り 投 げた り , 枝 の 先 か ら 自 発 
的 に 飛 し ょ うさ せよ うと 試み た 。 し か し 従来 は いつ る 不 
| 成功 に 終 ち っ て し まっ た 。 た また ま 今 夏 (1960) 筆者 が 
これ まで 見 る こと の で き な か っ た 著しい 飛 し ょ う 例 を 観 
きす る こと が で きた の で 纏 以下 に 簡単 に 報告 し , 本 種 に 
| つい て の 従来 の 知見 を 多少 修正 する と と に する 。 


実験 A ie 


7 月 22, 23, 25 日 の 3 日 間 に わ た っ て 連続 3 回 実験 
を 行なっ た が , 毎回 と も 本 学 農 学部 構内 に ある 非常 用 プ 
ー ル (8.6X16.2m) の 水面 中 央 に 小形 の 木 矯 (23x16 
X9cm) を 浮か べ , その 中 に 毎回 と も 20 頭 ず つ ラ ッ カ 
デ で マー ク し た ゾウ ムシ を 導 夏 期し て 収容 し , 翌日 早 
朝木 籍 外 ま た は プー ル 外 へ の 脱出 を 検 す る こと と し た 。 
た だ し 木 箱 の へ り に は 飛び た つと た ん の 転落 水 死 を 極力 
防ぐ た め に 金網 を 水面 すれ すれ に な る よう に 取り 付け 


筑 内 に は オリ ー ブ の 小枝 を 少々 あし ら っ て お いた 。 また 
7A 25 卓 に は 別途 た 金 だ らい (直径 70 cm) を 用 いて 


同様 な 実験 を 並行 的 に 行ない , 翌朝 中 央 の 木 箱 か ら の 腕 
皿 を 検 尼 た 。 こ こと で 供 試 下 に すべ て マー ク し た 理由 は 。, 
HEADS DS ODICAY —THOMRSN TSO GE 
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も 近い も の は プー ルル から 30:m OFRMEC, そこ に 成 木 3 
本 が ある ), あぁ あるいは 飛 し ょ うし て そこ に た どり つく か 
も し れ な いと 考え た か ら で あ る 。 
実 験 結果 
以上 の よう な 方 法 で 実験 を 行なっ た 結果 , 1 ~2 
の よう に 夜明け まで 木 箱 の 凸 に ちあ っ て は い 回 9 続け た も 
の も あっ た が , 多く の も の は 飛 し ょ うし よう と 試み て 水 
中 に 落下 し て し まい , 特に 水面 中 央 の 木 箱 付近 に は それ 
が 多かっ た 。 別途 に 校庭 芝 る 上 で 飛 し ょ うさ せよ うと し 
た 場合 に も 同様 た , "飛び たっ た と た ん 足元 に 落下 する も 
の が 大 部 分 で あっ た 。 プ ー ル 水面 上 に お ける 実験 で は な わ 
ed 頭金 だ らい 水面 上 で の 実 験 で は た だ 1 頭 の み 
全 に 飛 し ょ うし て 外部 へ 腕 出 し た が , 総じて オリ ー 
EE AR 
を えな い 。 こ と こと で 水中 に 落下 し た も の は 飛 し ょ うし よ ょ よ 
うと し た の で は な く て , あし を 踏み は ず し て 転落 し た の 
で は な いか と の 叙 問 が 持た れる か も し れ な い 。 し か し 二 
種 で は まず まず その 心配 は な く ほ と ん ど が は ね を 広げ て 


第 1 表 プー ル 水 面 に お ける 飛 し ょ う 試 験 


ne pe AA FOU < 1m 
供 nee に 1mm 以 | 以上 2m caer 
年 月 日 まっ た | 央 の 水面 に で の 水面 に 呈し た 
回 休 殖 せ の 、 陵 下 し た BRU IEE Ap 
1960.7.22 | 20 | 2 10 | 7 | 1 
が 23 ye AoA OR MO ey 
: ”25| 20 | 0 9 9 2 
3} 60 6 29 | 22 | 3 
* 滞空 4 分 , 110m を 飛 し ょ うし た の を 目撃 。 
第 2 表 金 だ らい 水面 に お ける 飛 し ょ う . 試 験 
(1960.7.25) 
| 
区 分 | wh R 
木 釘 内 に と ど ま っ た も の 1 
水面 に 落下 し た も の 8 
7K AH AL CEE UL 7c 8 の 1* 
al | 10 


* 飛 し ょ うし て 脱出 し た と こと を 確認 。 


* Supplementary Report on the Habit of Olive Weevil, Hylobius desbrochersi, especially on the 


Flying. 


By Hiroshi Marsuzawa, Laboratory of Applied Entomology, Faculty of Agriculture, 


Kagawa University, Takamatsu, Kagawa Pref. Japanese Journal of Applied Entomology and 


Zoology, Vol. 4, No. 3, 1960. 

日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 4 巻 HSH 1960 
(1960 年 7 月 30 日 受領 ) 

香川 大 学 農学 部 応用 尼 虫 学研 究 室 業績 No.44 
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SERLESOLATEV ERS (し ば し ば 実際 目撃 も 
wie 


ht 


老 

以上 に 茶 づ き 若 王 の 考察 を 試み る 。 オ リー ブ ア ナ アキ 

27 wR UVES CICME LICE SIC GIR, 1957, 1959), 
元 来 山野 に 生息 し て イボ タク ノ キ や ネズ ミ モ チ な ど を 食害 
7 たま たま オリ ー ブ 園 が 開か れ た りす る と 今度 は そ 
語ら の ほう に 移動 選 て で き て で 著 尼 いい 増殖 を を な じ オリ ー ブ 
樹 に 暴 害 を 与え そる こと は まち が いな いこ と と で ある が , 彼 
ら の 移動 が 単に 歩行 の みた に よっ て 行なわ れる も の と 考 巡 
Skt, 場合 に より いさ さき さか 説明 の 苦し い 場 面 も 全く な い 
で は な か っ た 。 し か し な が ら 本 種 は な か な か 飛 し ょ うす 
SCEUEWL, 仮 で は ほな を 広げ で る WERVDAFL 
た り 転 倒し た りす る こと が 多く , 一 応 筆者 は それ を 飛べ 
な いも の に 入れ て 老 え た 。 今回 の 実験 観察 の 結果 , この 
まう な オリ ーー ブ アナ アキ ゾウ ムシ ジ の 個体 辞 の 中 に る 個 
体 G ま っ で は 非 各 に まく 飛 還 まう する も の の 存する ここ 
が 確認 きま され た の で (7 月 22 日 の 1 例 は 午後 7 時 30 分 
一 挙 に 110m を 飛び , 滞空 4 分 で あっ た ), 従来 の 見 解 
を 多少 修正 せ ね ば な ら な いと 思う 。 けれ ども る も 本 種 は 総 じ 
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て いえ ば 確か に 飛 し ょ う 力 は 押 劣 で あっ て , 園内 移動 は 
ほとん ど そ の すみ や か な 歩行 て よっ て いる も の の よう 
で , と の と と は 薄暮 に お ける 彼ら の 園内 の 行動 を 見 で 3 
うな ず か れる と 思う 。 た だ 日 中 は あま りや ら な い は ね の 
展開 を , 夕刻 に お いて は か な り よ く 行 な うこ ご と は 確か で 旨 
また 小枝 や 器物 の せん 端 に お いて 特に そう じ た 動 作 が 見 
DST EVUESIELESRPFUSRESbTTW So. DE 
の よう な わけ で , FVA-TF TFT XVVAVYOBMDE 
に つい て は 少数 個体 で あら ろう が と に か く 飛 し ょ う 巡 と い 
うぅ 要素 を 加味 し て 考え な けれ ば な ら な く な っ た が こう 
Lick (特に 長 距離 飛 し ょ う ) (Cow Crs a) 
博士 や 野呂 発 選 次 郎 元 教授 か らち か ね て より ぜひ 明確 に 削 
る よう に ご 注 意 を や だ だ いた 。 CC ICR al Cm 
謝意 を 表す る 。 
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松沢 # (1957) BIUIKB SRE 8: 172~188. 

松沢 寛 (1959) 新 昆 虫 12: 2~6. 

尾崎 元 挟 (1952a) 昭和 26 年 度 農 林 省 指定 オリ ー ブ 謀 
験 成績 書 69~70. i 

尾崎 元 挟 (1952b) オリ ー ブ の 作り 方 朝倉 書店 . 


ポリ テス テル 樹脂 に よる りん し 目 
SEA AF RABY EIR IC OVC? 


近年 こん 虫 そ の 他 を 合成 樹脂 中 に 封入 する 方 法 が 考案 
され て お り , VALACAHOREOHAMOV Tim 
応 成 功 し て いる が , 成 忠 の は ね に 樹脂 を 全く 浸透 させ ず 
e 封 生ずる 玉 法 に つい て は まだ 解決 きれ て いな いま た 
幼虫 を 封入 する 方 法 に つい て の 研究 も ほとん ど 行 な われ 
て いな い 。! そ れ は 封入 に 先だって 施す 幼虫 体 の 腕 水 お よ 
び 体 色 の 変化 を 防止 する 方 法 が 明らか に され て いな いか 
ら で あ る 。 こ と の 前 処理 法 が 明らか に され れ ば , WAREO 
高い 樹脂 中 に 幼虫 を 封入 する こと が で き , 躍 体 の 細部 の 
観察, 撮影 涼 よ び 長 期 の 保存 に 耐え る 完全 な 保存 標本 が 
得 ら れる こと と に な る 。 著 者 は と の 前 処理 法 お よび 合成 樹 


1 


NREL AICO COE LICR, 前 処理 決 と し て 従来 用 い 
られ て いる KAmPrrIER Hosropor (1951) の 濃厚 ショ 
PAULEY も 良好 な 方 法 を 和平 夫 じ た の で 報告 する 8 
ご 校 関 を 賜 わ っ た 当 学 部 三坂 和英 教授 に 深 甚 の 謝意 を 表 
する 。 


材料 と 方法 


1. 供 試 幼虫 供 試 幼虫 は 飼育 また は 野外 より 採集 D 
た 終 齢 初期 の も の で , と れ を 体毛 の 多少 と により, 多い も 
の , 中 位 の も の お よび 少な いも の の 3 群 に 分 け , SHE 
れ ぞ れ 5. 種 ずつ 供 試 し た 。 個 係数 は 1 種 に つき タマ 3 頭 
で ある 。 

体毛 の 多い も の : マメ ドク ガ が ガ (Cifuna locuples Wa- 
LKER), クス サン (Dictyoploca japonica BuTLErk), = 
Eos 
マイ マイ が 


ン シ ロ ドク ガ (Euproctis similis Furssiy), 


(Arctia caja phaeosoma BuUTLER), 


A New Method to Make the Specimen of Lepidopterous Larvae by Using Polyester Resin. By 


Masakuni Muroca, Faculty of Agriculture, Tokyo University of Education, Setagaya-ku, Tokyo. 
Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 4 No. 3, 1960. : 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


4% 第 3 号 1960 
(1960 年 7 月 29 日 受領 ) 


1960 4:9) > 短 


(Lymantria dispar japonica MoTscHULSKY)。 

体毛 の 中 位 の も の : ドク ガ が ガ (Euproctis fava Bremer), 
ツガ カレ ハ (Dentrolimus superans Butter), セス ジ 
Ee トリ (Spilosoma obliqua WALKER), ヒメ モン シロ ョ ロ ド 


43} (Orgyia thyellina Burier), アオ イラ ガ (Parasa 
onsosia WALKER) o 

| 体毛 の 少な いも の : カイ コ (Bombyx mori LINNE), ヨ 
トウ ツガ (Brathra brassicae Linnt), キア ゲハ (Papilio 
BAVA 
AX (Theretra oldenlandiae FABRIEIUS), シロ シタ 々 タホ 


achaon hippocrates FELDER et FELDER), 


Ytv 3 (Chalcosia remota WALKER)。 

(2. 前 処理 法 樹脂 に 封入 する 前 に 幼虫 に 施す 前 処理 
RILKO 3 と お り と し た 。 

| Ya BRMRE: Sie 10% ホル マリ ン 液 た 24 WES 
SL, 次 に 飽和 シ a BEMKIC 24 NE SL, 更に ス 
Frye) 21015 分 間 浸 せき し た 。 

| ブチ ル ・ エ チル 法 : 24 時 間 絶食 し た 幼虫 を 第 3 級 ブ チ 
隊 ア ルコ ー ル に 1 時 間 浸 せ き し , 更に 100% アル コー ル 
C15 分 間 っ けた の ち , スチ レン モノ マー に 15 分 間 浸 
fet Lito 

| ブチ ル 法 : 24 時 間 絶 食し た 幼虫 を 第 3 級 ブ チル アル コ 
vic LEMIRE L, スチ レン モノ マー に 15 分 間 浸 
cme On hate 

各 法 と る 幼虫 を 次 の 試薬 に 移す 際 に は , BMBLOZA 
レー な ど で 体 表 を か わか し て か ら 移 し た 。 
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3. ポリ エス テル 樹脂 の 調製 1) ポリ エス テル 樹脂 
の ゲル 化 本 実験 に 用 いた 樹脂 は ポリ エス テル 系 樹脂 で 
ある エ ポ ラ ッ ク G200P (日 本 触媒 化学 工業 株 式 会 社 ) 
で , 淡 コ ハク 色 透 明 , 25°C で 5P 以下 の 粘度 を 有 し , 
常温 で の ゲル 化 に は 触媒 (人 酸化 メチ ル ェ チル ケト ン を 
ジメチル フタ レー ト に 60% の 割合 に 深 解 し た も の ) と 
促進 剤 ( ナ フ テ ン 酸 コバ ルト を スチ レン に 溶解 し た も 
の ) と が 必要 で ある 。 ゲ ル 化 に 要する 時 間 は 室温 , MME ts 
よび 促進 剤 の 量 に よっ て 異な っ て くる が , その 使用 割合 
を 示す と 第 1 表 の と お り で ある 。 


bis RAMS 0 促進 剤 の 使用 制 合 A 
Ie See oe | ゲル 化 に 
oe fi (°C) |>30 25 20 15 | BoaRm 
Y a 間 (分 ) 
SHAH fh «WE (cc) 1.5 2 2 2.5 120 
100g.) MExE# (cc) 1.0 1.5 2 2.5 


G214x は 同 量 使用 の 場合 ゲル 化 要 する 時 間 は 40 
分 。 

樹脂 は ゲル 化 に 伴 な い 発 熱 HARSH) する の で , 
生物 の 封入 に つい て は 触媒 お よび 促進 剤 を 少な くし , ゲ 
ル 化 に 長 時 間 か ける よう に する こと と が 肝要 で ある 。 

2) 調製 法 所 要 量 の 樹脂 液 を 紙 コ ッ プ に ひょう ( 称 ) 
量 し , 第 1 素 の 割合 で 触媒 を 加え (目盛 り を つけ た ピ ペ ッ 
ト を 使用 ), ガラ ス 棒 で よく か く は ん GHP) 混合 する 。 
次 に 同様 に し て 促進 剤 を 加 % て 再び よく か く は ん し た の 


第 2 表 前 処理 を 異 に し た 場合 の 標本 の 比較 


前 Ab 理 ue ショ BER tE FF wv + oF VE F F w 法 

od ge 7K | 7k Bale <: 

体 色 ・ 体 毛 の 色彩 | 分 | 体 色 ・ 体 毛 の 色彩 | 分 体 色 ・ 体 毛 の 色彩 | 分 

zH# mR Hw mR - —| の の 

Rpok 紅 緑 Bom か つ # 紅 緑 | 程 apoe 紅 ee F 

| 度 度 gE 

Lee: OO - tt O36 on OG ove 

の ク ス fF A . . lite ° . = = 3 - * ここ 

0 008 18 88 Fe 

eo eat ee a ° =} — 

OR ON er TOO - Sa FOO - 

lk » wo ©. Oo MOM Cen EPO OC On <= tS 

Pe ee ee. OO a OS Rr, EO oe ee 

MNO Gs 00 ign S418 Bo be 

の も の | ヒメ モン シロ ドク ガ が | | Ve Ret: 

hae 7 pony hee ee POE NO SEO vO ®§ — 

a A 2 oO a a weve ae Senos eae = 

本 毛 o| 3 a SO MR S22 OC ROR | — 

Pe eh e885 So 8 908 oe 

> Gy. | Bar eel Omeoete:. Qt 5 we = 

| ショ シタ ホル ガ |O。 - ORO Mo te 2 
O: 変色 し な い , @: BATS, +: 水分 残存 する , 水分 残存 し な い : 該当 色 が な い 


ergo Se TAI 
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b, RIED CA) OHA SORA CTCHARBIQEAL 
Foo 適宜 に 切っ た 板 が ラス スラ イド グラ ス な ど を 用 い ; 


材料 の 大 き さ に 応じ て 細 み 合わ せ , これ を セメダイン で 


よく 接着 し た も の を 圭 入 容器 ど し て 用 いた 。 な お 容器 の 


内面 に は 特別 な 離 型 剤 (シリ コン グリ ー ス ) は 塗ら な か 


っ た 。 そ を それ は 完全 に ゲル 化し た 樹脂 は 少し 収縮 し , 容器 


. の ガラ ス 板 か ら 容 易 に 離 型 す る か ら で あ る 。 


: 3) 封入 の 方 法 前 処理 の 終 ち おっ た 幼 虫 を , 腹面 を 上 
に し て 封入 容器 に 移し , これ に 調製 じ た 樹 脂 を 忠 体 が 容 
@mOlR>5 2~3mm 浮き 上 が る 程度 に 注入 し , その ま 
放置 する と , お よそ 120 分 で ゲル 化 が 終了 す 
る 。 次 に 第 1 回目 と 同様 に 調製 し た 樹脂 , また は 虫 体 と 


の コン トラ スト を よく する 目的 で 百 色 の 顔料 を 加え て 更 


に よく か く は ん 混合 し た も の を 忠 体 が 完全 に 障 れ る 程度 
( 厚 き 5mm) 注入 し , 24 時 間 室 温 に 放置 し た 。 こ と これ を 
TRACHEA LF, 粘 落 性 が 残っ て いる 上 面 の 未 重 合 の 部 分 
を と | GK) 右 で 削り , 更に グラス ター で 研磨 し て 仕上 げ 


= だ 。 


3 種 の 前 処理 を 施し た 幼虫 を ポリ ェ ス テル 樹脂 に 封 入 
し た 保存 標本 の 作製 後 の 後 作用 を 考慮 し て , 1 ヵ月 後に 
体 表 お よび 体 拉 に 水分 の 残存 付着 する 状態 と 体 色 お よび 
体毛 を 構成 し て いる お も な 色彩 に つい て 調べ た 結果 は 第 
2 表 に 示す と お り で あっ た 。 

VY a BAKIC KE DEEL FBO, (HCH IK BS 
残存 し ゃ すい 。 こ れ に 対し て ブチ ル ・ エ チル 法 お よび ブ 
チル 法 で 処理 し た も の は 水分 が 残存 し て いな い 。 体 色 や 
体 措 色 の 変化 に つい て は , いずれ る も る 緑色 系 統 は た い ( 視 ) 
色 し ゃ すい が 黒 , か つ , 葵 な どの 系 統 の 色 は ほとん ど 影 
響 が みな られ な か っ た 。 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


‘i 


| 
BAe 第 3 号 
考 we | 

Eee ORB ACU L CHEE oO, EURO 
水分 の 調節 お よび 脱水 の 方 法 に つい て で ある 。 Y 2 HME. 
法 は あら か じ め 幼 虫 を ホル マリ ン で 固定 し て お ぉ おき 」 SH 
を シ a PERAK ITIL EL CHAT SB, FOE 
作用 は 徐々 に 行なわ れる た め 長 時 間 を 要する ば か り で だ な 

く , ショ 糖 液 が 下 体 に 浸透 する に こつ れ 体 色 は 最 す ん で < 
So TkBKRORMIRDIES, 特に 体 手 の 多い 種類 で は ス 
チレ ン モ ノ マ ー に 浸 せ き し だ 際 に 水滴 と 気 ほ な う が DE 
し , #U< me ews, bts oC 
分 離し また は 体 表 に 付 落 する 。 

ブチ ル ア ル コー ル を 主剤 と する 他 の 2 法 は , ee 
化す る こと な さく 固 定 有 お よび 脱水 の 目的 を 短 時 間 で 達する 
AOS Oe 

処理 前 に 幼虫 を 24 時 間 絶 食え させ て お く と , 休 重 は 1 10 
~20% る も 減少 する 。 こ れ は 排 ぶ ん GE) ED OARS 
よる も の で , 体 水 分 の 調節 に 大 き な 役 割 を し て お り , 刀 
の 後 の 処 理 操作 を 効果 的 に させ る 原因 を な し て いる 5 
色 は 前 処理 中 に は 全く 変色 し な い が , 樹脂 に 封 大 し じ ゲ 中 
{EDSHEFT TS TON THRE AGO 4 OVER BITEW EU 
て ぐる が , その 原因 と 対策 に つい て は 現在 不明 で ある 8 
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Constituents of the Superficial Lipids 
of Cuticle of Living Larvae 
(Studies on the Structure of the 
Integument of the Silkworm, 
with Special Reference to 
Its Cuticular Lipids VII)! 


By Masayoshi Suixata 
Sericultural Laboratory, Kyoto 
University of Industrial Arts 

and Textile Fibers, Kyoto 


A few years ago I have described some 

esults of macrochemical analysis of the 
uticular lipids of silkworm larvae using 
jexuviae as a starting material, and sug- 
fgested that noticeable change may not 
ccur during the process of moulting 
1955). In the present’ com- 
munication, I want to report new analyti- 
cal results of the lipids deposited on the 
jsurface of cuticle of living larvae, using 
fcolumn-chromatographic method. 


EXPERIMENTAL 
Preparation of lipid samples. — 


‘Body surface of 5th instar larvae 


jwas previously extracted ex- 
lnaustively with ether, methanol 
and acetone to remove trace of 
fat. Samples of lipids were ob- 
ained by extracting the cotton 
with hot chloroform. Yield of 
he extract was about 35mg. The 
extracted substance is milky white 
in color and wax-like in ap- 
bearence. The melting point is 
30~60°C. Iodine reaction is posi- 
ive. LIEBERMANN-BURCHAND test 
for sterols is not clear. 

Chromatographic separation of the 
pxtract. — Cuticular lipids of silk- 


Wt. of fraction (mg) 
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worm larvae contain some amounts of 
free fatty acids (see SuikaTa, 1955, 1960). 
It is necessary to remove the acids using 
absorbent alumina dust as mentioned by 
Fucus & pejJone (1954). However the 
samples were too small in quantity to 
apply this method, so these were analyzed 
directly by chromatographic method. The 
method described recently by NicoL_aipEs 
& Foster (1956) was adopted. Petroleum 
ether, 4% and 20% solutions of benzene in 
petroleum ether, benzene, ether and 
methanol were run respectively as eluents 
through a column 1.5x13cm in size con- 
taining 10g of activated silica gel (80~200 
mesh). Each fraction of the eluents used 
was 30m/. After removal of the solvents, 
melting point of each residue was measur- 
ed under a microscope by WeyGanp’s 
method (Fucus & peJonc, 1954). Acid, 
saponification and iodine values were not 
determined. However, these values were 
measured only on samples of about 2g 
which were obtained from the exuviae of 
pupation moult and separated into several 


fractions by the same procedure as 
61~71°C 
A.V. 45.1\ 
(siv: 78.8 
I.V. 15.7/ 
35~50°C 
A.V. 0.03 
Svar ) 36~59°C 
I.V. 2.0 A.V. 33.4) 
50~65°C (Sx: 119.4 
I.V. 40.6 


TMD _ Fraction no. 


1.3 H S| ! : H a 
‘P= B4S! P-B20% ! B Yee Nee 


Column chromatography of chloroform soluble 
substances deposited on the surface layers of integu- 
ment of 5th instar silkworm larvae 


Values in parentheses indicate specific number of 
lipids contained in the pupation exuviae. 
value; S: V., saponification value; I. V., iodine value. 
Solvents: 
benzene (P-B), benzene (B), ether (E), methanol (M). 


A. V., acid 


petroleum ether (P), petroleum ether- 


1 家 奏 幼虫 の 体 表 面 か ら 得 た リピ ド の 組成 (KRBORMAAH ICV F7II ERICA ST SHE) 四方 正義 
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Table 1. Percentage of each chromatographically fractionated substance to total recovery 
of extract used, and melting point of lipids obtained from the surface of living larval 


cuticle and from the pupation exuviae 


Eluted substance (%) 


fal aie * 2 eye 

Item Total xecovery, Melting point(°C) 
Solvent Living cuticle Exuviae | Living cuticle Exuviae 
Petroleum ether 15.8 19.2 35~50 38~52 
20% benzene in petroleum ether | 23.9 834.2 50~73 65~74 
Benzene | 36.9 24.4 61~71 58~72 
Ether | 15.8 1G, 1) 36~59 50~73 


mentioned above. Acid and saponification 
values were measured by the method of 
Hesster (1954). Micro-W1y’s method modi- 
fied by KEFFLER & Marpen (1933) and by 
Komort (1948) was adopted for determining 
the iodine number. 


RESULTS AND DISCUSSION 


Fig. 1 shows the dry weight and melting 
point of each substance chromatographical- 
ly separated. The figure also contains 
the acid, saponification and iodine values 
(numbers in parenthesis) of the exuvial 
lipids. It seems that the fraction eluted 
with petroleum ether is mainly composed 
of saturated hydrocarbons, and that the 
fraction obtained from 20% benzene in 
petroleum ether represents saturated wax 
esters of straight chain. The benzene 
fraction is believed to be composed of 
some unsaturated substances, free fatty 
acids and waxes of higher classes,. differ- 
ing from the results of NicoLaiprs & Foster 
(1956) who stated that the glycerides are 
the main components. The ether fraction 
is represented by the lipids of higher 
degrees of unsaturation and some amount 
of glycerides. 

In Table 1, comparisons are made on 
the percentages of each substance separat- 
ed chromatographically to the original 
extracts as well as melting point of each 
substance, between the lipids from the 
surface of living cuticles and those from 
the pupation exuviae. It is evident from 
the table that all the components contained 
in the exuviae appear without exception 
in the substances obtained by rubbing the 


outer surface of the living larval cuticle. 
However, the percentage value does not 
strictly coincide with each other. It may 
be explained by assuming that some com- 
ponents do not come out from the cuticle 
by chloroform wiping or that the consti- 
tuents change with the growth of the 
larvae. It is interesting to note that the 
lipids soluble in ether and thought to be 
composed mainly of constituents of lower 
classes are contained in a relatively large 
amount. This result may well be refered 
to the finding of Koipsumr (1957)that there 
is in general a remarkable antimicrobial 
function in the cuticle of insects due to 
the presence of the lipids of lower class- 
es. The occurrence of paraffins in the 
silkworm exuviae was first proved by 
BERGMANN (1938). I also demonstrated the 
presence of similar substances by chemical 
(SHIKATA, 1954) and chromatographic tech- 
niques in the exuviae as well as in the 
living cuticle. Accordingly it may .be 
concluded that the paraffins really occur 
in the outermost layer or layers and may 
easily be removed by gentle wiping with 
chloroform cotton. The presence of paraf- 
fin layer was demonstrated histochemical- 
ly by Dennett & Marsk (1955) in Peripla- 
neta, Sarcophaga and Calliphora and by 
Takanasut (1959) in silkworm. But I am 
of the opinion that the paraffin, chromato- 
graphically separated, is not the same 
substance as that found by TaxKanasut, 
because it dissolves in chloroform and 
stains.neither with haematoxylin nor with 
Sudan black B. 
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Further Observations on Parasitism 


of Two Egg Parasites of the Rice 
Stem Borer, Trichogramma 
japonicum AsHMEAD and 
Telenomus dignus (GAHAN)! 


By Akio Orake 


Laboratory of Applied Entomology, 
Shimane Agricultural College, 
Matsue, Shimane Pref. 


The relation of the number of parasitized 
| eggs to the total eggs in an egg mass of 
| the rice stem borer, Chilo suppressalis 
WALKER, has already been clarified by the 
writer in a paddy field at Nogi, Matsue 
‘City in June, 1954 (Orakr, 1955). The 
number of eggs parasitized by Tricho- 
| gramma japonicum AsHMEAD in an egg mass 
seldom exceeded over 30, while that by 
|.Telenomus dignus (GAHAN)’ tended to in- 
| crease with the size of the egg mass as 
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beneficiens but dignus. 
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indicated by the total number of eggs 
forming the mass, which varied remarka- 
bly even in the same size of the mass. 

During the succeeding three years, the 
writer made further observations on this 
theme and confirmed the same relation in 
principle. 


Eggs of the borer in its first brood occur 
from late spring to early summer in the 
Matsue district. During that period in 
1955, 1956 and 1957, egg masses were re- 
peatedly gathered from both nursery beds 
and paddy fields at Nogi, their color being 
recorded at the time of discovery. In 
these masses were included ones found 
just after hatching. As already stated by 
the writer (1959), an egg mass of the 
borer changes its color corresponding to 
the embryonic development of eggs form- 
ing the mass: it is pale at the time of 
Oviposition and then becomes brownish 
yellow or grey, turning blackish at last. 
It is after the embryonic revolution, or 


「 ズ イ ム シア カタ マ ゴ パ バチ と ズ イ ム シク ロタ マ ゴ パ バチ の 寄生 様式 に つい て の 観察 続報 大 竹 昭 郎 BREUER XK 
Contributions from the Laboratory of Applied Entomology, Shimane Agricultural College, 


Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 4, No. 3, 1960. 


2 According to YasumaTsu' (1950), Telenomus attacking the rice.stem borer in Japan is not 
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after 55 to 60 per cent of the whole egg 
period has elapsed (Goron, 1954) that the 
last color settles. Egg masses with the 
last color (dark brown or brownish black) 
may be regarded as having only scant 
possibility of suffering from egg parasites, 
considering that the per cent parasitism 
of eggs is remarkably low when the eggs 
are prevented from being exposed of para- 
sites until they attain about 60 per cent 
of the embryonic development in the case 
of Tr. japonicum (Iyatomi, 1943), and until 
the first one-third in the case of Tel. 
dignus (Okapa & Maxi, 1934). Especially 
in 1957 collected egg masses were restrict- 
ed to ones with the last color and ones 
just after hatching; pale, grey and brown 
masses were not gathered even if they 
were discovered. 

In the laboratory, the egg masses were 
kept separately in glass tubes until the 
completion of hatch, or until the emergence 
of parasites if parasitized. The masses 
were then preserved in 70 per cent alcohol. 
Each of them was later dipped in about 
10 per cent KOH to dissolve its transparent 
cover and then egg chorions and dead 
eggs forming it were disconnected one 
after another, being divided into the 
following three groups under a binocular 
microscope: 1) not parasitized (chorions 
left after hatching and eggs which died 
before hatching); 2) parasitized by Tr. 
japonicum; and 3) parasitized by Tel. 
dignus. (There was no record, in the 
writer’s observations, that both Tvicho- 
gramma and Telenomus emerged from a 
Single host egg.) The number of eggs in 
these three groups was counted re- 
spectively. (For particulars, sec OTAkE 
(1959) ).. 


The results obtained during the three 
years are summarized in Pics As 
mentioned already, they well agree with 
those in 1954 except for following two 
points: 

1) In early July, 1956, the number of 
eggs parasitized by Tyr. japonicum in an 
egg mass was frequently far over 30 and 
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multiparasitism was remarkable. It should 
be noticed in this connection that all egg 
masses collected at that time were parasi- 
tized by the parasite. We can therefore 
assume that towards the end of the first 
emergence period of the moths in that 
year, when the egg masses accordingly 
decreased in number, the adults of Tr. 
japonicum would be increasingly more 
adundant as its generations went by, and 
that this would result in repeated attacks 
of a particular egg mass by more than 
one adult parasite. (Dr. R. L. Epwarps, 
in his communication to the writer, 
assumes through his experience in other 
species of Trichogramma that 30 would be 
about the maximum egg-laying potential 
of a single female of trichogrammids, and 
suggests that a possible explanation of the © 
writer’s observation on Ty. japonicum 
made in 1954 could be that generally a 
particular egg mass is never found by 
more than one female and that in it she 
deposits her entire supply of eggs.) Such 
a high parasitism of egg masses by 77. 
japonicum at the end of the emergence 
period of the moths in its first brood was 
often observed in other places of the 
Matsue district (OTrAaks, 1956). 

2) In the egg masses parasitized by 
Tel. dignus, which were collected in 1957, 
the ratio of the number of parasitized 
eggs to the total of eggs forming the 
mass was conspicuously high in general. 
In that year, the parasite showed con- 
siderably high parasitism from the end of 
June to the beginning of July (Orakz, 
unpublished data), though in other years 
the parasite is active from the end of May 
to the middle of June and then becomes 
rare regardless of the existence of the 
hosts. In other words, the peak of the 
activity of Tel. dignus in 1957 was delayed 
considerably and came at the end of the 
occurrence period of the hosts. It may 
therefore be allowed to bring here again 
the assumption mentioned in the preceding 
paragraph. 

According to the observation made in 
laboratory by Oxapa & Maxi (1934), a 
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The relation between the number of parasitized eggs and the total eggs in an egg 
mass of Chilo suppressalis in its first brood. The whole parasitized egg masses collected at 
Nogi, Matsue City in 1955, 1956 and 1957 are shown. A: Both (x) and (@) represent an egg 
mass parasitized by Trichogramma japonicum alone, the latter being collected early in July, 
1956; X—¥§, by both Tr. japonicum and Telenomus dignus, X representing the number of 
eggs parasitized by Tr. japoonicum and W@ by Tel. dignus. B: The egg masses parasitized 
by Tel. dignus alone; x represents an egg mass whose color was white or pale yellow; 
A, yellowish brown, orange, grey or brown; @ or ©, dark brown or brownish black, or 
just after hatching, a hollow circle being gathered in 1957 (in that year, masses with pale 
or light brownish color were not collected). 


furing 15.8 days of her life span (the 
uverage of 30 individuals). This egg-laying 
»otential, however, will not always ex- 
hibited fully in the field, and it may be 
ther proper to assume that high para- 
litism often seen in larger masses is 
| ttained due to attacks by several para- 
) ites upon a single mass ; sometimes, even 
When the host egg masses were found 
| bundantly in the field, the writer observed 
jasses on which two or three Telenomus 
females were depositing their eggs simul- 


neously. 
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新 刊 紹 介 


Advances in pest control research, Vol. III, 
R. L. Mercatr 編 (1960), A5 判 , 448 ペ ー ジ , 33 図 
版 , 5000 円 , Interscience Publishers, Inc. (New 
York, U. S. A.) 3fF 

SARC FAG CORROMHOMD> 518 
HAA SHO, それ ぞ れ の 専門 家 が 総説 的 に と これ を 解説 
し , 今後 の 研究 に 役 だ た せよ うと し た の が この 双書 刊行 
の 主旨 で あぁ る 。 こ の 双 書 は 特に 基礎 的 な 研究 面 に と 紹介 の 
重点 が 社 か かれ て いる の と た だ 単なる 総説 に と ど ま ら ず 
執筆 者 の 意見 や 拭 判 が 多分 に 感 り 込ま れ て いる の が その 
特徴 で ある 。 $1 Rie 1957 年 , 第 2 巻 は 1958 年 に 発 
fan, FCCKHBECZONA STATUES, CO 
ほど 第 3 巻 が 出版 され た 。 内容 は 次 の と お り で ある 。 

雄 不 妊 処 理 に よる 害虫 防除 CR. C. BusmrANnp), 殺虫 
剤 の 共 力 作用 (P. S. Hewrerr), 殺虫 剤 研究 に お ける 
ァ イ ソ トー プ 禁 識 代 謝 プ ー ル 法 (F. P. W. WINTERING- 
と ん 虫 の 化学 的 誘引 物質 の 最近 の 進歩 (N. Grr- 
EN, M. Beroza & S. A. Hatt), AB ayy Ree 
剤 の 化学 と 作用 (W. Moye), 2 FAH-NX—-} HA 
剤 の 化学 と 作用 機構 (R. A. Lupwic & G. D. Tuorn), 
DDT [hitimewes (H. Lirxe & C. W. Kearns), ト 
Vr vo UV PRAO (Ee ¢ RE AUN HE A (CH. Gysin & E. 
Knusrr), 植物 の 病害 虫 防除 用 農薬 の 吸収 と 移行 (]. W. 
Mitcuer1, B. C Smartt & R. L. METCALF) 

置 頭 に 掲げ られ た Co を 使っ て の 雄 の 不妊 処理 に よ 
SHRMROMC, KHPF+s.77 FBP72) SF 
Mb eH CIN < KAM CBR? BUA HoT, 
その ば ぽく 滅 に 大 成功 を 収め た 家畜 寄生 の screw worm 
(Callitroga hominivorax, オビ キシ バエ の 一 種 ) の 防除 
に 関す る 基礎 的 研究 か ら ぼ く 滅 に 至る まで の 経過 を 詳細 
に 解説 し て いる 。 また, 近年 ハウ イ で 始ま っ た な Co” KH 
妊 処 理 に よる 果実 ミ バ ェ 類 の 研究 紹介 され て いる 。 てこ 
の 項 の 筆者 BusgrAnp は E. F. KnNirLING らち ら と と る に 
screw worm 防除 に 終始 た ず さ わ っ て きた こと の 道 の ベ 
FOIVIEV HOT, 筆 さ ば きる 巧み に 興味 深く 解説 て 
いる 。 ま た こと の 虫 の Co に よる 防除 成功 は 世界 の 害虫 
防除 史 ゃ 飾る 不滅 の 輝かしい 業績 と いわ れ て いる だ け あ 
っ て , 読み 落と せ ぬ 一 項 で も あろ 3 う 。 

この は ほ は か 共 力 剤 や 誘引 剤 を 始め と する 数 項目 の 解説 も 
れ ぞ れ の 方 面 で お な じみ の 大 家 連 が 筆 を 揃え て いて 教 
る と こと ろ の 多い 書 で ある 。 CL) et 53) 


HAM), 


wo 
SY FS 
= 


Methods of testing chemicals on insects, Vol. © 


II, H. H. Sueparp 編 (1960), Ad}, 248 ペ マージ , 
2000 円 , Burgess Publishing Co. (Minneapolis, U. 
S. A.) 発行 

と の シリ ー ズ の 出版 目的 は , 殺 躍 剤 の と ん 忠 に 対す る 


の 研究 法 を 平易 解説 し よう と し た も の で ある 。 編集 
は “殺虫 剤 の 化学 と 作用 ” の 著 で 令 名 の 高い 
PS WCE) 本 を 2 る つる 6 

第 1 巻 で は 主として 薬剤 の と ん 虫 に 及ぼ す 諸 種 の 影 椿 
の 測定 法 や とこ ん 虫 の 薬剤 処 理 の 室内 試験 法 な ど が 解説 さ 
れ た が , 第 2 券 の 本 書 で は 殺虫 試験 結果 に 及ぼ す 諸 要因 
と か , 殺虫 剤 の 試製 品 の 選抜 試験 に関する 事項 が 13 
に 分 け て 収載 され て いる 。 各 章 の 執筆 に は A. W. A. 
を 初め , この 道 の 権 威 が 当たっ て いて , ARO 
堅実 さ を 物 語 つ て いる 。 に の よう な 実験 の 手 び き 書 は 従 
来 少な か っ た だ けり 本書 の 誕生 ば 者 ば じい が も っ きき 涯 
富 に 図版 が 入れ て ほし か っ た と 願う の は あな が ち 私 だ け 


SHEPARD 


Brown 


種々 の 作用 を 解明 し よう と する と き 行 な め われ て いる 各種 


で は ある まい 。 本 書 の 内 容 と 執筆 者 は 次 の と お り で ぁ る 


殺虫 剤 処理 前 の 諸 条 件 が と ん 虫 の 薬剤 反応 に 及ぼ す 影 | 


(CY. P. Sun), 薬剤 処理 中 に と ん 虫 に 及ぼ す 諸 要因 
(J. C. Gaines & W. J. Mistric, Jr.), 薬剤 如 理 後 
の 状態 と 効果 判定 点 の 問題 (R. L. Bearp), 3 Fl Muse 


| 
1 
: 


培地 に よる 試験 法 (A. W. A. Brown), ハ ェ と コキ ブ | 


リ の 空間 散布 試験 法 (R. H. Nrrson), =i AHH CW. 


E. FLEmMING), 化学 的 防虫 処理 の 織物 の 試験 法 (M. MI 


Warton & H. H. SnErARD), 


化学 的 忌避 剤 の 選抜 法 


(P. Gravett & E. B. Starnes), 食料 品 の 包装 材料 | 


の 薬剤 処理 に よる 害虫 防除 (B. C. Dickinson & E. J. 


Incuo), 化学 的 誘引 剤 の 選抜 法 (]. T. Mepier), Mie 
に 剤 の 試験 法 (W. EsrgLiNc), RE HHCWS oe RA 
の 散布 , 浸漬 , 塗布 試験 法 (R. C. Busmranp), RBS 


忠 に 対す る 漫 透 殺 虫 剤 の 効果 判定 法 (O. H. GrAagaw) 
( 帳 崎 輝男 ) 

Be 第 1 巻 上達 章 , 河 田 党 , 堀 正伸 編 ユ 1960), 

A5 判 , 265 ペ ー ジ , 500 円 , 朝倉 書店 (東京 ) 発行 

本 講座 は , bi, WH, 堀 の 三 氏 編集 の る % ぁ と に 全 3 券 


CHTSNS TL THSDS, FR 1 BRAT 


れ た 。 AH CIES AR IT fe 3 RI TS 14 項 
ENC CAMS UCOS DS, 各 項 の 解説 は その ij 
門 家 が それ ぞ れ 分 担 載 筆 し て いる 。 


HD EE 


会 


と の 講座 は 高等 な 専門 書 で な く 。 一 般 家 向け の ゃ さ し 
ORIOMRB LU CHS Hi bSoT, 内 容 の 記 
Mis, 大 体 平 明 で だ れ で も 読み こなせ る 手 ど ろ な 参考 書 
と な っ て いる 。 し か し , 項目 と よっ て は 解説 水準 が 高 す 
XC, 他 の 項目 の 解説 と アン パラ ンス に な っ て いる と こと 
「 ろ も 見 られ る の は 残念 で る る 。 と の よう な こと と は 続 刊 で 
は な いよ うに 思い きっ た 統一 が 必要 で あぁ ろう 。 AAS 
| 明 な 解説 で る, 日進月歩 の めまぐるしい . 虐 薬 の 生産 や 研 
| 究 の 新知 見 を 感 り と ん で いて , 新鮮 味 は 十分 味わえ る 好 
| 著 で あぁ る 。 次 に 本 書 の 内 容 を ど 紹 介し て お く 。 
| 農業 に ぉ ける 農薬 の 役割 ( 拠 正 名 ), 農薬 の 歴史 CEs 
|), MAO WHT e MMO BM CHIEGL), 農薬 の 定義 
| CER), 農薬 の 作用 機構 (山崎 輝男 , 鈴木 直 治 , 中 村 
| 広明 , 三坂 和英 , 古山 清 ), 農薬 の 性 質 (鈴木 照 磨 ), se 
|[ 薬 の 検定 法 ( 佐 藤 玉 郎 , 菅原 寛 夫 ), ほ場 試験 法 (AK 
| 次 , AGL), 農薬 の 調製 法 ( 上 遠 章 ), 農薬 の 使用 法 ( 上 
| 遠 章 ), BIEL), 薬剤 散布 機 (今井 正信 ), 

PBIRIT PIS B VEL CHIE NL) (福永 一 夫 ) 


| 長 薬 の あゆ み 農林省 振 興 局 植物 防疫 課 編 (1960), B 
} 97H, 270 ペー ジ , 非 売 凸 , 植物 防 疲 事業 発展 十 周 年 記 
MABANBAR (東京 ) 発行 

本 書 は 農林 省 植 物 防 疫 課 の 関係 者 に よっ て 共 筆 され た 
| る の で あぁ る が , 近年 飛 忠 的 発展 を と げた わが 国 の 農薬 の 
生産 や 技術 の 足跡 が 豊富 に 集録 され た 統計 資料 に よっ て 
詳細 に 解説 され て いる 。 わが国 の 植物 防疫 事業 が 今日 の 
ぼう な 隆 成 を 見 る に 至っ た か げに 農薬 の 果たし た 貢献 は 
| こぶ る 大 きく , また と と まで 虐 薬 が 進展 する に は 幾多 
| の 苦難 の 道路 ん で きた の で ある 。 と の よう な 農薬 の 発 
展 の 歴史 的 足跡 を 広い 角度 か ら 展 望 す る よう に 取り ま と 
【 め た 書 は 今 ま で な か っ た だ け に , 本 書 の 出版 は 時 宜 を 得 
た だ も の で あぁ る 。 ま た, 本 書 に は 農薬 に 関す る あぁ ら ゆ る 統 
計 資 料 が 収載 され て いる の で , 農薬 の 統計 年 鑑 的 の 役割 
補填 分 果たし て いる 。 
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本 書 は 植物 防疫 事業 発展 半 賠 年 記念 大 会 の 記念 出版 物 
と し て 限定 出版 され た も る ので, 市 販 ミ され て いな い が , & 
SOMA, 大 学 そ の 他 の 研究 機関 。 農薬 会 社 な ど に 
配布 され て いる の で , と の よう な 所 で 利用 で ぎ よ う 。 

(山崎 次 男 ) 


植物 防疫 年 表 (昭和 21~35 年 ), 上 農林省 振興 局 植物 
防疫 課 編 (1960), B 5 判 , 51 ペ ー ジ , 非売品 , APR 
事業 発展 十 周 年 記念 大 会 実行 委員 会 (東京 ) 発行 

こと この 書 は 前 掲 の 書 と 同じ く 植 物 防 疫 事 業 発展 十 周年 の 
記念 出版 物 の 一 つと し て 刊行 され た も の で , 執筆 も 同じ 
く 植 物 防 疫 課 の 関係 者 に よる る の で ある 。 

と の 年 表 に は 昭和 21 年 か ら 昭 和 35 年 4 月 に 至る ま 
で の わが 国 植物 防 疲 に 関連 し た 主要 事項 が , 試験 研究 , 
防疫 , BS, RY, 一 般 の 5 項目 に 分 類 整 理 さ れ て , 年 
代 順 に 記載 され て いる 。 収載 され た 事項 は す と ぶる 多く 
その 収集 の 努力 は 大 い に 買 われ て よい が , 当然 拾わ れる 
べ さ 事項 の 脱落 , た と えば 植物 防疫 協会 創立 以来 12 年 
間 会 長 ゃ つと る め 植 物 防 疫 事 業 に つく され た 安藤 広 太 郎 博 
士 の 死去 (昭和 33 年 10 月 14 日 ), 安松 京 三 博士 の 
“天敵 利用 に よる 害虫 防除 の 研究 ” の 昭和 33 年 度 朝 日 
賞 受賞 (昭和 34 年 1 月 3 日 ), 鈴木 照 魔 博士 の “農薬 
の 物理 化学 的 性 質 と 効果 に 関す る 研究 ” の 昭和 34 年 度 
応 動 昆 学会 賞 受 賞 (昭和 34 年 4 月 6 日 ) な どか な り 数 
えら れる 。 ま た 国際 植物 防疫 会 議 と か , 国際 こん 虫 会 議 
の よう な 大 き な 国 際 和 会議 へ 出席 し た 代表 者 な どる 記録 し 
て お く の も 必要 で は な か ろう か 。 今回 は 短い 編集 期間 で 
収録 事項 の 検討 が 十分 で き な か っ た と と と 思わ れる が , 
次 の 機会 に は , と の 年 表 を 母体 に し て 完 べ き (BB) BE 
の を 作成 し て る も らい た いる の で あぁ ある 。 

AERA 限定 出版 で ある が , 配布 は 前 書 と 同じ ょ うに 
行なわ れ て いる 由 で ある 。 (山崎 輝男 ) 


=> 
a 


鈴木 博士 に 衛生 動物 学会 

第 12 回 日 本 術 生 動物 学会 大 会 は , 6 月 24, 25 両日 
入 幌 北大 に お いて 開か れ た が , 本 会 会 員 鈴 木 猛 博 士 ( 東 
伝 研 ) は “殺虫 剤 に 関す る 研究 ” CAO MERE 
大 愛 賞 さ れ た 。 同 氏 の 研究 は シラ ミ る, ハエ , A, ゴキ ブ 
リ な どの 衛生 と ん 貝 に 対す る 防疫 用 殺虫 剤 に 関す る 広範 
UHH CH Bo 


BRCAR SSC ARMM 
& RICKS ICCA. LL CA ES AR 
表 師 補 者 と し て 学術 会 議 に 推薦 し た 会 員 内 田 俊郎 博士 は 
正式 に 派遣 が 認め られ, 8 月 6 日 学会 開催 地 の ウ ッ ウィーン 
に 向け 空路 出発 し た 。 な お , 同氏 は 会 議 終了 後 欧州 各国 
を ゃ めぐり 10 月 中 旬 帰 国 の 予定 で ぁ る 。 
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) RMB AT MMED RS Ht 
. か ね て 本 会 か ら 交 部 省 に 申請 中 で あっ た 昭和 35 年 度 
研究 成果 刊行 助成 金 (学術 図書 出版 補助 金 ) は 7 月 29 日 
付 で 9 方 円 変 付 さ が た 。 
昭和 36~37 年 度 新 役 員 さ きま る 

本 年 は 昭和 36~37 年 度 の 本 会 の 役員 改選 年 に あたる 
の で 会長, FRA, 常任 評議 員 の 選挙 が それ ぞ れ の 選 
挙 規 定 だ 基づい て 7 月 か ら 9 上 崩 に か け て 行なわ れ た 。 を そ 
の 結果 , 下記 の よう に 新 役員 が 選出 され た 。 ( 各 役 員 と 
% ABC 順 , MRM) 
会 長 加藤 静夫 
評議 員 

北海 道 地 区 (2 名 ) 

犬飼 BR RN Be 

東北 地区 (3 名 ) 

加藤 陸奥 雄 ・ 湖 山 AI Be 高 治 

関東 ・ 東 山地 区 (22 名 ) 

OF HHA - RRA BR Bk 一 夫 

ims: 直樹 ・ 右 倉 BR - AFRO 

SANMKE ti RFE 


国井 BEE FR 寿一 ・ 小 泉 清明 
三坂 和英 ・ 野 村 健一 ・ 小 野 正武 
BEEZ - Be 一 郎 ・ 諏 訪 内 正 名 
鈴木 IRIE RG 西蔵 ・ 人 木 - 誠 政 
山崎 ES 
北陸 地区 (2 名 ) 

A 正 忌 ・ 田 村 市 太郎 
東海 ・ 近 畿 地 区 (10 名 ) 

福田 (CBB + AE 忠吉 ・ 長 谷川 金 作 


一 色 AM dee Ho Cte 
大 町 文 衛 ・ 斎 藤 哲夫 ・ 人 筒井 喜代 治 
内 田 俊朗 

中 国 地 区 (4 名 ) 
水戸 野 武 夫 ・ 三 宅 RULE 
杉山 章 平 

四国 地区 (3 名 ) 
松沢 。 寛 ・ 店 条 ・ 道 夫 ・ 高 木 信 -- 

九州 地区 (4 名 ) 

申 島 BE WA TEM ka "ご 

BR HS 
常任 評議 員 (5 名 ) 

RA 昌 次 ・ 石 井 象 二郎 ・ 野 村 眉 一 

小野 正武 ・ 山 崎 LB 
な お , 新 一 会 長 は 新 会 長 が 新 評議 員 の 中 か ら 指 名 する 


岡本 大 二郎 


第 4 巻 B38 


と と に な っ て いる が , 小野 正武 新 評議 員 が 指名 され た 。 
また 新編 集 委 員 長 は 全 評議 員 の 郵便 投票 に よっ て 新党 
任 評 議 員 の 中 か ら 選 ば れる と と に な っ て いる が ; 10 月 15 
目 に 決定 きれ る 。 : 
第 14 回 例会 
本 会 の 第 14 回 例会 は , 6 月 4 日 午後 2 時 か ら 農 技研 
に お いて 開催 され , 次 の 2 講演 が あっ た 。 来 会 者 40 名 9 


ニカ メイ チュ ウゥ の 化学 的 防除 法 に つい て の 
一 般 的 考察 
尾崎 幸三 郎 CEO) 

ニカ メイ チュ ウッ ウツ の 化学 的 防除 場面 に 義 ける 諸 性 質 を 27 
種 の 有機 合成 殺虫 剤 に つい て 比較 検討 し た 。 そ の 結果 , 
次 の 諸点 が 明らか に され た た 。 

1 Bia severance) aga FAPFVYDA, 9 A-WSA See 
DDT, へ プ タ ク ロー ル で は , 越冬 幼虫 に 対 
する 接触 姓 性 に 比べ て , 殺 卵 効力 は 特異 的 に 低かっ た 5%5 

wi BH Ce DDVP, パラ テオ ン 
イア ジノ ン , トリ チオ ン の 幼虫 体内 へ の 矢 過 性 は 比較 的 
低かっ た 。 殺虫 剤 の 表皮 の 低い 透過 性 は 殺虫 作用 の 抑制 | 
因子 に な る が , それ ぞ れ の 殺虫 剤 の 注射 毒性 と 接触 毒性 
と の 間 に は 高い 相関 関係 が あぁ あり, 注射 歪 性 の 高い 殺虫 剤 
ほど 接触 姓 性 る 概して 高かっ た 。 

3. B—4895, マラ ソン , ジ メ ト エ ー ト は 越冬 幼 武 必 
対す る 接触 毒性 に 比べ て , ふ化 幼虫 また は 食 入 幼虫 に 装 
する 殺虫 効力 が 著しく 低かっ た 。 越冬 幼虫 に 対す る 接 鯨 
毒性 に 比べ て , ふ化 幼虫 また は 食 入 幼虫 に 対す る 殺虫 効 
力 が 著しく 低い 殺虫 剤 で は 和 上 で の 残留 性 が 著しく 劣っ 
た 。 稲 上 で の 消失 の 早い 殺虫 剤 は 散布 直後 の 幼虫 に 対す 
る 殺虫 作用 が 低下 する と こさ ど が 明らか に され た 。 

4, B—489 tv 5 Vik, Jy FIOM ST ZBI 
SC, 越冬 幼虫 に 対す る 接触 毒性 が 特異 的 に 高かっ た 
有機 塩素 系 の 各 殺 虫 剤 で は , 有機 リン 系 の 多く の 殺虫 剤 
に 比べ て , ラッ テ に 対す る 毒性 の わり に 越冬 幼虫 で 対 
る 接触 姓 人 性 が 低かっ た 。 

5. fe Ath ave RULER eee Ce 
FIYFITMTABEDBADP IH. Chlvzgyvyt B— 
4895 の 食 入 幼 虫 に 対す る 殺虫 作用 が 越冬 幼虫 に 対す る 接 
触 書 性 に 比べ て 頭 著 に 低下 し た た めで ある 。 
6. PEF AY LV IVY CEH AA Fa TINT 
2 ALEVE ADHD CA HICSS aE DESI 
っ So AW) YROZ {© 殺虫 剤 で は 他 の 昆虫 に 比 ペ 
で イガ メイ デス ウッ に 対す る 殺虫 作用 が 特異 的 に 高かっ 
た が , 有機 塩素 系 の 多く の 殺虫 剤 で は 他 の と ん 虫 に 比 さ 


シド ピリ 
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会 


TC, =HAAF 2 VICMT S BUTEA DS FH FRAY IC OE 
TAD A 5avitco 
殺虫 剤 の 効力 比較 の 方 法 と その 結果 と の 
関係 に つい て i 
| 杉本 ・ 温 ・ 金 子 武 UKM 
WIRE UT OMMAO ZY) —=2> FOMAMOWHK 
} 定 の た め の 室 内 試験 ・ ポ ボッ ト 試 験 の 方 法 に つい て 考察 す 
| る 。 
| 1. 室内 試験 に は , は 場 に いる 害虫 以外 の 飼育 増殖 し 
| や すい こと ん 虫 を 用 いる と と が 多い が , ほ場 で 有効 な 殺虫 
| 誕 が これ ら の と ん 虫 て きわ め て 低い 殺虫 力 し か 示さ な い 
リ 例 が あり , は ほ場 害虫 自体 を 用 いて 効力 検定 を 行なう と と 
中 の 必要 性 が 痛感 され る 。 
| 2. 室内 試験 は , 虫 こ っ 薬 剤 以外 の 要素 を ほとん ど 含 
| ほす ず , 単純 か っ つ 基礎 的 な 効力 比較 法 と 見 られ る が , 薬剤 
| の 物理 化学 的 要素 が 殺 躍 効果 に 種々 な 影響 ゃ 及ぼし, 実 
| RTE (に と えば 残留 接触 法 , 局所 処理 法 , 虫 体 浸漬 法 , 
| MABEL) た によって, 効力 比較 結果 が 著しく 異な る 。 
| また ポット 試験 に お いて は 薬剤 散布 条件 に よる 薬剤 の 作 
| 物体 付着 状態 の ちがい が 効力 比較 結果 を 左右 する 。 し た 
| > CEAMRL Ko KRRO-CD KAR DTI 
| MOWAOANZELS MF LP EG. 
| 3. 薬剤 の 害虫 自体 に 対す る 殺虫 力 を 正しく 評価 で き 
| でも, それ で 薬剤 の ほ場 効力 を すぐ 推定 で きる と は か ざ ぎ 
| ら な い 。 た と えば , 薬剤 の 土 壊 害虫 に 対す る 効果 の 大 小 
WE, その 殺虫 力 よ り も 土壌 中 で の が ガス 効果 能力 に 大 きく 
支配 され る よう で あり , また 散布 条件 に 関連 し て 薬剤 の 
| EM KAO GHOBADWERREATS. CHSOL 
DiC, 薬剤 の ほ場 で の 作用 条件 も 効果 を 左右 する 一 つの 
| 大き な 要 素 で ある 。 
| 4. し た が っ て , 了 業 害虫 に 対す る 殺虫 剤 の 効力 評価 
| を 単 一 の 試験 方 法 で 行なう と と は むず か し く , いく つか 
| の 方 法 を 併用 し , 薬剤 の 殺虫 力 お よび その は 場 で の 作用 
| 条件 に 関連 する 物理 化学 的 性 質 の 両面 と に つい て 評価 する 
| 必要 が あぁ る 。 ま た 種々 な 実験 方 法 の 結果 を 互い に 比較 す 
BLED, 上 記 の 各 項 に 述べ た よう な 薬剤 作用 条件 の 究 
上 朋 の た め に 必要 で ある ろう 。 
応 動 ・ 応 尼 ・ 応 動 尼 の バッ ク ナ ン バー 人 分譲 
| 応用 動物 学 雑誌 , 応用 昆虫 , 日 本 応用 動物 昆虫 学 雑誌 
な どの バッ クチ ナン バー が 多少 残っ て いま すか ら , CHF 
の か た に 下記 価格 GML’) で 分 譲 致し ます 。 ど 希望 
の か た は 本 会 事務 所 へ お 申し 込み くだ きい 。 
応用 動物 学 雑誌 第 15~18 巻 各巻 600 円 
第 19~21 %& 各巻 700 円 
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第 S~12 巻 各 巻 700 円 
Fi AR WES FS thy Be oa 
第 1 巻 (第 2 巻 欠 ) 700 円 * 
第 2 巻 700 円 * 
第 3 巻 700 円 * 


* : 各巻 に 当該 年 度 の 大 会 の ジン ポジ ウム 講演 要 組 
が つい て いま す 。 また , 第 1 巻 , 第 8 券 に は 当 計 
年 度 発 行 の 会 員 名 穫 が つい て いま す 。 

な ね お 1 國 売り の 場合 は 雑誌 は すべ て 1 和 國 200, vv 
ポジ ウム 講演 要 皿 は .150 円 , 4 Ait 100 円 で あり ます 。 
例会 に つい て 
本 会 の 例会 は 毎年 2,。 6, 10, 12 月 の 4 回 東京 で 開い 
て お り ま す 。 例会 開催 の 通知 を 受 けた に な り た いか た は 
宛先 を 書い た 官製 は だ が だき を 適宜 の 枚数 学会 事務 所 に あら 
か じ め お 送り いた だ く と と に な っ で て で いま す 。 こ の 制度 を 

ど 存 し で な いか た の た め お 知 らち せ 致 し ます 。 

また , 例会 で 講演 (講演 時 間 1 時間) を 希望 され る か が 
た は , 事務 所 例会 係 ま で お お 申し 込み くだ さい 。 

会 Rh 静 

新入 会 員 
伊藤 勝男 
南部 敏明 
FH FEB 
浅見 武志 
Am 丈 男 
KER Ok 
BA AR 


BEAU AC TT HT BES Aas 
埼玉 県 鴻巣 市 関東 東山 農 試 害虫 第 一 研 
北海 道 空知 郡山 部 村 東 19 条 山 部 中 学校 
愛知 県 究 城 市 新 田町 名 大 農学 部 害虫 研 
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a 

i 

i 
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Fe RFR AA TH a 
松 筑 病 害虫 防除 所 
長野 市 県 町 535 長 水 病害 虫 防除 所 

A 長野 県 飯山 市 下水 内 病害 虫 防除 所 

志 長野 県 南 筑 輪 局 区 内 西 箋 輸 信州 大 学 農 学 
部 応用 昆虫 学研 究 室 

香川 県 木田 郡 三 木町 香川 大 学 農学 部 応用 
昆虫 学研 究 室 


松 筑 地方 事務 所 内 


吉田 ME 
篠原 泰弘 


| 
nus 


梶田 泰司 
佐藤 . 修司 


PRR 


AR FZ 
浜島 健二 郎 
Wal 達雄 
長沢 純夫 
cd ere 
木村 雅夫 


長谷 川 fh 
小島 俊文 
北島 淳一 郎 
河野 通 昭 
松平 長 誠 
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; 明 年 度 の 本 会 大 会 は , 明 年 4 AA AOR AEE 
4 上 員 長 は 畑 井 直樹 評議 員 と 決定 致し まし た 。 

; a 明 年 度 大 会 の 際 行 な う シ ン ポ ジウ トム の テー マ や 座長 , 講演 者 , その他 運営 な ど に つい て の ご 
希望 や と RR ae 


上 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 BAS BIR 


香川 県 木田 郡 王 木町 ARIMA ARE 


昆虫 学研 究 室 

閣 馬 県 高崎 市 乗 附 町 2371 林業 試験 場 
沖縄 那覇 市 琉球 政府 経済 局 農 務 課 

BE RV ALR TAT AULT BSI cok ed 
BK FEARS BEA AB RE TA PRR Hs ABR 
場 天王 分 場 


福岡 県 六 幡 市 黒崎 南 億 非 Aa EPS 
東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 1914 久慈 方 

広島 県 福山 市 東 深津 町 中 国 農 試 栽培 部 
大 阪 府 豊 中 市 桜塚 東通 7 一 25 井上 義夫 方 
静岡 県 清水 市 駒 越 相 橘 試験 場 
滋賀 県 大 津 市 南 別 所 農林 省 滋 賀 統計 調査 
事務 所 

岩手 県 遠野 市 自 岩 県 農 試 遠野 試験 地 
東京 都 練馬 区 南田 中 町 1 

東京 都 小金 井 市 貫井 北町 5 一 678 
鹿児島 県 垂水 市 松原 町 54 
東京 都 大 田 区 羽田 東京 国際 空港 ビル 内 
横浜 植物 防 疲 所 羽田 出張 所 
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RH 博隆 山口 県 下関 市 港町 31 門司 植物 防疫 所 下関 
出張 所 
近野 正美 名 古屋 市 昭和 区 五 軒 家 町 3 一 6 
前 原 宏 (fe PUR ABA PIMT hz 県 立 林 試 
二 広島 県 福山 市 東 深 津 町 中 国 農 試 
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